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巻頭図版 1

金蔵寺下所遺跡全景 (航空写真)



巻頭図版 2

|.金蔵寺下所遺跡出土木製品

2.金蔵寺下所遺跡出土鉄製壺鐙
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!.西碑殿遺跡 S B14全景
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四国横断自動車道のうち,善通寺～豊浜間は昭和62年 12月 に,高松～善通寺間は平成 4

年 5月 にそれぞれ開通いたしました。これにより高松市から県西部までが愛媛県や高知県

と,さ らに瀬戸大橋で岡山県と直結することになり,香川県は本格的な高速道路時代を迎

えております。

この道路の建設に先立ち,香川県教育委員会では日本道路公団からの委託を受け,昭和

57年度から埋蔵文化財の発掘調査業務を,ま た昭和58年度からは調査報告書の刊行に伴う

整理業務を実施し,昭和63年度からは財団法人香川県埋蔵文化財調査センターにその業務

を引き継いで行ってまいりました。

今回「四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第十冊」として刊行いた

しますのは,善通寺市金蔵寺町及び碑殿町に所在する金蔵寺下所遺跡と西碑殿遺跡につい

てであります。

金蔵寺下所遺跡の調査では,縄文時代から鎌倉時代にかけての遺構が検出され,多数の

遺物が出土しております。特に奈良時代の遺構から出土した多数の木製品は,県下で最初

に出土したものを多く含み,同時代の基準資料になるものと考えられます。西碑殿遺跡の

調査では,弥生時代の大規模な建物跡は,こ の地域のなかで同遺跡のもっていた卓越した

勢力を示すものと考えられます。

本報告書が香川県の歴史研究の資料として広く活用されますとともに,埋蔵文化財に対

する理解と関心が深められる一助となれば幸いです。

最後になりましたが,発掘調査から出土品の整理・報告書の刊行にいたるまでの間, 日

本道路公団 。関係諸機関並びに地元関係各位に多大な御協力と御指導をいただきました。

ここに深く感謝の意を表しますとともに,今後ともよろしく御支援賜 りますようお願い申

し上げます。

平成 6年 3月

香川県教育委員会

教育長 松 繁 壽 義



例   言

1。 本報告書は,四国横断自動車道 (善通寺～豊浜)に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書

の第10冊で,香川県善通寺市金蔵寺町514番地ほかに所在する金蔵寺下所遺跡 (こ ん

ぞ うじげ しょいせき)お よび香川県善通寺市碑殿町500番地ほかに所在する西碑殿遺

跡 (に しひどのいせき)の発掘調査報告を収録 した。

2.発 掘調査は, 日本道路公団から委託を受けた香川県教育委員会が実施 した。

3.本 報告書の作製は,香川県教育委員会の指導のもとに財団法人香川県埋蔵文化財調

査センターが実施 した。

4.金 蔵寺下所遺跡の発掘調査は,昭和58年 4月 1日 から昭和60年 2月 28日 までの期間

に実施 し,西碑殿遺跡の発掘調査は,昭和60年 2月 1日 から昭和60年 4月 30日 および

昭和61年 7月 28日 から同年 8月 H日 までの期間に実施 した。

5.調 査の実施にあた り,下記の関係諸機関の協力を得た。記 して感謝 したい。

(順不同,敬称略)

香川県土木部横断道対策室,善通寺市横断道対策室,善通寺市教育委員会,地元各

自治会,地元対策協議会

6.本 報告書で用いる方位の北は,国土座標系Ⅳ系の北であ り,標高はT.P.を 基準

としている。また遺構は下記の略号により表示 している。

SA 柵列跡  SB 掘立柱建物遺構  SD 溝状遺構  SK 土坑

SP 柱穴   SR 自然河川     ST 埋葬施設  SZ その他遺構
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第 1章 調査の経緯

第 1節  調査にいたる経緯

四国横断自動車道建設 (善通寺～豊浜)に伴う埋蔵文化財発掘調査は,昭和58年 1月 1

日付, 日本道路公団大阪建設局との委託契約に始まる。以来 5年の歳月を要し,現場での

発掘調査は昭和62年 6月 をもって終了した。

発掘調査は,四国横断自動車道建設 (善通寺～豊浜)31.6km,面 積2,041千 ピの 1割強

に当る211,500ピ を対象とした。

昭和57年度第 4半期に善通寺市竜川地区 (善通寺 Io C)の 金蔵寺下所遺跡で初めて発

掘調査に立入った。それまでに,埋蔵文化財調査について,現地踏査 (分布調査)を もと

に, 日本道路公団と協議を重ねた。

協議は,整備計画決定,施工命令が出された昭和47年 6月 頃から続けられ,下 って実施

計画認可,路線発表があった昭和51年 4月 からそれぞれの遺跡について具体的な話し合い

が持たれた。

昭和56年 5月 に入 り,幅杭設置測量が公団の手で行われ,具体的に用地買収交渉が行わ

れるに伴い,発掘調査の準備もすすめられた。

調査は,比較的用地買収が早かった善通寺地区,豊中地区の順に進めた。用地買収契約

調印が終了したところから,予備調

査の実施計画を立てた。しかし稲の

植付,立毛,水路,畦畔,農道確保

などの問題があり,地元への必要に

して十分な配慮が問われた。日本道

路公団や四国横断道対策室,市町,

関係機関,地元協議会との連携によ

り,協力が得られるに至った。

予備調査を実施したところ,新た

に埋蔵文化財包蔵地が確認され,発

-1-
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第 1表 四国横断自動車道建設に伴う発掘調査の概要

遺 跡 名
(旧遺跡名)

所 在 地 面積0 調 査 期 間 時   代 遺 構 主 な 出 土 品 備  考

金蔵寺下所
遺跡

書通寺市金蔵
町下所

弥生時代
奈良 平安時代

中世

自然河川
溝、掘立柱建物跡22棟
溝、掘立柱建物跡 9棟

須恵器、土師器、瓦器、木製品 (斎

串、人形、馬形、刀形、船形、曲物
など。以上奈良時代 )、 わ らじ (奈

良時代)

本 国

稲木遺跡
C地区

書通寺市稲木
町下川原

弥生時代

古墳～平安時代

竪穴住居跡 5、 集石墓 9

土壊墓 3、 壺棺墓10

掘立柱建物跡 5、 埋甕

弥生土器、土師器、須恵器、銅鏡片
2、

承和昌宝 5

横断道報告Ⅵ

跡遺
区

木
地

書通寺市稲木
町西角

弥生時代
飛鳥 白鳳時代

平安時代

土坑 4

掘立柱建物跡32(内 倉庫6)
溝
掘立柱建物跡 4

土師器、須恵器、鉄製 r.t先 横断道報告Ⅵ

跡遺
区

木
地

稲

Ａ
善通寺市下吉
田町
本村東 下所
東

弥生時代
古代

溝

溝
縄文晩期土器、弥生土器、磨製石庖
T

横断道報告Ⅵ

永井遺跡 善通寺市中村
町島田 榎田、
下吉田町下所
西

颯文時代
弥生時代
中 近世

自然河川、土坑
溝、土坑、掘立柱建物跡 3

掘立柱建物跡 12、 溝、土坑大

縄文土器 (彦崎KI、 KⅡ 式、黒土
BI式 )、 土偶 1、 耳飾 2、 打製石
斧多数、杭 14、 椀 1、 鳥形木製品 l、

堅果類多数 (以上縄文時代)

横断道報告Ⅸ

中村遺跡 善通寺市中村
町筆岡

縄文 弥生時代
平安時代

中世
近世

自然河川
溝 2

掘立柱建物跡 15、 溝、土坑
溝、土坑

銅 印「貞」 四国横断自動車道建設
に伴う埋蔵文化財発掘
調査報告第 1冊 (以下、
横断道報告 Iと 略称)

62331刊行

乾遺跡
(吉原 B2)

善通寺市中村
町乾

弥生時代
近世

湧水池状遺溝、自然河川
土坑、自然河川

弥生前期土器 横断道報告 I

上一坊遺跡
(吉原 BD

警通寺市吉原
町上一坊

世
世

中
近

掘立柱建物跡 24、 井戸 1、 土
坑、溝
井戸 2、 土坑、溝

近世陶磁器 横断道報告 I

矢ノ塚遺跡 善通寺市吉原
町矢ノ塚、碑

59108～ 60830 弥生時代

奈良時代
中世

竪穴居住跡 1、 掘立柱建物跡
12、 土坑、溝
掘立柱建物跡 17、 溝
掘立柱建物跡30以上、井戸 2、

土坑、溝

弥生土器、須恵器、剣形土製品 1、

島形土製品 1、 分銅形土製品 4、 石
帯

横断道報告Ⅲ

西碑敗遺跡 書通寺市碑殿
町三反畑

弥生時代
奈良時代

中世

近世

掘立柱建物跡H棟
掘立柱建物跡13棟
掘立柱建物跡 5棟
―字一石経塚

弥生土器、須恵器
―字一石経、京焼風陶器椀 1(以上
経塚 )

本書

深尾石棺群 三豊都三野町
大見深尾

路線内には存在せず

道免窯跡 三豊郡三野町
大見通免九尾

飛鳥 白鳳時代 灰 原 須恵器不 壺 甕 横断道報告 Ⅱ

北条遺跡 三豊郡高瀬町
上高瀬北条

路線内には存在せず
横断道報告]

跡
遺

遺
寺
Ｉ

寺
生

生
利
Ｉ
＞

利
＜
跡
区

三豊郡高瀬町
上勝間砂古

弥生時代
中世
近世

土坑 5

竪穴住居跡 1、 ビット
掘立柱建物跡 1、 井戸 1、 土
坑 4

弥生後期土器、中 近世土器 横断道報告 Ⅱ

大門遺跡
(利生寺遺

跡Ⅲ跡 )

三豊部高瀬町
上勝間砂古

古墳時代

中世

近世

竪穴住居跡 23、 掘立柱建物跡
1、 土坑 6、 溝23

礎石建物跡 1、 掘立柱建物跡
13、 土坑 6、 石組井戸 1、 溝

溝 l

須恵器、土師器、中世土器、鞠の羽
口、鉄滓

横断道報告 ]

利生寺古墳 三豊郡高瀬町
上勝間砂古

古墳時代 横穴式石室 1 須恵器、耳環 横断道報告Ⅱ

矢 ノ岡遺跡
(上佐神社

跡〉

三豊郡高瀬町
上勝間矢ノ岡

古墳時代
中世

竪穴住居跡 1

掘立柱建物跡 6、 溝 6

八稜鏡 1 横断道報告 Ⅱ

四 ツ塚古墳 三豊郡豊中町
笠田笠岡

古墳時代 横穴式石室 l 須恵器、耳環 横断道報告Ⅳ

財田古墳 三豊郡豊中町
上高野

古墳時代 横穴式石室 1 須恵器、耳環、鉄斧、鉄釘 横断道報告 Ⅳ

延命遺跡 三豊郡豊中町
上高野大地
八反地

弥生時代
中世

溝
掘立柱建物跡、土坑、土残墓、
塚、井戸 3、 柵

土師器、須恵器、瓦器、青磁 横断道Ⅶ

一の谷遺跡
群 (刈 田部
条里 )

観音寺市古川
町、中田井町、
本大町

36,000 60515～ 611225 弥生時代
古墳時代～近世

竪穴住居跡31、 土坑、溝
掘立柱建物跡 33、 土坑、土壊
墓、溝

弥生土器 (前期、後期)、 平形銅剣
片、銅鏡片、近世陶磁器

横断道報告Ⅶ

石田遺跡 観音寺市池 ノ

尻町石田

代
代

時
時
世

生
墳
中

弥
古

土抗
掘立柱建物跡 3

掘立柱建物跡 17、 土抗、溝

土師器、須恵器、瓦器、緑釉陶器、
黒色土器

横断道報告 V

長砂古遺跡 観音寺市池ノ

尻町大長

代
代

時
時
世

生
墳
中

弥
古

竪穴住居跡 l

横穴式石室 1

溝、掘立柱建物跡 5

弥生土器、須恵器、玉類、馬具、武
器、瓦器、

横断道報告 V

杵田八丁遺
跡

(・m

観音寺市杵田
町八丁

”

”

古墳時代

中世

竪穴住居跡 7、 掘立柱建物跡
1、 横穴式石室 1、 溝、土壊
墓 2

掘立柱建物跡47

須恵器、土師器、耳環、越州窯青磁 横断道報告 V

合  計

(調査期間は57年度
の多度郡条里の発掘
を含む。)

24遺跡
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掘対象面積が当初予定の60,900ピ から211,500ピ ヘ増加し,それに伴い調査工程と工事工

程の調整が一層緊密さを増した。

多度郡条里 (金蔵寺下所遺跡)については,当初坪境の溝,ま たは畦畔の検出によって

条里の全容が把握できるものと考えていた。ところが予備調査を実施した段階に,縄文 ,

弥生時代や古代,中世,近世の自然河川や建物を中心とする集落跡の色彩が強く,新規の

遺跡とした。

調査体制の充実も大きな課題となった。昭和58年 4月 に調査の拠点となる善通寺連絡事

務所を開設し,H名 の職員が担当した。59年度に12名 ,60年度に17名 ,61年度には21名 と

増員し,調査のスピード化をはかった。あわせて,発掘調査作業員もピーク時には総数で

230名を数え,延83,000人 がこの調査に従事した。出土した遺物は, コンテナ (282入 )

約4,600箱である。

今回報告する金蔵寺下所遺跡の調査は,昭和58年 2月 ～ 3月 にかけて実施した予備調査

の結果をうけて,昭和58年 4月 1日 から同60年 2月 28日 までの期間に実施した。また,西

碑殿遺跡の調査は,昭和60年 1月 17日 から25日 にかけて実施した予備調査の結果をうけて,

昭和60年 2月 4日 から同年 4月 30日 に第 1次調査を,昭和61年 7月 28日 から同年 8月 H日

に第 2次調査を実施した。

第 2節  調 査 の 方 法

金蔵寺下所遺跡の調査は,金倉川の西岸に広がる標高21～ 22m代の微高地上を調査

対象地としている。全域を五つの大調査区 (I～ V区)に分け,一大調査区を100× 100

mと し,さ らに 5× 5mを小調査区として細区分 し,東西にアルファベ ットのAか ら

Tを ,南北にアラビア数字の 1～20をつけて小調査区の記号とした。小調査区の北西

角の杭記号がその区の呼称 と符号する。また,調査の進行上20× 20mを一単位 として

発掘を実施したため,調査グリッドの呼称は I区 A-1, I ttE-1の ようになる。

なお,調査区の主軸は真北から振 り出している。

西碑殿遺跡の調査は,道路予定幅60mの うち,幅約45mの調査であった。傾斜地で

あ り,ま た調査時の水田や道路などの地形に左右されたため,掘削区は不定形になら

ざるを得なかった。今回,東から西に向かって I区～Ⅵ区の呼称を付けて報告するが ,

調査時の区割 りは基本的には金蔵寺下所遺跡で実施 したものと同一であ り,全体を20

×20mで区画設定 して行った。調査区の主軸は真北から振 り出している。
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第 3図 金蔵寺下所遺跡地区割り図



第 4図 西碑殿遺跡地区割り図
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第 3節 調査と整理の体制

調査体制

金蔵寺下所遺跡と西碑殿遺跡の調査体制は,以下の通 りである。

昭和58年度

総括 課長

主幹

副主幹

庶務 係長

主事

昭和59年度

総括 課長

主幹

課長補佐

庶務 係長

主事

遠藤 啓

林  茂

松本豊胤

下河芳樹

前田和也

遠藤 啓 (～ H。 25)

磯田文雄 (H.26～ )

林  茂

松本豊胤

中村 仁

下河芳樹 (～ 5。 31)

宮谷昌之 (6。 1～ )

前田和也

(善通寺連絡事務所)

調査 所長     石塚徳治

係長     伊澤肇一

(金蔵寺下所遺跡担当)

主任技師 岸上康久

廣瀬常雄

大山員充

池内右典

野中寛文

薦田耕作

中本雅之

河野 裕

片桐孝浩

技師

嘱託

(善通寺連絡事務所 )

調査 所長

係長

石塚徳治 (～ 4.30)

入江 久 (5。 1～ )

伊澤肇一
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(金蔵寺下所遺跡担当)

主任技師   廣瀬常雄

技師

嘱託

薦田耕作

河野 裕 (～ 1.31)

(西碑殿遺跡担当)

主任技師   廣瀬常雄 (3.H～ )

裕河野嘱託

中本雅之

昭和60年度  (昭和60年 4月 1日 ～同年 4月 30日 )

磯田文雄総括 課長

松本豊胤主幹

(善通寺連絡事務所 )尭課長補佐  片山

                       久入江調査 所長宮谷昌之庶務 係長

                          伊澤肇一係長前田和也主事

(西碑殿遺跡担当)

廣瀬常雄主任技師

昭和61年度  (昭和61年 7月 28日 ～同年 8月 H日 )

廣瀬和孝総括 課長

松本豊胤主幹

(善通寺連絡事務所 )尭課長補佐  片山

                      久入江調査 所長宮谷昌之庶務 係長

                          伊澤肇一係長主任主事  前田和也

(西碑殿遺跡担当)

薦田耕作主任技師

三好彩_

整理業務の経緯 と経過

金蔵寺下所遺跡の整理業務は,平成 4年 4月 1日 から平成 5年 1月 31日 までの間で実施

した。調査の終了後, 7年を経過 している。それは担当の廣瀬が,昭和60年 10月 25日 から

県教育委員会の文化財保護業務の担当者として事務の仕事に携わったためであ り,ま た財

高松東道路建設に伴 う調査および高松団法人 香川県埋蔵文化財調査センター発足後は ,

-9-



空港跡地開発整備に伴う調査などを担当したためである。

西碑殿遺跡の整理業務は,平成 5年 2月 1日 から平成 5年 3月 31日 までの間で実施した。

西碑殿遺跡の調査を中心となって実施した職員が転出したため,廣瀬が担当した。

平成 4年度の整理体制は下記のとおりである。

整理体制

平成 4年度

文化行政課

課長

主幹

課長補佐

庶務係長

主事

埋蔵文化財係長

主任技師

香川県埋蔵文化財調査センター

中村 仁

菅原良弘

小原克己

宮内憲生 (～ 5。 31)

源田和幸 (6.1～ )

櫻木新士

石川恵三子

藤好史郎

國木健司

北山健一郎

所長

次長

松本豊胤

市原敏則

総務係長   土井茂樹

主任主事   斎藤政好

調査係長   廣瀬常雄

整理補助員  葛西 薫

石川ゆか り

整理作業員  長谷川郁子

猪木原美恵子

大喜多 静

陶川真由美

前田好美

加藤珠里

一 金蔵寺下所遺跡 ―

調査補助員 田村久雄,大平倫子 (2名 )

整理作業員 三谷博美 (1名 )

饗庭澄夫,浅岡さかえ,浅尾静代,朝倉ヨシ子,安部譲二,安藤英治,池上彰紀,池田敬

子,池田やよい,石原フクエ,儀渕正人,井上富喜恵,井原チエノ,今井里津子,入江正

典,岩井 ミツノ,上田延昭,上松隆文,日杵美恵子,宇野雅則,大川仁吏,大河内 稔 ,

逢坂ナツエ,大島知子,大島政則,大槻 武,大西 文,大西カネ子,大西ツヤノ,大平

国丸,岡崎愛子,小野春代,尾松 浩,貝出 トシ子,加賀清史,香川桂子,香川貞美,香
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川政行,香川幸夫,香川芳子,加嶋裕美,片桐伸尚,金崎綾子,鎌野弘幹,川 口彰敬,川

崎明美,川 田豊子,川元紀恵,川本良夫,北岡泰志,合田秀伸,古賀 ミツル,近藤 進 ,

斎藤裕美,砂古田利彰,塩崎一郎,下田順一,庄野善美,杉崎春子,杉田清枝,杉原 喬,

杉本芳雄,関 宏,高木一江,高橋清則,多賀富美夫,竹内文雄,武田正信,竹森竹好 ,

土居千也,常包寛見,中津キミ,中野夏子,中村春江,中森博義,長森正志,中山能照 ,

西尾和子,西岡福太郎,西尾桂子,西田井 栄,西村八重子,西山和巳,西山祥仁,西山

孝子,西山鶴男,西山初枝,西山政子,法兼高政,播本一市,初治ちづ子,樋 口悦子,樋

口澄枝,樋本清輝,平尾朝香,平田 寛,平田智視,平田文好,平塚フサエ,藤岡謙二 ,

堀口健児,本田雅英,前田雅昭,増田尚子,松本 勇,松本 剛,真室静枝,三崎和子 ,

峰 明秀,三野 修,三野 毅,宮武 ミノル,宮崎久一,宮武康文,宮西昌訓,宮西礼子 ,

宮本ヒサ子,官脇 トミ子,村上隆生,村上ヨシ子,元木恵子,元木正子,森江清美,森江

久子,森江ルイ子,森岡富明,森岡ミチ子,森 隆弘,矢田三好,矢原孝作,山崎喜美子 ,

山崎史朗,山路智瑞子,山田和子,山本 崇,山本敏子,山本敏裕,横川敏雄,横田アキ

ミ,横田重子,横田チエ子,横田チヨエ,横田政彦,吉田カズ子,淀谷圭二,和田優豊

(146名 )

― 西碑殿遺跡 ―

調査補助員 田村久雄 (1名 )

整理作業員 正 美和子,尾崎直美 (2名 )

饗庭澄夫,伊藤逸郎,大平政則,岡部 孝,神余 聡,亀山宇市,川本良夫,小山辰男,

近藤 進,島田義見ダ重成 操,杉原 喬,谷 口政市,中山能照,則包重徳,萩原 忠,

松本明義,宮西昌訓,森岡富明,山下 進,横川敏雄,浅尾静代,井上富喜恵,井原チエ

ノ,池田敬子,池田やよい,大西 文,岡崎愛子,金崎綾子,川 田豊子,杉崎春子,庄野

善美,高木一江,中野弘美,中津キミ,西尾桂子,西尾和子,西山政子,真室静枝,宮武

ミノル,宮西礼子,元木正子,森岡ミチ子,山崎喜美子,山路智瑞子 (45名 )

― H―



金蔵寺下所遺跡調査日誌  (抄 )

昭和58年

4月 6日 本日から調査を開始する。調査杭打

設,平板測量 (1/100)。

11日 発掘作業開始。Ⅱ区ABCDEFG
H-8列に東西方向の トレンチを設

定。

22日 重機にて表土除去開始。A-1了。

土採 りの痕跡あり。Ⅱ区A-5西了。

25日  Ⅱ区A-5了。土採 りの痕跡あり。

地山不安定。

5月 5日  Ⅱ区A-5・ 9,E-5発 掘。

9日  Ⅱ区A-9第 3層除去。E-5地下

げを認める。

H日  Ⅱ区E-9重機掘削了。

12日  Ⅱ区A-1精査。E-5東辺にSD
12を検出。黒色土器A類あり。

19日  S D12を 30cal下げる。土師器椀・小

皿出土。

23日  S D12精査。第 6層相当を掘る。土

師器・黒色土器片出土。

27日  Ⅱ区A-9 S D12写 真。E-13第 5

層相当15cm掘削。

31日  Ⅱ区A-9 S D12東 肩の確認。E―

13西側肩は確認できる。

6月 3日  Ⅱ区A-5。 9,E-13S D12精査

・掘削。

9日  Ⅱ区A-5。 17,E-9 S D12精査

・掘削。A-5木製品出土。

10日  Ⅱ区A-5 S D12掘 削。A-5木製

品出土。E-9 S R02,S D09～ H
精査。

13日  I ttA-5 S D12掘 削,S K02検 出。

E-5・ 9 S D05発掘。

14日  Ⅱ区A-5 S D12完 掘。E-5。 9

S D05精査。

15日  Ⅱ区A-5 S D12土 層検討。E-17
平面東壁写真了。

12日  I ttM・ I-9表土掘削。Q-lS
D12精査。

13日  I ttM-13, I-9表 土掘削。Q一

5 S K05発掘。 S K05写真・実測。

14日  I ttM-13・ 17, I-13表 土掘削。

Q-5 S K05精 査。

15日  I ttM-17, I-13表 土掘削。雨天

中止。Q-5 S K05実 測。

18日  I tt I-17表土掘削。I tt E-17埋

戻。

20日  I ttM・ Q-13第 3層から精査開

始。

22日  IttI oM-17第 3層 から精査開

始。

25日  I ttM・ Q-13第 3層から精査。

27日  I ttQ・ M-13精査。 I-17精 査 ,

土層実測。

29日  I tt I-17遺構掘削開始。 I-13第
3層掘削。

8月 1日  I ttM-13ト レンチ第 2層下げる。

I-17溝発掘。

3日  I ttM-17溝 の延長確認。 I-13第
3層を掘削。

H tt l ttM-17溝 状遺構精査。

22日  Ⅲ区M-l S R02精査。

9月 2日 Ⅲ区 I-l S R02第 10層精査。鉄鉢

出土。

7日  I ttQ-1・ 5 S D12精査。Ⅲ区 I

-l S R02精査。

9日  I ttQ-l S D12精 査。Ⅲ区Q-5
(S B23・ 24)柱穴発掘。

10日  Ⅲ区 I-l S R02精査 (円面硯,人

形,斎串出土)。

22日  Ⅲ区M-l S R02精査。 I ttQ-5

S D12畦除去。

26日 台風10号 のため屋外作業中止。事務

所整理,遺物整理。

22日  I ttA-5畦実測 。写真撮影了。E      10月 3日  I ttQ-9・ Ⅱ区A-9複数の溝状

-5土城墓精査。E-13精査。             遺構確認。

24日  Ⅱ区A-1全景写真了。E-5SD        17日  Ⅲ区M-l S R02-3精 査。

05精査。                    26日  Ⅲ区M-l S R02馬形出土。

27日  Ⅱ区A-9 S K02写 真了。E-5S        27日  Ⅲ区M-l S R02船形出土。

D05精査。                   31日  Ⅲ区M-l S R02精査。

7月 8日  I ttQ-l S D12精 査。Q-5SB      H月 2日  Ш ttM-l S R02-3発 掘。無遺物

23・ 24検出。Q-9。 13精査。             層にいたるb

H tt l ttM-5・ 9表土掘削。Q-lS        7日  I tt I-9精 査。

D12精査。                    9日  I tt I・ M-9溝状遺構精査。
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H tt l ttQ-9精査。

16日  I ttM「 13溝状遺構写真撮影。

18日  I tt I-17発掘。

22目  I ttQ-9溝 状遺構精査。

30日  I tt I-5発 掘。

構確認。

7日  I tt I-9・ 13全面の精査了。

8日  I tt I-9遺 構検出。 I-13遺構の

精査了。ほとんど無遺物。

12日  I tt I-9柱 穴確認 (総柱の建物遺

構)。

13日  I ttM-9溝 状遺構精査。Ⅲ区M―

l S R01精査。  ・
15日  IttI oM-17S R02確認。 I ttM

-9溝精査。

19日  I ttM-17S R02発 掘。 I tt I-9

精査。M-9柱穴精査。

23日  IttI o M-17S R02発 掘。
26日  IttI oM-17の 全景撮影。

27日  I tt I・ M-17S R02実測。

昭和59年

1月 5日  調査再開。

6日  I tt I-5精 査。M-5発掘。 I区

Q-17S R01精 査。

23日  IttI oM-9・ 13発掘。Ⅲ区M一
l S R01精査。

24日  I ttM-9。 13,Q-13精 査。 I区

M-5平面実測。

25日  I区 -13精査。M-9溝状遺構発掘。

I ttM-5。 9平面実測。

27日  I ttM-9・ 13,Q-13発 掘。 I区
I-13平面実測。

31日 積雪中止。

2月 3日  I ttM・ Q-13精査。 I ttQ-17発

掘。 I ttQ-17S R01精 査。

7日  I ttM・ Q-13精査。Ⅱ区A-17表
土除去。 I tt I-9平面実測。

9日  Ⅱ区A-17表土除去。Ⅳ区A-1表
土除去。

10日  I ttM・ Q-13精査。Ⅱ区A-17表
土除去。Ⅳ区A-1表土除去。

14日  Ⅳ区A-1表土除去。 I ttQ-17,

I ttA-17精査。

16日  Ⅳ区A-1,I ttQ-17第 4層掘削。

I tt I-5平面実測。

17日  積雪の為中止。

20日  I ttE-5平 面実測。Q-17精査。

Ⅱ区A_17,Ⅳ 区A-1精査。

22日  I ttQ-17第 5層掘削精査。Ⅱ区A
-17第 4層精査。

27日  I ttQ-17,Ⅳ 区A-1精査。

29日  I ttM=1・ 5表土除去。Ⅲ区A一

3月 1日  I ttM-1精 査。

5日  I ttQ-17,I ttA-17精 査 (SR
01の 流路確認ため,電気探査開始)。

7日  I ttQ-17,I ttA-17,Ⅳ 区A―

1精査。 I ttM-5 S K01確 認 (縄

文土器出土)。

13日  I ttQ-17,Ⅲ 区Q-1, I ttA一
17,Ⅳ区A-1精査。

14日  I ttQ-17,Ⅲ 区Q-1,I ttA―
17,Ⅳ 区A-1発掘。

22日  年度末のため現場の環境整備を行

い,事務所を一時閉鎖 (電気探査

終了)。

4月 4日  調査再会。 I ttQ-17,Ⅲ 区Q-1
発掘。

10日  I ttM-5東部拡張 (建物遺構確

認)。

16日  I ttQ-17S R01精 査。

18日  I ttM・ Q-13・ 17精査。Ⅲ区M一

l S R01精査。

23日  I tt I-5,M-9。 13精査。 I区

Q-17(S R01と S R02)精 査。

26日  I ttQ-13溝 状遺構精査。 I ttM一

13精査。

27日  I tt I-5,M-9・ 13精査。SR
01北岸調査。

5月 1日  I tt I-5,M-9。 13精査。

7日  I ttQ-17調 査再会。

8日  I ttQ-17S R01精 査 (斎串 3本出

土)。

9日  I ttQ-17S R01精 査 (斎串 2本出

土)。

10日  I ttQ-17S R01精 査 (人形・船形

出土)。

H tt l ttQ-17S R01精 査 (斎串・草軽

出土)。

14日  Ⅱ区A-17第 4層精査。 I tt I-5

北側断ち割 り。

15日  Ⅳ区A-1精査。 I ttM-13溝状遺

構精査。

17日  Ⅱ区A-1溝状遺構精査。

12月 1日  I tt I-9第 3層除去,第 4層で遺       .  1,I ttA-17精 査。
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19日  I ttQ-17S R01精 査。                13, I-13遺 構実測。

6月    I ttQ-17精査。Ⅳ区M-1・ 5精        10日  Ⅱ区A-13溝状遺構発掘。

査。                      13日  I ttA・ E・ I-13実測。 I ttA一

4日  Ⅱ区 I-17掘削。 I ttQ-17川 床粘           .13南 壁実測。

土掘削。 I tt I・ M-5溝掘削。         20日  I ttE-9・ 13礫層の掘削。

5日  I ttQ-17S R01川 床粘土掘削 (斎        27日  Ⅲ区Q-1鉄製鐙。

串 3本出土)。                10月 1日  Ⅳ区A-13表土掘削。

'6日  I ttQ-17S R01川 床粘土掘削 (斎        2日  Ⅳ区M・ Q-13S R01精 査 (2本の

串 2本出土)。                     流路確認)。

7日  Ⅳ区 I-5 S R01完掘。 I ttQ-17        6日  V ttA-13,Ⅳ 区M・ Q-13東・南

S R01川 床粘土掘削。                 壁写真。

H日  Ⅳ区E・ I-5表土除去。 I ttQ-        8日  航空写真撮影のため I区掃除 (畦除

17S R01下げる。                 ,去 ・ビット掘削)。

16日  Ⅳ区E-1南壁実測。              12日  航空写真撮影。

22日  I tt I-5,M-9溝精査。Ⅳ区S        25日  I ttE-5自 然河川跡確認。

R01精査。                 H月 9日  I ttE-13溝 状遺構発掘。

24日  I tt I-9溝 状遺構精査。Ⅳ区A-        12日  I ttE・ I-13精査。溝状遺構と自

l S R02完掘。                    然河川跡確認。

27日  I tt I-9溝 状遺構精査。Ⅱ区A-        20日  I tt E-9・ 13溝状遺構と自然河川

_17S R02完 掘。                    跡精査。

7月 2日  I tt E-13掘削。植林のため遺構は        27日  I区西半分の溝状遺構と自然河川跡

稀薄である。                     全景写真撮影。

6日  Ⅱ区A-13・ 17,E-17発掘。 I区        28日  I ttQ-13・ 17,M-13の 精査・土

M-9溝状遺構精査。                 層検討。

12日  Ⅱ区A-13発掘。 I ttM-9溝状遺        30日  I ttQ-17の 溝状遺構発掘。

構精査。                  12月 3日  I区西半分第 2遺構面まで掘削。

23日  Ⅱ区A-17S‐R01精査。              5日  I ttQ-17溝 状遺構の精査。

24日  Ⅱ区A-17S R01精 査。           ヽ 6日  I ttQ-17S R01以 外の遺構完掘 ,

30日  Ⅱ区A-13遺構発掘。Ⅳ区A-lS           写真撮影。

R02発掘。                   7日  I tt E・ I-13弥生土器包含層除

8月 1日  Ⅳ区E-l S R01精 査。                去。Q-13精査。

7日  Ⅱ区A-13溝状遺構発掘。Ⅳ区 I-        10日  I区西半分 S R01発掘。 I ttQ-17

5平面実測。                      S R01発 掘。

8日  Ⅳ区E-1精査 (S R01の 岸確認)。        12日  I ttE-5。 9発掘。

9日  Ⅱ区A-13溝状遺構発掘。Ⅳ区 I-        13日  I区西半分 S R02発掘。 I ttQ-17

1発掘。                        S R01掘 削。

10日  Ⅱ区A・ E-13・ 17全景写真撮影。        20日  I ttQ-17S R02完 掘。

16日  I ttA-13第 3層発掘。Ⅱ区A-17        27日  現場事務所一時閉鎖。

平面実測。               昭和60年

17日  I ttA-13精 査。A-9発掘。         1月 7日  調査再開。 I tt E-13S R01発掘。

20日  I ttA-9・ 13第 3層精査 (柱穴多        8日  I tt E-13S R01発 掘。 I ttM-13

数確認)。                       溝状遺構発掘。

22日  I ttA-9精 査,E-9精 査。Ⅳ区        10日  IttI oM-13溝 状遺構 (弥生前期)

A-1平面実測。排水。                精査。
.24日

 I ttE-13第 3層発掘。Ⅳ区E-l        H tt l tt I・ M-13溝 ・ビット発掘。

平面実測。                   14日  I ttM-13第 5層の精査。

28日  I ttA・ E-5第 3層柱穴確認。         22日  I ttM・ Q-13溝状遺構の精査。

9月 3日  I ttA-5。 9・ 13,E-5・ 9・        31日  I ttM・ Q-13溝状遺構の精査。
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2月 4日  I ttM・ Q-13の精査。溝状遺構精        18日  I ttM-9土 層実測。Ⅱ区埋め戻し。

査。                      20日  I ttM-5土 層図作成・確認 。図面

8日  Ⅱ区A-9南壁土層除確認。              整理。埋め戻し。

12日  I ttA・ E-13・ 17土層図作成・確        25日  I区各平面図確認。 I ttM-5土層

認 。図面整理。                    図確認。

14日  I tt I・ M・ E-5土層図作成・確        27日  坂出で打ち合せ。 I ttM-5。 9溝

認 。図面整理。埋め戻し。               状遺構精査,蛸壷出土。

15日  I tt I・ M-5土層図作成・確認・       28日  I ttM-5溝 状遺構の精査。 2階の

図面整理。埋め戻し。                 遺物・資財搬出。調査終了。

16日 埋め戻し。

西碑殿遺跡調査日誌  (抄 )

昭和60年                           25日  V区平面実測。

(第 1次調査)                       26日  V区精査。柱穴掘下げ。

2月 4日 調査に着手。                  28日  Ⅵ区平面実測。

5日  表土除去。                (第 2次調査)

6日  I区精査。                  7月 28日  Ⅳ区の調査に着手 (杭打ち。表土除
7日  建物遺構01・ 02確認。                 去)。

12日  Ⅱ区精査 (ビ ット群検出)。 Ⅲ区精        30日  Ⅳ区精査 (土層実測)。

査 (ピ ット群検出)。               31日  Ⅳ区精査。

13日  Ⅱ区精査 (精査・写真撮影)。 Ⅲ区      8月 4日  Ⅳ区精査 (遺構掘削・土層実測)。

精査 (精査・写真撮影)。             5日  Ⅳ区精査平面実測。

18日                         6日  全景写真撮影 (東 ・南から)。

3月 4日  Ⅳ区精査。                    7日  柱穴土層図。遺物取 り上げ。

5日  I・ I区平面実測。                8日  レベル記入。遺物取 り上げ。

8日  Ⅲ区平面実測。                 H日  Ⅳ区 S P484土器出土状態実測・遺

H日 Ⅲ区平面実測。                    物取 り上げ。調査現場を撤収。

18日  V区精査。                   12日  公団・企業体立合のもと,調査区の

19日  Ⅵ区精査。                      引渡しをする。

22日  V区精査。柱穴確認。
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第 2章 遺跡の立地と環境

第 l節 地理的環境

香川県の中央部から西にひろがる丸亀平野は,土器川・金倉川・弘田川などの大小河川

の長期にわたる氾濫・堆積作用によって形成された沖積平野とされてきた。しかし,昭和

63年に実施した丸亀市の三条黒島遺跡の調査で,表土下約70セ ンチのところで旧石器の接

合資料を検出し,ま た郡家大林上遺跡や郡家一里屋遺跡ではAT火山灰の純粋層が確認さ

れた。これらのことから,土器川と金倉川に挟まれた範囲を中心とした地域の成 り立ちに

ついては再検討が必要となってきている。

金蔵寺下所遺跡は丸亀平野の北西部,善通寺市金蔵寺町下所に所在し,金倉川の西岸に

営まれている。その標高は20～ 22メ ートルであり,南から北にわずかに下がる微高地地形

を呈している。金蔵寺下所遺跡は,金倉川の流れと密接な関係をもっており,遺跡範囲の

中でその旧流路の一つと推定できるものが確認できた。金倉川は,阿讃山脈のふもとにあ

る満濃池にいま源流をもち,北に流れ出て丸亀平野にいたり,丸亀市の西部,中津町で瀬

戸内海に流れ込む。

西碑殿遺跡は丸亀平野の西辺部にあたる,善通寺市碑殿町に所在する。丸亀平野とその

西側の三野町 。高瀬町に広がる小さな平野との間には,こ れを分けるかのように火上山の

山塊と弥谷山の山塊が南北に対峙している。この二つの山並みが作 り出す峠は,鳥坂峠と

呼ばれ,い ささか急勾配な峠である。西碑殿遺跡は,こ の峠の東側のふもとで,弥谷山の

山塊の南山麓に位置している。標高34～ 39m程度の扇状地と思われる場所であり,西から

東に向かってなだらかに傾斜している。東方約300mに矢ノ塚遺跡がある。

第 2節 歴史的環境

丸亀平野では,三井遺跡 (多度津町三井周辺),五条遺跡 (善通寺市原田町周辺),中の

池遺跡 (丸亀市金倉町周辺)な どの弥生時代前期の土器を出土する遺跡がはやくから知ら

れており,内陸部における旧石器・縄文時代の実態がいま一つ明確ではない香川県におい
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ては,比較的はやくから人々の生活が始まった地域の一つとして考えられてきた。しかし,

昭和57年度末から実施してきた四国横断自動車道建設に伴う発掘調査によって,新たに旧

石器・縄文時代の遺物を出土する遺跡が知られるようになってきた。丸亀市の三条黒島遺

跡の調査では,翼状剥片石核や翼状祭J片などの接合資料からなる旧石器群が原位置を保っ

て出土し,ま た同市郡家田代遺跡の調査では,ナイフ形石器などがまとまって出土してい

る。善通寺市の永井遺跡の調査では縄文時代後・晩期の土器が多量に出土している。明確

な遺構はないものの,大規模な流路の底に杭を打ち込んで流れを制御する遺構が確認でき

ている。またこれら以外にも,金蔵寺下所遺跡の調査をはじめ四国横断自動車道建設に伴

い実施した発掘調査で,明確な遺構には伴わないものの,旧石器や縄文土器が多くの遺跡

で確認され出してきており,弥生時代以前の同地域の様相も資料の増加を待って再検討し

なければならないだろう。

弥生時代の遺跡は,前期から後期の全時期を通して広く営まれている。前期には,善通

寺市の甲山北遺跡 。三井遺跡 。稲木遺跡,丸亀市の三条番ノ原遺跡・三条黒島遺跡などが

この平野に営まれている。中期には,善通寺市の矢ノ塚遺跡や今回報告する同市西碑殿遺

跡が平野西方の天霧山の麓に営まれる。後期の遺跡としては,丸亀市の三条番ノ原遺跡 。

群家原遺跡,善通寺市の旧練兵場遺跡 。稲木遺跡などが営まれる。いずれにしても,こ の

沖積平野と密接に関連した遺跡が広範囲にわたって認められるのが状況である。弥生時代

を代表する遺物である青銅器が集中して出土しているのも,こ の地域の特徴の一つである。

我拝師山の北斜面で銅鐸・銅剣が,南側で銅鐸 。銅剣・銅鉾が出土している。

古墳時代のこの地域は,香川県の古墳集中地域の一つであり,平野奥部の山麓を中心と

して400基程度の古墳が数えられている。平野奥部の磨日山から池下にいたる約 2キ ロに

は,磨臼山古墳・鶴ケ峯 1号墳 。同 2号墳・丸山古墳 。王墓山古墳 。菊塚古墳などの 6基

以上の前方後円墳が近接して直線上に築造されている。これらは古墳時代の前期末から後

期の中頃までにわたって築かれたと思われ,ま とまった古墳群として注目される。古墳時

代前期のこの地域の特徴の一つは,海抜約400メ ートルの高地に築かれた野田院古墳をは

じめ,椀貸塚古墳 。経塚古墳・丸山 1号墳 。同 2号墳 。大窪古墳などの積石塚が大麻山山

腹から東麓部にかけて築造されることである。県内で積石塚が集中して築造されるのは,

高松平野の西辺部と坂出平野の東辺部,それに津田湾の一部である。積石塚の発生要因は

いま一つ明確ではないが,平野中央部の稲木遺跡で確認されている弥生時代後期後半を中

心とした時期の集石墓群にも注意すべきである。古墳時代後期の古墳にも注目すべきもの
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が平野奥部や大麻山山麓部に認められる。善通寺市善通寺町にある前方後円墳の王墓山古

墳は,横穴式石室を埋葬施設としており,金銅製の冠帽をはじめ優れた馬具や武具類を副

葬していた。また大麻山山麓には,夫婦岩・岡古墳群などの10基単位程度の群集墳が数多

く築造されており,こ れらも旧練兵場遺跡を中心として平野部に営まれた集落遺跡との関

連で考えられるだろう。

歴史時代のこの地域は,平安時代にまとめられた『延喜式』・、『倭名類衆抄』によると

那珂郡と多度郡とに分かれ,那珂郡は員野・良野・子松 。高篠 。櫛無・垂水・喜徳・郡家

・柳原 。金倉 。智多の十一郷,多度郡は生野・良田・葛原 。三井・吉原・弘田・仲村の七

郷に分かれていたとされる。また,古代の文化や政治に重要な役割を担った幹線道路であ

る南海道には,引田・松本・三渓 。河内 。甕井・杵田に騨が置かれたとされている。「河

内」は,現在の坂出市の府中近辺に,ま た「甕井」は多度津町三井近辺に比定されること

が多い。いずれにしても南海道は,こ の平野を東西に横切ることになり,肥沃な水田を背

景として繁栄した地帯であったのだろう。古代豪族と密接な関係をもつ古代寺院も仲村廃

寺 (伝導寺跡)や善通寺などがこの地域に建立される。
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第 3章 金蔵寺下所遺跡調査の成果

第 1節  調査の概要

今回の調査で確認 した遺構・遺物は,遺構から遊離 して包含層に混 じっていた旧石器時

代の遺物を別にすれば,縄文時代からのものである。以下,各区ごとに概要を説明する。

I区の調査

I区は調査地の北西部にあたる。おおむね91× 97mの範囲で調査を実施 したが,その北

部で掘立柱建物遺構や溝状遺構,土坑,土療墓, ピットなどの遺構を検出し,縄文土器や

弥生土器,土師器,須恵器,石器,金属器などが出土 している。南部では,自 然河川跡を

検出した。この河川跡は西辺部に流れ込むようである。弥生土器,土師器,須恵器,木製

品などが出土 している。

縄文時代の遺構 としては,M-5で 土坑を 1基検出している。その他には,こ の時代の

遺構は認められないが,金蔵寺下所遺跡の大部分の遺構面を形成するベースの土層には ,

縄文土器の破片が少量であるが含まれている。

弥生時代の遺構 としては,Q-17か ら I-17に 向かって東西に流れ, I-17で北に流れ

をとり,E-5に いたる自然河川跡を検出した。また, I・ M-13で溝状遺構を 1条検出

している。

歴史時代の遺構としては,31棟の掘立柱建物遺構を検出した。

建物遺構のうち,柱穴掘形の平面形の違いで区分すれば,方形の柱穴掘形をもつものが

22棟,円形の柱穴掘形をもつものが 9棟である。さらに,方形の柱穴掘形をもつ建物遺構

を建物主軸の方位で区分すれば,① N-90° 一Wあるいは,それに直交する主軸方位をも

つものが 5棟,② N-54° 一Eの主軸方位をもつものが 2棟,③N-8° ―Wの主軸方位や

それと直交する主軸方位をもつものが2棟,④ N-82・ ―Wの主軸方位やそれと直交する

主軸方位をもつものが4棟,⑤ N-79° 一Wの主軸方位をもつものが 1棟,⑥ N-30° 一W

の主軸方位やそれと直交する主軸方位をもつものが8棟である。 I区の調査地のほぼ全域
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にわたって検出したこの建物遺構に,かたまりとしての群を求めるならば,①の主軸方位

をもつ建物遺構は, I-9に 2棟が並び,約 19m西のA・ E-5に 1棟ある。③の主軸方

位をもつ建物遺構は, IoM-9を中心とした範囲に約 3mの距離をへだてて 2棟が並ん

でいる。④の主軸方位をもつ建物遺構は,A・ E-9を中心とした範囲に 3棟が近接して

並び,約 12m離れたE-5に総柱の建物遺構が 1棟ある。⑥の主軸方位をもつ遺構がM一

5。 9を中心とした範囲に 5棟が集中しそうであり,その中には総柱の建物遺構が 1棟含

まれる。また,約 17m西方の I-9で 3棟がかたまって認められる。②と⑤の主軸方位を

もつものについては,顕著な集中の傾向が認められない。これらについては,奈良時代か

ら平安時代にかけての時期を中心とした時期の遺構と考えられる。

円形の柱穴掘形をもつものは,上記⑥の建物遺構群と同じように,いずれもN-30° ―

Wの主軸方位やそれと直交する主軸方位をもっており,明 らかに当時の地割 りと考えられ

るものに規制されていると思われる。この柱穴掘形をもつ建物遺構の集中を求めることは,

無理がありそうであり,む しろ IoM-13か らM・ Q-9にいたる横の並列を考えた方が

良さそうである。 I-5に東柱をもち,廂をともなうと考えられる建物遺構が 1棟だけ離

れた状態で位置する。これらについては,鎌倉時代以後の遺構と考えられる。

溝状遺構は,E-17か らE-5にかけて,最大幅5。 2m,深さ2。 3mの大規模な溝状遺構

を 1条検出した。また,Ⅱ 区A-9か らI ttQ-13に かけてでは,前述したN-30° 一W

と直交する主軸方位をもちながら東西に流れ,Q-13で急におおむね90° 北に流れをかえ

る6条以上の溝状遺構を検出している。これらの溝状遺構は,I ttA-9か らI ttQ-13

にかけては15m以内の幅のなかで,Q-13か らI-5にかけては10m以内の幅のなかで,

並走して穿たれており,ま た⑥の主軸方位をもつ建物遺構群を避けて設けられているよう

である。さらに,円形の柱穴掘形をもつ建物遺構のうち 1棟が,こ の溝状遺構の埋没後に

建てられており,その前後関係が判断できる。

Q-17の調査区で検出した遺構は,弥生時代とそれ以後の自然河川跡や複数の溝状遺構

であるが,こ れらの遺構は極めて複雑に錯綜した状態で検出している。Ⅲ区で説明する木

製模造品をはじめとする多くの遺物も,こ の部分に近接した河川跡から検出したものであ

る。長期にわたって,こ の部分から水の取 り入れが行われたことが考えられる。

なお,遺構を検出した面の上層からは,少量であるが旧石器,縄文土器,弥生土器それ

に土師器,須恵器,陶磁器が出土している。旧石器はナイフ型石器や横長余J片石核であり,

縄文土器はいずれも晩期のものである。弥生土器は,前期と後期の土器である。
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Ⅱ区の調査

Ⅱ区は調査地の北東部にあたる。おおむね91× 40mの範囲で調査を実施したが,大規模

な溝状遺構を確認している。土師器,黒色土器,瓦器,須恵器などが出土している。この

溝状遺構は,調査地の東辺部にあたるⅡ区Q-5か ら検出し,不規則な蛇行をしながらA

-5よ りI ttQ-1に向かって一直線に穿たれている。またその主軸方位は,N-30° ―

Wに近いものである。最大幅は10mを こす。出土遺物から平安時代後半まで機能していた

遺構と考えられる。この溝状遺構に破壊された状態で, I ttQ-17か らⅡ区E-5に向か

って流れをもつ溝状遺構を 1条検出している。

Ⅱ区AoE-13・ 17の約30× 40mの範囲では,昭和40年 ごろに瓦生産に伴う粘土の採取

が行われたらしく,こ の調査区の遺構面の大部分は大きく破壊されていた。そのため,比

較的大規模な溝状遺構であるS D05。 08・ 09。 12な どの底部分が遺存していた程度であ

る。

なお,遺構を検出した面の上層からは,少量であるが弥生土器それに土師器,須恵器 ,

陶磁器が出土している。

Ⅲ区の調査

Ⅲ区は調査地の南西部にあたる。20× 40mの範囲で調査を実施した。検出した遺構は,

自然河川跡であり,土師器,須恵器,金属器,木製品などが出土している。 I-1か らQ

-1にかけて,最大幅29m,深さ2.8mの 自然河川を検出した。この河川跡の北岸の一部

は, I区の17列でも検出している。下層から木製模造品や斎串が出土している。この河川

跡の北岸は,前述した I区の掘立柱建物群をはじめとする遺構が設けられていた安定した

微高地であるが,南岸は礫の堆積が著しい。崩壊の危険があったために,充分に掘削して

調査をできなかったが,約 2mの深さで礫層がつづいている。この礫層上面から壷鐙が出

土している。

Ⅳ区 。V区の調査

Ⅳ区・V区は調査地の南東部にあたる。80× 120mの範囲で調査を実施した。検出した

遺構は,自然河川と溝状遺構である。調査地の南辺部であるⅣ区Q-13で 自然河川跡を検

出しているが,流れの中央部に中洲状に礫が盛 り上がった部分がつづく流路であるため,

2本の河川のように見える。この範囲では,ほ とんど遺物を伴わない。北北西に流路をも

って流れているが,A・ E-1付近で北側に分岐してもう1本の流れを検出している。こ

れは,前述した I区の南辺部で検出している弥生時代の自然河川跡の上流である。この部
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分で本来あった弥生時代の自然河川の流れと,それ以後の流れが複雑に錯綜し,遺構の配

置状態を不明瞭なものにしている。さらに,中洲状の盛 り上がりのために 2本の河川のように

見えたこの河川跡はA-1で合流し,そ のままⅢ区で検出した自然河川跡につづいていく。

Ⅳ区・V区は遺構,遺物ともに稀薄な状態であった。

第 2節 土 層 序

金蔵寺下所遺跡は金倉川の西岸に営まれた遺跡であり,調査着手時には調査対象地のほ

ぼ全域が水田に開墾されていた。東西の最大幅220m,南北の最大幅170mの 調査である。

地表面の標高は南部で22。 3m,北部で21.7m程度であり,南から北に向かって緩やかに傾

斜している。東側は急激に段差をもって落ち込んでおり,直近には前述した2級河川の金

倉川が北に向かって流れている。以下,土層序の説明をするが,東西方向の土層は, I区

9列 とⅡ区 9列の土層図 (第 6。 7・ 8図 )で ,南北方向を I ttM列 とⅢ区M列の土層図

(第 9。 10。 H図 )で,それぞれ示した。

I区 。Ⅱ区

広範囲な調査区であるため部分的には異なった り,ま た南辺部では自然河川 S R01と 02

の影響で大きな違いがあるが,基本的には第 1層 一暗灰色粘質土層,第 2層 一赤褐色粘質

土層 (灰茶色粘質土層),第 3層 一明黄灰色粘質土層 (灰黄色粘質土層),第 4層 一明黄色粘

質土層となっている。第 1層 ,第 2層は現在の水田に伴 う耕作土と床土層である。第 4層

はいわゆる地山と考えたものであ り,大部分の遺構が検出できた土層である。ただし,こ

の土層と基本的には同一の土色・土質であるが,褐色粒を含む土層が部分的に認められる。

この土層に縄文土器が含まれる。水田耕作に伴 う第 1層 。第 2層の下に,厚 さ10cm程度の

明黄灰色粘質土層が部分的にあ り,こ の土には弥生土器から中世の陶磁器までを包含 して

いる。

I区のH-9ポ イント付近から西方には現在の用水路と農道が敷設されていたため,約

8mの幅で発掘調査を実施できなかったが,西に向って段差をもって落ちているようであ

る。 I ttB-9ポ イント付近の地表面の標高は,21.5m前後である。この付近では,地山

と考えた明黄色粘質土層の上に,暗 (灰)紫色粘質土が部分的に堆積する。

F-9と H-9ポ イント地山面の比高差は80cm程度ある。

Ⅱ区D-9ポ イント付近から東に向って下ってお り,現在の金倉川にいたるようである。
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Ⅱ区D-9ポ イント付近の地表面の標高は,21.3m前後である。

Ⅲ区・Ⅳ区・V区

I区の南辺部に現在の用水路と農道が敷設されていたため,約 7mの幅で発掘調査を実

施できなかったが,こ の部分で I区 とⅢ区,北 と南の堆積状況が大きく変わるようである。

弥生時代後期ごろまでと古代末ごろまでの 2本の自然河川が,こ の部分で東西に流れてい

たようである。前述の第 4層の明黄色粘質土層が旧河道の北岸となり,その南方のⅢ区M

-4ポイント付近で新たに礫層が認められ,旧河道の南岸となっている。この礫層につい

ては,崩壊などの危険があるために充分な調査を実施できなかったが,深 さ2m程度は堆

積している。

Ⅳ区・V区の東辺部には,第 4層の明黄色粘質土層が基本的には認められ,こ の部分に

回り込んでいる。その土層を岸として,弥生時代後期ごろまでと古代末ごろまでの 2本の

自然河川が確認できた。西辺部には,Ⅲ区の南で認められた礫層がやや砂粒を多く含んだ

状態で堆積し,古代末ごろまでの自然河川の西岸となっている。

第 3節 遺構 と遺物

金蔵寺下所遺跡の調査は,17,000イ を対象地として実施した。

検出した遺構は,掘立柱建物遺構,柵列状遺構,溝状遺構,土坑,土墳墓,ビ ット,

それに自然河川跡などである。これらは表土の直下約40～ 80cIIlで確認できた。以下 ,

時代ごとに説明する。

縄文時代

土坑

S K01(第 12・ 13図 ,図版第 7・

72 ・ 73)

I ttM-5で検出した。西側に用

水路があったため,完掘できなかっ

たが長径520cm以上,短径240cmの規

模で長円形を呈 している。深さは ,

約30clnを検出した。土坑の南部で ,

底に接 して縄文土器,石器が出土 し

ている。土坑内に堆積する上のうち,

糧漱琴強い1炭
が混じる |

第 12図  S K01実測図

下層の土には炭が混 じっている。
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第 i3図  S K01出 土遺物実測図

出土 した土器は非常にもろい状態になっているが, 2点を図化 した。 1は深鉢である。

外面頸部に貝殻条痕を残す。 2は深鉢である。内面の口縁端部 と外面の頸部下端に半裁竹

管文を施す。石器が 2点出土 している。 3はサヌカイ ト製の打製石斧の基部である。 4は

サヌカイ ト製の打製石斧の刃部である。
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弥生時代

自然河川

S R01(第 14～ 17図,図版第 8・ 39～ 41・ 73～ 76)

Ⅳ区A・ E-1,Ⅱ 区A-17, I ttQoM・ HoE-17,E-13,A・ E-9,A・ E-5の

各グリッドで検出した自然河川跡である。大きく蛇行しながら,本遺跡の遺構群が集中す

る微高地の南と西側を取 り巻くようにして,南から北に向って流れていたと考えられる。

第14図で示すとおり, I ttA・ E-9付近では上端幅約650cm,深 さ約151cmの規模で,断

面形はV字形を呈している。また,Ⅳ区A・ E-1付近では上端幅約1780clll,深 さ約H7cm

の規模で断面形は大きなU字形を呈している。総延長約155mにわたって検出しているが,

上流にあたるⅣ区A・ E-1で川底のレベルは20。 2mであり,下流にあたる I ttA・ Eでは

19。 8mであった。ⅣoⅢ 区では,その左岸は礫が堆積して岸となっているが,同時期の遺

構は検出できなかった。

なお,Ⅳ区A・ E-1以北の流路についてS R01と 呼称しているが,本来は後述するS

R02の上流部分であるⅣ区Q-13付近にも流路があったと考えられる。

灰茶色粘土層

借戻詈量茎蒼
層

lli::::::::|::li:|

れ磨萎詈籍圭橿  li:
111111   1m

灰 白色粘土層
暗灰白色粘土層
暗灰色粘土層

第14図  I tt E― 17南壁土層実測図

出土している遺物は,弥生土器と石器である。 I ttQ-17で出土している。

5は弥生土器壷である。胴部下半は欠失している。口縁部には 2条の凹線文が認められ

る。胴部上半には丁寧な刷毛目が,下半にはヘラ磨きが認められる。 6は弥生土器壷の口

縁部である。日縁端部に 2条の凹線文が認められる。 7は弥生土器壷である。大きく外反

する口頸部をもつが摩滅が著しいため,調整は判断できない。日縁端部はつまみ上げるよ

うにおさめている。 8は弥生土器甕である。胴部上半に叩き目を残す。H。 12は弥生土器

高杯である。三方向に透かし孔をもつ。出土した弥生土器には型式差があり,こ のことは

この自然河川の存続時期をあらわすのだろう。

石器はいずれもサヌカイ トを素材としたものである。25は石鏃である。26は両縁辺部に

調整を加えた打製の石庖丁である。29は石匙である。27・ 28・ 30。 31は スクレイパーである。

24は打製石斧である。22は打製石斧の刃部,23は打製石斧の基部である。
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第i5図  S ROI出 土遺物実測図 (|)
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第 16図  S ROI出 土遺物実測図 (2)

-34-



徒_魃
⌒      25

ハ

ーー

Ч

ハ
洲
Ｖ

||||||l cm

第17図  S R01出 土遺物実測図 (3)
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溝状遺構

S DO!(第 18図 ,図版第41・ 80)

I ttM-13か らI tt I-13に かけての第 3層 で,総延長13mを検出した。幅約120cIIl,

深さ約12cmの 規模で,弧状を呈して穿たれている。南約10mに S R01自 然河川が流れてい

たと考えられるが,周辺にはそれ以外に同時期の遺構は認められない。

弥生土器と石器が出土している。32は甕である。H条のヘラ描きの沈線文と円形浮文が

認められる。33は甕である。器壁外面は摩滅しているが, 7条以上のヘラ描きの沈線文が

残 り,焼成後に施された穿孔が認められる。34は先端部を欠失しているが,サ ヌカイ トを

素材とした石鏃である。35はサヌカイ トを素材としたスクレイパーである。

'′   32

癸Ｈ釉

⇔

0               5

1,1 1 1 1 1cm

0                 10

1.|||||  l cm

第18図  S D01出 土遺物実測図

歴史時代

自然河川

S R02(第 19～34図 ,図版第 9～ 17・ 41～ 61)

I・ Ⅱ区の17列 とⅢ oⅣ区の 1列およびV区のA・ B列にかけて検出した自然河川跡で

ある。最大幅約15m,深 さ約 3mの規模である。大きく彎曲しながら流下しており,総延

長195mにわたって検出した。検出した最南端は調査地の南端部にあたるV ttA-13で あ
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り,その箇所から北西方向 (N50° W)にながれ,Ⅳ区E-1周辺で東西方向の流路とな

り,西辺部のI ttA-17・ Ⅲ区A-1にいたって,ふたたび北西方向に流れ, I ttA-9

付近で調査区の外に流れ出ている。検出したなかで最上流部にあたるⅣ区の13列付近では

2本の流路となっているが,Ⅳ 区A-1で合流する。

この川の北岸は安定した粘土であるが,南岸は礫である。 I・ Ⅲ区のQ列付近では,下

層に黒色化した粘土層が幅約10m,厚 さlmにわたって堆積しており,上層には礫層が認

められるが,40m西方の I・ Ⅲ区 I列では粘土層は幅約 2m,厚さ約30clllと なっている。

わずか40mの 間にみられる土層の大きな変化は,こ の自然河川が度重なって増水・氾濫を

繰 り返し,そのたびに変化していたためと考えられる。

S R02は長時間にわたる自然河川跡で

あるが,Ⅲ区 IoM-1付 近の状況を例

にとって説明すると,三時期の流路を確

認したことになる。最も古い流路 (第 I

期流路)は ,川底である礫の上に暗灰色

粘砂質土層が堆積している。この土層の

最大幅は約10m,最深部は 2mを こえる

(Ⅲ 区M-1と M-5を結ぶ線のすぐ東

側にあたる)。 最深部より西側に向って

粘土の幅は狭くなり,厚 さも徐々に薄く

なる。Ⅲ区M-1西壁では幅約 2m,厚

さ約30cmと なる。すなわち,第 I期流路

は東側から西側に向って狭まり,川底も

だんだんと浅くなっている。その後,暗

灰色粘砂質土層の上に, I ttQ-1と M

-1を結ぶ線の南側に,厚さ30cm程度で

新たに礫層が堆積する (こ の礫層はM―

1か らM-2の範囲で最も厚く堆積して 第 !9図  S R02変遷図

いる)。 この礫層を南側の岸とする流路が第Ⅱ期の流路である。第Ⅱ期の流路の川底には

暗灰色粘土層が堆積する。第Ⅱ期の流路の岸の礫層および暗灰色粘土層の南側を侵食して

第Ⅲ期の流路が認められる。赤褐色化 (酸化)した礫の広がりが第Ⅲ期の川底である。第Ⅲ
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期の流路は,おそらくM-1か らM-2にかけて堆積する分厚い礫層のために南側に大き

く流れを変えたと思われる。

S R02か ら出土した遺物はⅢ区M-1か らQ-1にいたる40mの 間に集中している。そ

れは,前述したⅢ区M-1か らM-2にかけて堆積する分厚い礫層のために,それより東

の部分が澱みの状態であったためと考えられる。土師器,須恵器,木器,木製模造品それ

に蛸壷や土錘などの漁携具,それに川岸から壷鐙が出土している。

なお,出土遺物の大半が I期流路とⅡ期流路からのものであり,Ⅲ期流路からの遺物の

出土は皆無に近い。以下説明する。

(第 I期流路出土の遺物)

土器

36～ 43は土師器甕である。いずれも同じような調整痕をもつ。胴部の器壁外面には,42

以外は縦方向の粗い刷毛目が残 り, 日縁部内面にも横か斜め方向の同じ・ような粗い刷毛目

が認められる。胴部内面には指頭痕が残る。口縁部は水平の方向におさめることを基本と

している。42は器壁外面と口縁部内面に細かい刷毛目を残す。

44～ 49は赤色顔料を塗布した土師器である。44は皿で,焼成はやや不良であるが器壁内

外面に赤色顔料を塗布している。45は杯で器壁内外面に赤色顔料を塗布している。46は器

壁内外面に丹念にナデを施したのち,赤色顔料を塗布している。口縁端部に 1条の沈線文

をめぐらす。47は 口縁部直下に 1条の沈線文を施し,内面の立ち上が りに丁寧な放射状の

暗文が残る。器壁内外面に赤色顔料を塗布している。48は小片であるが, 日縁部に 1条の

沈線文を施し,内面の立ち上が りに丁寧な放射状の暗文が残る。49も 小片であるが,器壁

内外面に横方向の暗文が残る。内外面に赤色顔料を塗布している。

50は土鍋である。薄い半球形の体部と強く張 り出した厚手の口縁部をもつ。体部と口縁

部内面に刷毛目が認められる。

51は小型の壷である。器壁の内外面に煤が付着している。体部の最大径は,ほぼ中央に

ある。頸部はやや外反しながら立ち上がる。頸部内面と体部外面は比較的細かいハケで調

整されている。

52～ 57は蛸壷である。 6点を図化したが,素焼きの土製品で茶褐色を呈している。捏ね

で釣鐘形に仕上げており,内外両面ともに指頭痕が見られる。飯蛸壷である。

58～ 60は土錘である。 3点を図化したが,素焼きの小型管状土錘である。
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第20図  S R02出土遺物実測図 (l)
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61は粗製の甕で,小型品である。胴部下半に最大径があると考えられる。器壁外面には,

比較的細かい縦方向の刷毛目が認められ,内外面ともに指頭痕が残る。

62～ 79は須恵器杯である。62・ 63はつまみ部が遺存する杯蓋である。日縁端部は強く折

り曲げている。66は高い器高をもつ杯蓋である。日縁端部を深く折 り曲げている。全体に

ナデにより仕上げている。70～ 79は高台付杯である。70～ 77は底部の外周近くに,外に踏

み出す高台を貼 りつけている。身の立ち上が りは斜目やや上方になる。78・ 79は底部の外

周からやや内側に,下方に伸びる高台を貼 りつけている。身の立ち上が りは,鋭角に上方

に向っている。

80は須恵器高杯の脚部の破片である。ラッパ状に開く脚端部は,鋭 く作 り出している。

81は 口縁部の一部を折 り曲げて片口を作 り出した須恵器鉢である。胎土中に l llllll以 下の

微砂粒を含み,他の須恵器と比較して粗い作 りが認められる。体部内外面はともにナデに

よる調整を施し,内面には指頭痕が著しく残る。底部の仕上げは内外面ともに粗雑である。

最大径は体部中央にある。

82は須恵器鉢である。81と 同じように胎土中に l IIllll以下の微砂粒を含み,他の須恵器と

比較して粗い作 りが認められる。体部内外面はともにナデによる調整を施している。

83は須恵器平瓶である。口縁部を欠失している。上半部は良好に焼成されているが,底

部は焼成が良くない。

84は須恵器横瓶である。頸部と胴部の過半部分を欠失しているが,胴部外面にタタキロ

が認められる。

85・ 86は須恵器甕である。85は外反する頸部をもち, 口縁端部は鋭くおさめている。胴

部外面には全体に細かいカキロが認められる。86はゆるく内彎する頸部をもち,日縁端部

は幾分肥厚させている。胴部外面には縦方向の叩きの後,粗いカキロが施されている。内

面には同心円文が認められる。

木製模造品

人形  (第 24図 ,図版第12・ 46)

短冊状の扁平な薄板を素材とし,正面を表現した人形が 3点出土している。いずれも下

半部を欠失している。

87は ,現存長約12.8cIIlで ある。上端部を圭頭状に切 り,さ らにその直下の両辺にも切 り

込みを入れ,被 りものを作 り出している。頬から下にかけて斜めに切 り込み,頸 と肩を作

り出している。墨書で「眉」 。「 目」 。「鼻」 。「口」および縦の直線で「顎髭」を表現
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している。また削って作 り出された被 りものにも墨書が施されている。

88は ,現存長約8.5cmで ある。上端部を圭頭状に切 り落としている。87と 同じく頬から

下にかけてを斜めに切 り込み,頸 と肩を作 り出している。墨書で「眉」 。「 目」 。「鼻」

。「口」それに「口髭」のようなものを表現している。頸から胸部にあたる箇所にも墨書

が認められる。

89は ,現存長約9.8cmで ある。上端を扁平に切ったのち,その両端を斜め下方向に切 り

落としている。87・ 88と 同様に頬から下にかけてを斜めに切 り込み,頸 と肩を作 り出して

いる。墨書で「眉」 。「 目」 。「鼻」 。「口」を表現するが,その表情は87・ 88に比較し

て,やや幼拙な感じがする。

馬形 (第24図 ,図版第46)

裸馬の側面を表現したと思われるものが 2点出土している。

90は ,現存長約14.8cmである。下辺の切欠きによって頭と頸とを区別し表現している。

胴部中央あたりまでを遺存する。胴部には約 3 cIIlの 裂孔を穿ったのち,幅 0.8c皿,厚 さ0。 1

cm程度の薄板を 2枚差し込んだ痕跡が認められる。墨書は認められない。

91は ,現存長約9.2cIIIで ある。加工の状態が90と 少し異なるが,今回馬形と報告してお

く。

船形 (第25。 26図 ,図版第12～ 14,47～ 49)

7点出土している。形態から2類 3種に分類できる。

I;丸木を素材として,上面に断面V字形の切 り込みを入れ,舟を表すもの。

I一①は,船体の上面中央部にのみ,ゆるやかな断面V字形の切 り込みを入れて

いる。

I一②は,船首・船尾の両方に近い部分に断面V字形の切り込みを入れている。

Ⅱ ;加工した板材を素材として,船槽を奮Jり ぬいて作り出し,舟を表すもの。

である。

I一①は, 1′点出土している。

92は ,全長18.3cm,直径3。 9clllである。やや彎曲する芯持丸太材を素材としている。両

端部の上下面をそれぞれ斜め方向に切り込んで外形を整え,船体の中央部上面はゆるやか

に両端部方向から斜め方向に切り込み,仕上げている。樹皮がまばらに遺存している。

I一②は,93～ 96の 4点が出土している。

93は ,全長14.3cln,直径4.lcIIlである。芯持丸太材を素材としている。両端部を下方か
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ら斜め方向に切 り込み,船首 。船尾を形づ くっている。上面は, 2ヵ 所に切 り込みを施 し

ている。

94は ,全長 19。 lcm,直径3.2cmで ある。芯持丸太材を素材としている。両端部を下方か

ら斜め方向に切 り込み,船首・船尾を形づ くっている。上面は, 2ヵ 所に切 り込みを施 し

ているが93の ようには深い切 り込みではない。

95は ,樹皮が遺存する芯持丸太材を素材としてお り,全長18.5cm,直 径3.9cIIlで ある。

両端部の下方から斜め方向に切 り込み,外形を整えている。上面は,93・ 94と 同じく2ヵ

所に切 り込みを施 している。

96は ,現存長 14。 3cm,直径4.8cmで ある。一方の端部を欠損する。現存する端部には ,
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他の船形と同じように斜め方向の切 り込みを施しているが,側辺からの加工も認められ ,

上面から見れば先の尖った状態になる。遺存している片方の上面の切 り込みは,他の船形

と比較して,やや端部方向に施されている。一部に樹皮が遺存する。

Ⅱは,97・ 98の 2点が出土している。

97は,全長21.lcln,幅 3.5oIIである。船体上面を粗く奮Jり 抜いて船槽を作 り出している。

船首・船尾は,と もに削り出して尖った状態に仕上げている。船槽の片方端部寄 りに,内

部から火を受けた痕跡がある。

98は ,現存長15。 9clll,幅2.lallである。片方の端部を欠失している。船体上面を丁寧に

割 り抜いて船槽を作 り出している。下面も丁寧に削り,平坦な底から丸みをもって側面に

いたるように加工している。端部は鋭く尖った状態に仕上げている。

刀形 (第24図 ,図版第14・ 46)

刀形と判断したものは 3点である。

99は ,一部が欠失し,ま た数片に割れて分れてはいるが47.7cmが残存しており,おおよ

その形が復原できる。両側縁に 2ヵ 所づつの鋭い切 り込みを入れて鍔を表現している。柄

の長さは,H。 4clllと なる。刀背は削って平坦に仕上げている。刀身には両側から薄く削っ

て刃を作 り出している。切先には刃も認められる。鍔部に墨書の痕跡が認められる。

100は,刀身と茎からなる:両端部を欠失しており,現存長は22.8cmで ある。刀身は片

側から削って刃を作 り出している。刀背は削らて平坦に仕上げており,茎の片側と連なる

ようにそろえている。関は曲線を描くように仕上げている。

101は,刀身のみの破片である。現存長は15。 2cmである。99と 同様に刀背を削って平坦

に仕上げ,刀身は両側から薄く削って刃を作 り出している。

弓形 (第24図 ,図版第46)

弓形と判断したものが 1点出土している。現存長72.Ocm以 上,幅 1。 3cmである。弼が認

められることから弓形木製品とした。再は両側辺から削り込んで納状の突起に仕上げてい

る。素材は,本体の断面形が丸く彎曲した中空で,数箇所に節があることから直径 l cm程

度のタケの類と考えられる。

笛形 (第24図 ,図版第15。 46)

笛形と判断したものが 2点出土している。103は現存長18.9cm以上,径 1.4cmであり, 3

箇所に孔が認められる。104は現存長8。 3m以上,径 1.OcIIIであり, 2箇所に孔が認められ

る。
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タケの類の素材を用い,左右の斜め方向から切 り落としてV字形の指孔を作 り出してい

る。類似の遺物は出土していないが,指孔があることや形態から木製模造品の笛形とした。

斎串 (第27～ 29図 ,図版第16・ 50～ 54)

斎串と考えられる木製品,35点を図化した。素材としているものは,厚 さ0。 2～ 0.5cm程

度に薄く加工した板材と,0。 5cm角程度の細長い棒状材である。薄板材を用いた斎串は,

上端部を圭頭状に加工し,下端部を剣先状に尖らせている。大きく7類に分類できる。

I類

Ⅱ類

Ⅲ類

Ⅳ類一A

Ⅳ類―B

V類一A

V類一B

薄板材の上端部を圭頭状にし,下端部を剣先状につくる。切 り込みをいれな

い。

薄板材の上端部を圭頭状にし,下端部を剣先状につくる。圭頭状の上端部斜

辺の左右 1箇所に 1回の切 り込みを入れる。上端部直下の両側辺の左右 1個

所に 1回の切 り込みを入れるものを含む。

薄板材の上端部を圭頭状にし,下端部を剣先状につくる。両側辺の左右 1個

所に 1回 もしくは 2回の切 り込みを入れる。

薄板材の上端部を圭頭状にし,下端部を剣先状につくる。両側辺の左右の一

対,計 2箇所に 2回以上の切 り込みを入れる。切 り込みは上方から下方に施

す。

薄板材の上端部を圭頭状にし,下端部を剣先状につくる。両側辺の左右の一

対,計 2箇所に 2回以上の切 り込みを入れる。切 り込みは下方から上方に施

す。

薄板材の上端部を圭頭状にし,下端部を剣先状につくる。両側辺の左右に二

対,計 4箇所に 2回以上の切 り込みを入れる。切 り込みの入れ方は,上端部

に近い箇所は上方から下方に施し,下端部に近い箇所は下方から上方に施す。

薄板材の上端部を圭頭状にし,下端部を剣先状につくる。両側辺の左右に二

対,計 4箇所に 2回以上の切 り込みを入れる。切 り込みの入れ方は,上端部

に近い箇所は下方から上方に施し,下端部に近い箇所は上方から下方に施す。

薄板材の上端部を圭頭状にし,下端部を剣先状につくる。両側辺の左右の三

対以上に 2回以上の切 り込みを入れる。これは破片のみの出土例であるが,

形状から判断して,側辺部に四対以上の切 り込みを施したものと考えられる。

Ⅵ類
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切 り込みの入れ方は,上方からと下方からが交互となる。

Ⅶ類  ;0。 5all角程度の細長い棒状材を素材とする。

I類は105・ 106の 2点である。105は全体が遺存した斎串であり,出土した斎串のなか

で最も長いものである。上端部は圭頭状に加工しているが,最上部に平坦部が認められる。

下端部は剣先状に整えているが,一方からの削 り込みが著しい。106は下端部を欠失する

が,剣先状に加工されていたと考えられる。

Ⅱ類は107～ HOの 4点である。107・ 108は上端部の両斜辺に切 り込みを施す。109。 H0

は端部直下の両側辺肩の左右に 1箇所 1回の切 り込みを入れる。109・ HOは幅広の薄板材

を用いている。

Ⅲ類はHl～ H3の 3点である。Hlは側辺部の遺存状況がよくないが,上端部から下端

部までを遺存している。上端部近くに切 り込みが認められる。H2は全体が遺存した斎串

であり,幅 lc・I程度の細長い薄板材を用いている。下端部の調整は一方からの削 り込みが

著しい。同二箇所に 2回 の切 り込みを入れている。H3に も同一箇所に 2回 の切 り込みが

認められる。

Ⅳ類はH4～ H8の 5点である。H4～ H6は Aであり,H7・ 118は Bである。H4の上端

部近くの側辺部には左右一対計 6箇所の切 り込みが認められる。H5は一方の側辺部の遺

存状況がよくないが,左右一対計 6箇所の切 り込みを施していたと考えられる。H6は一

方の側辺部のみが遺存している。 6箇所の切 り込みが観察できる。H7・ H8はいずれも大

型の斎串である。H8は下半部を欠失しているが,状態から判断してH7と 同規模の斎串で

あったと考えられる。一方の側辺部に 8箇所の切 り込みが認められる。H8に も一方の側

辺部に 8箇所の切 り込みの痕が観察できる。

V類は119～ 124の 6点である。H9～ 123は Aであり,124は Bである。H9は上端部は欠

失しているものの,側辺部の上下に二対の切 り込みが認められる。一方の側辺部の切 り込

みは上段がH8,下段が 5箇所を数える。120は 中央部と下端部を欠失しているが,おおむ

ね全容が判断できる斎串である。一方の側辺部の切 り込みは,上段が 3,下段が 2を数え

る。121～ 122は下半部を欠失しているが,122の一方の側辺部には上段に 6,下段に 1の

切 り込みが施されている。124は全体が遺存した斎串である。一方の側辺部には上段に12,

下段に 7箇所の切 り込みを施している。下端部は鋭く剣先状に尖らしているが, 7回以上

にわたって切 り落とした粗雑な痕跡が認められる。
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Ⅵ類は125の 1点を図化した。片側の側辺部

を欠失しているが,遺存している一方の側辺部

には,V類に分類した切 り込みの状況に加えて,

さらにその下方にもう一対の切 り込みを施すよ

うである。最上段に6,中段に 3,下段に 2箇

所の切 り込みが観察できる。127～ 136は斎串と

考えられるが,遺存状態がやや不良であるため

に細かく判断できない。

Ⅶ類は細長い棒状材を素材とするものであ

る。137～ 139の 3点を図化した。鋭く尖らせた

下端部部のみの小破片であり,上半部を欠失し

ている。今回,斎串として報告しておくが,切

り込みも遺存していないため,細かく判断でき

ない。

なお,126は ,その上端部近くでは 7111111角 程

度の細長い棒状を呈し,下端部では幅 l clll,厚

さ0。 4clllの 薄板状を呈して剣先状に加工されて

いる。切 り込みを施さないため, I類に分類で

きるが,前述の細長い棒状材を素材とするもの

との区別ができない。

( )内は現存数値 。単位はcm

番号 長  さ 厚 さ 番号 長  さ 厚 さ

76.0 (8.7)

(21.9) 36.0

(13.5) (23.6)

(12.2) (43.0)

(34.8)

(12.3) (31.3)

(23.7)

(10.3)

(9。 8) (H.6)

(12.9)

(17.8) (H.7)

(6.5)

43.5 (H.0)

(32.7) (9.7)

(36.0) (13.2)

(29。 1) (6。 8)

(15。 6) (3.1)

(15。 2)

第 2表 斎串計測一覧表

木製品

棒状木製品  (第30図 ,図版第55)

140は現存長27.OcIIl,幅 1.2clllで ある。下端の極一部を欠失する。断面形は,台形に近い。

上端部から下端部にかけて細くなるように加工している。上端部は丸みを帯びた形に,下

端部は鋭く尖った状態にしている。ある一面の上端部から 3 clll下方に鋭く快った 2本の溝

が施されており,ま たその面の肩部から側辺にかけても同様の溝が認められる。

141は全長25。 5cm,径 1.7cIIlで ある。断面形は,半円形に近い。上端部から下端部にかけ

て細くなるように加工している。上端部は丸みを帯びた形に,下端部は尖った状態にして
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いる。

142は現存長25。 7cln,径 1。 lclllで ある。上端部を欠失する。断面形は141と 同様に半円形

に近い。上端部から下端部にかけて細くなるように加工している。下端部は鋭く尖った状

態にしている。

以上の 3点は棒状を呈する木製品であるが,用途が不明のため今回は棒状木製品として

報告しておく。

木錘  (第 30図 ,図版第55)

1点出土している。現存長8.7cm,径6.5cIIIである。芯持の丸木材を素材としている。

本来は柱状の丸木の両端に丸木部を残しながら,両端部から中央にむかって円錐状に加

工したものであったと思われるが,片方の丸木部を欠失している。端部から中央にむかう

部分は八面に,端部は四面に面取 りしている。打ち放したような粗雑な加工をしている。

草軽  (第 30図 ,図版第56・ 57)

藁を細工したものが 2点出土している。残存している形状から草軽と判断した。

144は現存長16.3oll,幅 8.9cIIlである。乳と思われるものとかえしの基部と思われるもの

が遺存した。

145は現存長14.OcIIl,幅7.2cmである。かなり摩 り減っているため,詳細は判断できない。

2点とも,全体に伸び切っており,ま た経の芯縄が浮き上がった状態になっているため,

はき古したものと考えられる。

容器

曲物  (第31図 ,図版第55)

いずれも蓋あるいは身の円板の出土であり,側板とは木釘で結合したものである。 3点

を図化した。

146は‐
÷
程度を欠するが, 径20.6cm, 厚さ0。 6cmを復原できる。 円板の周縁を幅0.5cm,

高さ0.3cm程度の規模で一段低く作 り出している。段の立ち上が り部に不規則な間隔で木

釘が遺存する。円板の外面に不規則な細かいきず痕が認められる。

147は径12.Ocal,厚 さ0.9cIIIである。円板の周縁部には,水平に穿たれた四個の釘穴が遺

存する。

148は
÷

程度を欠失するが,径 13.2cm,厚 さ0。 7cIIlを 復原できる。円板の周縁部には,水

平に穿たれた三個の釘穴が遺存するが,147と 同じように 4個の釘穴が施されていたもの

と考えられる。一つの面に不規則な細かいきず痕が認められる。
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側板  (第31図 ,図版第55)

149は全長23.8cm,厚 さ0.7cmの長方形の板状の木製品である。片方の長側辺には 4個の

釘穴が認められ,他方の長側辺には 1個の釘穴が認められる。他の部材と組み合わさって,

一つの製品になるのだろうが他の部材が不明なため,今回は箱状の容器の側板として報告

しておく。

不明木器  (第 32図 )

加工しているが,用途が不明の木器を 8点図化した。

150は上下端部を欠失しているが,22.5cmが 遺存する。16.Oclnを隔てて貫通する2孔を

穿っている。0。 7clll角程度の材を用いている。

151は上下端部を欠失しているが,21.3cIIlが 遺存する。6。 2cmと 12.3clllを 隔てて 3孔を穿
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っている。幅1.5cnl,厚 さ0。

5cln程 度の薄板材を用いて

いる。

152は全長 10。 8clnで ,幅 1.

4clll,厚 さ0。 8clllの 薄板材を

用いている。平坦な面に貫

通する 1孔を穿ち,片側の

側面から途中で止まる 3孔

を 3 cIIIと 4.8cIIの 間 隔 を 保

って穿っている。

153は一方の端部を欠失

しているが,7.5cIIIを残す。

片側の側辺に0。 7clllの 間隔

で,V字形の切 り込みを入

れている。厚さ0.2clllの 薄

板材を用いている。

154は一方の端部を欠失

しているが,も う一方の端

部を斜めに切 り落としてい

る。片方の側辺の二 ヶ所に

1.2011の 間隔で浅い切 り込

みが認められる。
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155は上下の端部を欠失

するが9.5clnが遺存する。

平面には一方の側辺に片寄

った位置に円孔が穿たれて   第32図
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―
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崎5   1,|| l l lcm.

S R02出土遺物実測図 (13) 不明木器

いたと思われる。厚さ0.6cIIlの 薄板材を用いている。

156は片方の端部を斜めに切 り落とし,ま た片方の側辺も0.5cm程度を切 り落として,一

段低い側辺を作 り出している。幅2.6clll,厚 さ0.3cIIの 薄板材を用いる。

157は全長10。 6cIIlで ,厚 さ0.7oll,幅 l cmの材を用いる。上端部を両側から切 り落とし,
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鋭く尖らせている

(第 Ⅱ期流路出土の遺物)

158は比較的小型な土師器甕である。体部外面にはには縦方向の粗い刷毛目が,日縁内

部には横方向の粗い刷毛目が残る。日縁端部は斜め下方向に鋭く作 り出している。

159は粗製の甕で,小型品である。胴部下半に最大径がある。器壁外面には,比較的細

かい縦方向の刷毛目が認められ,内外面ともに指頭痕が残る。

160は素焼きの管状土錘である。 1点のみの出土である。

161～ 164は須恵器杯である。161・ 162は蓋である。日縁端部はかすかに折 り曲げること

16!∩
υ
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‐６０

一
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170
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ヨ
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ピ
171

ヽ    ル

172

S R02出土遺物実測図 (i4)
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によっておさめている。

163は高台付杯である。底部の外周からやや内側に,ゆ るく外方に踏み出す高台を貼 り

つけている。

164は杯である。内外面ともにナデによる調整を施 している。

165は須恵器円面硯である。脚部に方形の透か し孔が認められる。小片であるが,20孔

程度が穿たれていたと思われる。硯面は欠失 している。

166は須恵器鉄鉢である。良好に焼成されてお り,体部外面にはヘラ状工具による横方

向の調整痕が,内面にはナデによる調整痕が認められる。

167は 口縁部の一部を折 り曲げて片口を作 り出した須恵器鉢である。

166と 同様に胎土中に l nIIll以 下の微砂粒を含み,他の須恵器 と比較 して粗い作 りが認め

られる。体部内外面はともにヘラ状工具による調整を施 している。

(S R02埋没後の遺物)

S R02が最終的に河川として機能 しなくなった時期以後の遺物として輸入磁器を図化 し

た。これらの青白磁は, S R02の上に堆積 した第H層灰黄色粘質土を中心として出土 して

いる。

168～ 172は 白磁である。

168は 口縁部がかすかに外反 し,端部を丸 くおさめている。

169は小さい玉縁状の口縁部を作 り出す。

170は体部下半の破片で小さな段をもつ。

170・ 171は底部の破片である。

172は見込み部に沈線が認められる。いずれも白灰色の胎土で,透明のガラス質の釉を

かけている。

173・ 174は青磁である。体部に蓮弁が残る。中国龍泉窯系の青磁椀である。

(南岸出土の遺物)

壷鐙  (第 34図 ,図版第59～ 61)

S R02の 南岸,Ⅲ区Q-1に 広がる礫層,つ まり川原で検出してお り,遺構は確認でき

なかった。

鉄製。総高16.6cm,吊 り手高2.45clll,壺 の開口部は幅 14。 lcm,高 さ12.Ocm,壷部長は11。

8clnである。壷上部から先端にかけての鳩胸部に,わずかに稜を作 り出している。壺開口

部の縁金具は,吊 り手および踏込の後方に続 く舌 と一体の作 りであ り頭径0。 5cm程度の鋲
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で壷部と接合させている。吊り手先端には壺の主軸方向と平行する方向に4.7× 3.2cm大で

山形に頭部を細工したの餃具頭があり,1.3× 2.lcmの方形の孔 (鐙軽通し孔)を穿ってい

る。壺部上端と餃具頭の下端の長さはわずか1.5clll程度の短いものである。舌は,現存長

約5.8cmで あり,現存する片方の縁辺部は斜め上方に緩く折 り曲げられている。舌には,

|!1!11  1 cm

S R02出土遺物実測図 (15) 鐙
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0。 7× 1.5cal程 度の方形の透し孔が四孔遺存しており,本来は一段三孔の透かし孔六孔が二

段に分けて穿たれていたと復原できる。なお,吊 り手と壷部の接合位置が壷部に施された

稜線の延長線と外れるため,こ の壷鐙は左足の鐙と考えておく。
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建物遺構

S BOl (第 35図 ,図版第18)

I ttA・ E-5で検出した

三間×二間の東西棟であり,

建物主軸はN-90° 一Wを さ

す。桁部の柱間距離は約130

cll,約 180cll,約 180clllで 梁部

の柱間距離は約180ctll,約 170

cmである。

検出した柱穴掘形は,それ

ぞれ一辺65cIIl,深 さ50cm程度

である。 第35図  S B01実 測図

S P200。 202の柱穴は,S R01の埋没したあとに穿たれている。

S B02 (第 36図 ,図版第18)

（３‐ｆ‐浴
111111   1m

I ttA・ E-5と A・ E

-9で , S B01の南側で検

出した三間×二間の東西棟

であ り,建物主軸はN-82°

―Wを さす。桁部の柱間距

離は約190cm,約 205cIIl,約

205clllで 梁部の柱間距離は

約250cm,約200cmである。

検出した柱穴掘形は,そ

れぞれ一辺80cm,深 さ40cIIl

程度である。

S P207・ 209。 239。 243

の柱穴は, S R01の埋没後

穿たれている。

S B01に近接 して検出しているが ,

自二〇―⑮島

(〔::'〕
)口

l・

"④

|

111111   1m

第36図  S B02実測図

建物主軸の方位は微妙に異なる。
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S B03 (第 37図 )

I ttA-9で検出した。三間×

一間の東西棟と推定できるもので

あ り,建物主軸はN-82° 一Wを

さす。桁部の柱間距離は約170cm,

約205cm,約 185cln,梁部の柱間距

離は約420cmで ある。

検出した柱穴掘形は,一辺60clll,

深さ35cm程度である。南側と西側

の柱列が充分には検出できなかっ

たが, S B02な どとの位置関係や

建物主軸の方向から今回は建物遺

構として報告しておく。

S B04 (第 38。 39図 ,図版第18)

I ttA-9で検出した四間×一

間の南北棟であり,建物主軸はN

-8° 一Eを さす。桁部の柱間距

離は約175cln,約 215clll,約 200clll,

約180cln,梁部の柱間距離は約490

cmである。

検出した柱穴掘形は,一辺60cIIl,

深さ30cm程度である。東側桁の北

から3本 日の柱穴は検出できなか

った。S B05の 建物遺構と重複し

て検出しているが,柱穴の前後関

係は認められない。

S P82の 柱穴とS P89の 柱穴か

ら土器が出土している。176は土

師器甕の口縁部である。177は須

恵器杯の高台である。

|||111   1m

第37図  S B03実測図
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第39図  S B04出 玉遺物実測図
S B05 (第 40図 ,図版第18)

I ttA-9で検出した。三間×二間の東

西棟であり,建物主軸はN-79° 一Wを さ

す。桁部の柱間距離は約160clll,約 135clll,

約155cmで梁部の柱間距離は約1 55cIIl,約

205cmである。

検出した柱穴掘形は,それぞれ一辺50cIIl,

深さ35clll程度である。

S B04の 建物遺構と重複して検出してい

るが,両建物遺構の柱穴は場所を異なって

穿たれており,検出状況からはその前後関
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係は判断できない。

S B06(第41図 ,図版第19)

第4!図  S B06実 測図
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第40図  S B05実測図
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I ttE-5Eと I-5で S D04に接して検出した三間×三間の東西棟であり,総柱の建

物遺構である。

建物主軸はN-82° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は約170cm,約 190clll,約 170clllで梁部の柱間距離は約150clll,約 HOcIIl,

約120allである。

検出した外側の柱穴掘形は,一辺30clll,深 さ35cIIl程度である。内側の柱穴掘形は一辺30

cln,深 さ10clll程度であり,他の柱穴に比較して小規模なものである。

S B07 (第 42図,図版第19)

I tt I-9で S B06の 南約 3mで検出した三間×二間の東西棟であり,総柱の建物遺構

である。

建物主軸はN-89° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は約145cln,約 155cln,約 130cmで梁部の柱間距離は約180cnl,約 150cmで

ある。

検出した外側の柱穴掘形は,一辺50cnl,深 さ30cIIl程度である。床下の柱穴掘形は一辺40

cIIl,深 さ10oll程度の小規模なものである。

東側約2.5mで検出したS B08と ほぼ同一方向の建物主軸方位をもっている。

11::11   1m

第42図  S B07実測図
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第44図  S B08実測図

I tt I-9で検出した三間×二間の東西棟であり,建物主軸はN-88° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は約180cIIl,約 160011,約 180cmで梁部の柱間距離は約160cm,約 90cmでぁ

る。

検出した柱穴掘形は,一辺70cm,深 さ20cIII程度である。

S P412の 柱穴から178の土器が出土 している。須恵器杯身である。

西側約2.5mで検出した S B07と ほぼ同一方向の建物主軸方位をもっている。

S B09 (第 45図 ,図版第20)

S808 (第 43・ 44図 ,図版第20)

SP4!2

0                 10

1.||||  l cm

第43図  S B08出 土遺物実測図

I tt I-9で検出した二間×二間の東西棟であ

り,建物主軸はN-54° 一Eを さす。梁部の柱間

距離は約1 65cIIl,約 165cmで梁部の柱間距離は約

140cIIl,約 130clllであり,比較的に小規模な建物遺

構である。

検出した柱穴掘形は,一辺50cIIl,深 さ25cm程度

である。

この建物遺構の S P426・ 430。 424の柱穴が ,

S B08建物遺構のS P412・ 419。 421の柱穴によ

って,それぞれ破壊されていることから, S B08

建物遺構との前後関係が判断できる。

1吝
二山_由ビ

1111:|   lm

第45図  S B09実測図
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S B10 (第 46図 )

I tt I-9で検出した三間

×二間の東西棟である。

建物主軸はN-72° ―Eを

さす。

桁部の柱間距離は約220cIIl,

約230cIIl,約 190clllで梁部の柱

間距離は約145all,約 155cmで

ある。

検出した柱穴掘形は,一辺

55cm,深 さ50clll程度である。

西側梁部の中央の柱穴は確

認できなかった。

SB‖  (第47図,図版第21)

I tt I-9で検出した三間×二間の東西棟である。

建物主軸はN-69° 一Eを

さす。

・
桁部の柱間距離は約155cIIl,

約160cln,約 215で梁部の柱間

距離は約125clll,約 235cIIlであ

る。

検出 した柱穴掘形は,それ

ぞれ一辺50cln,深 さ30clll程度

である。

北東角部の柱穴は確認でき

なかった。
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第46図  S B10実 測図

|11111    1m

第47図  SB‖実測図

この建物遺構の柱穴であるS P452が , S B08建物遺構の柱穴S P414を 破壊しているこ

とから,その前後関係が判断でき,ま たS B09建物遺構との前後関係をふくめて判断する

ことができる。
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S B12 (第 48図 ,図版第21)

I tt I-9で検出した二間×二間の南北棟である。

建物主軸はN-30° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は約175clll,約 195clllで 梁部の柱間距離

は約120cm,約 120cmである。

検出した柱穴掘形は,それぞれ一辺30clll,深 さ25cm程

度のものである。

この建物遺構の柱穴 S P479が , SBH建物遺構の柱

穴 S P 460を 破壊していることからその前後関係が判断

でき,ま たS B08・ 09。 H。 12建物遺構との前後関係を

ふくめて判断できる。

S B13 (第 49図 ,図版第22)

I tt I,M-9で検出した三間×二間の

東西棟である。

建物主軸はN-77° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は約160cm,約 180cIIl,約

140cmで梁部の柱間距離は約155cm,約 165

clllで ある。

検出した柱穴掘形は,それぞれ一辺50cm,

深さ20cIIl程度である。

S B14 (第 50図 ,図版第22)

IttI o M-9で S B13の 南で検出した二間×二間の

南北棟である。

建物主軸はN-4° 一Eを さす。

小規模な建物遺構であ り,桁部の柱間距離は約 130clll,

約150cIIIで 梁部の柱間距離は約130cm,約 120cmである。

検出した柱穴掘形は,一辺30cIIl,深 さ20clll程度の比較

的小規模なものである。

ll1111    1m

第48図  S B12実測図

|11111    1m

第49図  S B13実測図

|ll111   1m

第50図  S B14実 測図
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SB:5 (第 51・ 52図 ,図版第22・ 23)

I tt I-9。 13Eで検出した三間×二間の南

北棟であり,建物主軸はN-8° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は約155cm,約 130oll,約 165

cmで梁部の柱間距離は約185cll,約 145cmである。

検出した柱穴掘形は,一辺50cm,深さ35cm程

度である。

この建物遺構は S B14・ 16と 重複して検出し

ているが,柱穴 S P 552が , S B16の柱穴574と

|`lllll  l cm

第51図  S Bi5出 土遺物実測図

S B14の 柱穴533を破壊していることから,

S P551の 柱穴から土器が出土している。

著しいため,調整痕は判断できない。

S B16(第 53図 ,図版第22)

I tt I-9。 13Eで検出した二間×一間の

東西棟である。

建物主軸はN-54・ ―Eを さす。

桁部の柱間距離は約400cmで ,梁部の柱間

距離は約150cm,約 160cmである。

検出した柱穴掘形は,一辺50cal,深 さ25cm

程度である。

この建物遺構は S B14・ 15と 重複して検出

しているが,柱穴 S P574が ,S B14の柱穴

S P533を破壊 していることから, S B15を

含めてその前後関係が判断できる。
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第52図  S B15実測図

その前後関係が判断できる。

179は黒色土器A類の椀の破片である。摩滅が

℃

111:11   1m

第53図  S B16実測図
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S B17(第 54図 ,図版第22・ 27)

I tt I-9。 13Eで S B16に 接して検出した二間×二間

の南北棟である。

建物主軸はN-0° 一Wで,真北方向ををさす。

桁部の柱間距離は約140cm,約 140cmで,梁部の柱間距離

は約120cm,約 HOcmである。

検出した柱穴掘形は,一辺25clll,深 さ15cIIl程度の小規模

なものである。

この建物遺構は,約 5m北方にあるS B14と はぼ同規模

で,ま た建物主軸や柱通 りが一致することから,両建物遺

構の密接な関係が伺える。

S B18 (第 55図 ,図版第24)

つ刊
―̈
拗

◎
【　
　
　
　
四◎

暗∬
れ

|・ l1111   1m

第54図  SB!7実測図

I ttM-9で検出した三間×二間の南北棟であり,建物主軸はN-30° 一Wを さす。桁

部の柱間距離は約200clll,約 195cm,約 195cmで梁部の柱間距離は約210cm,約200clnである。

東側桁部の南から二本目の柱穴は確認できなかった。

検出した柱穴掘形は,それぞれ一辺55clll,深 さ35cIIl程度である。

q可囁 □
イ   

諾

||l111    1m

第55図  S Bi8実測図
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S B19 (第 56図 ,図版第24・ 25)

I ttM-9で検出した。

三間×二間の東西棟であり,建

物主軸はN-64° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は約185cnl,約

220cm,約 205clllで梁部の柱間距離

は約220cm,約 180cmである。

検出した柱穴掘形は,それぞれ

一辺50cm,深 さ30cm程度である。

この建物遺構は北方約 7mで検

出したS B18建物遺構および南で

接して検出したS B20と ほぼ直交

する建物主軸方位をもっている。

S B20 (第 57図 ,図版第25)

I ttM-9で検出した総柱の建

物遺構である。

三間×二間の南北棟であり,建

物主軸はN-28° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は約150cm,約

150cm,約 160cmで梁部の柱間距離

は約175cm,約 175cElで ある。

検出した柱穴掘形は,それぞれ

一辺50cm,深 さ30cln程度であり,

内部の柱穴掘形はいくらか小規模

なものである。

この建物遺構は,S B19の南方

に隣接して検出している。その位

置関係や建物主軸がほぼ直交する

ことから,両建物遺構およびSB

18には密接な関係が伺える。

|11111    1m

第56図  S B19実測図

111111    1m

第57図  S B20実測図
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S B2! (第 58図 ,図版第26)

I ttQ-1・ 5で S D12に 近接して検出した。三間×一間の東西棟であり,建物主軸は

N-58° 一Eを さす。桁部の柱間距離は約200cul,約 170cln,約 160cIIlで梁部の柱間距離は約

350clllである。

検出した柱穴掘形は,一辺50cln,深 さ15cm程度である。遺構の遺存状況が良くなかった

ため,北東角の柱穴は確認できなかった。

金蔵寺下所遺跡で検出した建物遺構のうち,最東端に位置している。

ロー ロー ロ

ノ

″
…

|.11111   1m

第58図  S B21実 測図

S B22 (第 59図 ,図版第26)

I ttQ-1・ 5で S D12に 近接して検出した。

二間×二間の南北棟であり,建物主軸はN-25°

一Wを さす。

桁部の柱間距離は約160clll,約 150clllで梁部の柱間

距離は約140cIIlと 約140cmである。

検出した柱穴掘形は,一辺40cm,深 さ15clll程度で

ある。

S B18。 19。 20。 21・ 22の五棟の建物遺構は,そ

の位置関係や建物主軸がほぼ同一あるいは,直交す

ることから相互に密接な関連が伺える。
-73-
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第59図  S B22実 測図



S B23 (第 60・ 61図 )

I ttE-13, I-13Eで検出した三間×一

間の南北棟であり,建物主軸はN-28° ―W

をさす。桁部の柱間距離は,約 220cIIl,約 220

clll,約 210clnで,梁部の柱間距離は,約 450cm

である。

北東角の柱穴は確認できなかった。

検出した柱穴掘形は,直径約30cln,深 さ15

cln程度である。

S P302と S P617の 柱穴から土器が出土し

ている。いずれも土師器である。

SP302                   SP617
｀
＼__上i=夕

′
ビヽ_Lィ 18!

|11111   Jm

第60図  S B23出 土遺物実測図
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第61図

S B24 (第 62図 ,

I tt I-5で検

出した二間×二間

の東西棟であり,

建物主軸はN-6r

― Eを さす。

桁部の柱間距離

は約255cln,約 285

cIIlで ,梁部の柱間

距離は約 1 70ollと

約170cElで ある。

検出した柱穴掘

形は,直径約 15cIIl,

深さ30cIII程度であ

る。

10

|,||| |  l cm

S B23実測図

図版第26)

180  0

|l1111    1m

第62図  S B24実測図

|~。_:志    砲     。「 |
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IttI o M-13で検出した二間×二間の南北

棟であ り,建物主軸はN-28° ―Wを さす。

桁部の柱間距離は約230cm,約 210cmで ,梁部

の柱間距離は約225cmと 約 185cIIlで ある。

検出した柱穴掘形は,直径約35cIIl,深 さ25cm

程度である。

この建物遺構は西側に廂を設けている。約HOcmを隔てて,西側にS B24と 直交する主

軸方位をもつ 3基のビットが直線上に並ぶ。柱間距離は北から約150cm,約 190cmである。

検出したそれぞれの柱穴規模は,直径約20cm,深 さ15cm程度である。

S B25 (第 63・ 64図 ,図版第27)

北側の中央の柱穴は確

認できなかった。

S P 634の 柱穴から土  
｀

器が出土 している。須恵   IJI II   l cm
|:l111    1m

第64図  S B25実測図器杯である。 第63図  S B25出土遺物実測図

S B26 (第 65図 ,図版第27)

I ttM-13で検出した。

三間×一間の南北棟であ り,建物主軸は

N-34° 一Wを さす。桁部の柱間距離は約

220cm,210cIIl,230clllで ,梁部の柱間距離

は約300cmである。

検出した柱穴掘形は,直径約20cm,深 さ

20clll程度である。

この建物遺構は西側に廂を設けている。

約60clllを 隔てて,西側に S B26と 同一の主

軸方位をもつ 4基のビットが直線上に並ぶ。

柱間距離は北から約370cm,約 215cm,約

335cmである。

検出したおのおのの柱穴規模は,直径20

clll,深 さは約15cm程度である。

．
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第65図  S B26実 測図
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S B27 (第 66・ 67図 )

I tt I-13Eで検出した。

二間×一間以上の規模をもつと推定できる南北棟であ

り,建物主軸はN-23° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は約175cmで梁部の柱間距離210cIIlであ

る。

検出した柱穴掘形は,直径約25olltt SP655

さ20cln程度である。

｀__J=多 '183

0                 10

S P655の 柱穴から土器が出土 して 111 1 1 1 1   1 cm

いる。土師器椀である。 第66図  S B27出 土遺物実測図 第67図  S B27実測図

この建物遺構の南に接して用水路があったため,桁部は一間分を検出したのみである

が,上記のように報告しておく。

S B28 (第 68図,図版第28)

I ttM-9で検出した。

三間×一間の東西棟であり,建物主軸

はN-64° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は約235all,約 225oll,

約210cmで梁部の柱間距離は約370cIIlであ

る。

検出した柱穴掘形は,直径約25oll,深

さ20cln程度である。

この建物遺構は,南側に廂を設けてい

る。建物南辺から約80cnlを隔てて,南側

にS B28と 同一の主軸方位をもつ 4基の

ビットが直線上に並ぶ。柱間距離は北か

ら約370cEl,約 215cln,約 335ollである。

◎
―

び一一―一-6-一一一ピ61
◎      ____=3     3全

|.11111    1m

第68図  S B28実測図

この建物遺構は,溝状遺構のS D07か らSDHと ほぼ直交する主軸方位をもち,場所も

重複するが,溝状遺構が埋没した後に設けられている。

1 0ぃ
     °~~~~~~O―一一一~語

ρ
l
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S B29 (第 69図 ,図版第28)

I ttQ-9で検出した二間×一間の南北棟であり,建物

主軸はN-31° 一Wを さす。桁部の柱間距離は約190cIIl,約

170cmで,梁部の柱間距離は約210cmである。

検出した柱穴掘形は,いずれも直径約20cm,深さ30cm程

度である。

北東角部の柱穴は確認できなかった。

この建物遺構は,S B30と 一部を重複して検出している。

両建物遺構の主軸方位はほぼ同一方向である。また, SB

30と 一部を重複して検出したS B31と は,直交する主軸方

位をもっている。                    第69図 S
S B30 (第 70。 71図 ,図版第28)

I ttQ-9で検出した三間×二間の南北棟であり,建物主軸はN-30°

部の柱間距離は約265cm,約 240c皿 ,約 255cIIl

で梁部の柱間距離は約205clllと 約 175clllで あ

る。

検出した柱穴掘形は,直径約25cln,深 さ40

cIIl程 度である。

この建物遺構は, S B29・ 31と 一部を重複

して検出し  SP914

ている。 S

B29と は同

一方向の,

S B31と は

直交する建

物主軸方位  SP923 
ヒ`=J≡≡

'ユ

!85

を示 してい   |,11111   1 cm

る。 3棟の 第70図  S B30出 土遺物実測図

前後関係は判断できない。

S P914・ 923の 柱穴から土器が出土 している。

111!ll   lm

B29実測図

一Wを さす。桁

|ll!11   1m

第71図  S B30実 測図

184は土師器壷,185は土師器椀の底部で

l
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ある。

S B3! (第 72図 ,図版第28)

I ttQ-9で検出した。二間×一間以上の規模

をもつと推定できる東西棟であり,建物主軸はN

-58° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は約230calで梁部の柱間距離は

約260cmである。

検出した柱穴掘形は,直径約20011,深 さ20cIIl程

度である。

この建物遺構の東に接 して用水路があったた

め,桁部は一間分を検出したのみであるが,上記

のように報告しておく。

0-―一一一―― o
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第72図  S B31実測図

この建物遺構は, S B30と 一部を重複して検出している。両建物遺構の主軸方位はほぼ

直交し,ま たS B30と 一部を重複して検出したS B29と は直交する主軸方位をもつ。

柵列遺構

S AOl (第 73図 )

I tt I-5で S B24の 南側,建物南辺から約 lmを隔てて

検出した。 3基の柱穴が,主軸方位をN-68° 一Eに さして

並んでいる。柱間距離は西から約145cm,約 175clnで ある。

検出したそれぞれの柱穴の規模は,直径が25cll程度,深 さ

は10cm程度である。
|IIlll   lm

この柵列遺構は, S B24の南側に設けられており,ま た主  第73図  S AOl実測図

軸方位はS B24建物遺構の主軸方位とほぼ同方向である。検出した位置や主軸方位から見

てS B24の 付属施設の可能性がある。

遺物は出土していない。

溝状遺構

S D02 (第 76図 )

Ⅲ区 I-1, I tt I-17,E-13。 9・ 5の各グリッドで,総延長75mを検出した。幅

約 3mで ,深さは約 lm程度の断面形がU字形を呈する溝状遺構である。Ⅲ区 I-1で S

R02と接して検出しており,同 自然河川から水を取 り入れるための溝と考えられる。

イ~9~~~2~2~
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0                 10

1=lilll  l cm

D02と 同じように同自然河川から水を取 り入れるための溝
第74図  S D03出 土遺物実測図

と考えられる。第76図 で示すとおり, S D02を破壊してい

ることからその前後関係が判断できる。          ~

須恵器提瓶が出土しているが,良好な遺物がない。

第75図  S D03断面図

S D03 (第 74～ 76図 ,図版第29)

IttI oM-17,E-13。 9。 5の各グリッドで,総延

長75mを検出した。幅約 2mで ,深 さは約70clll程度の断面

形がV字形を呈する溝状遺構である。S D02と はとんど同

一の場所に穿たれており, I tt I-17北辺部で交叉するよ

うになる。 I ttM-13で S R02と 接して検出しており, S

1.混礫粗砂層      7.赤 褐色砂層             13.

::罪亀醤移臥鉄分沈着)::祭亀25層             |::

|:彙亀讐縁嘗層     |!:彗彙増警厚ξ豊臭8類曇省響忘声
む)|,:

第76図  S D02003土 層断面図

S D04 (第 77・ 78図 ,図版第29。 62)

灰茶色砂層
茶灰色砂層
灰色砂層
灰色砂層
茶色砂層 (′ lヽ豆大の小礫を含む)

Ⅲ区E-17・ 13・ 9・ 5の各グリッドで,総延長65mを検出した。最大幅 5m,深 さは

2m程度の溝状遺構であり,断面形はV字形を呈す

る。 I ttE-13で S D02・ 03を破壊していることか _

らその前後関係が判断できる。 I ttE-17で S R02

と接して検出しており,同 自然河川から水を取 り入

れるための溝とも考えられるが,巨大な溝状遺構で

あり,ま たその主軸方位はN-5-° Eを指し,一

直線に穿たれていることから別の用途をもつ溝状遺構の可能性もある。溝上層は,堆積し

第77図  S D04断面図
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ている上の状況から判断して,人為的に埋められたと考えられる。溝内から土師器,須恵

器,それに蛸壷が出土している。

 `    ル
!95

197

0                 10

111111  1 cm

第78図  S D04出 土遺物実測図

187は土師器壺である。小型で粗い作 りである。摩滅が著しいが,内面にナデによる調

整痕が認められる。

188は手捏ねの蛸壷である。焼成が悪く,赤色を呈している。

189～ 193は須恵器杯蓋である。189は 日縁端部を下方に折 り曲げておさめている。194～

197は須恵器杯身である。196は底部の外縁からやや内側に,外に踏み出す高台を貼 りつけ

ている。199は須恵器壷の底部と考えられる。大きく外に踏み出す高い高台を貼 りつけて

いる。200は須恵器円面硯である。小片であるが,隅み丸方形の透かし孔が20孔程度穿た

れていたと考えられる。透かし孔下端に接して 1条の鋭い突帯が巡らされている。

S D05 (第 79図,図版第30)

I ttQ-17,Ⅱ 区A-13・ 9,E-9の 各グリッドで,総延長70mを検出した。最大幅

3m,深さは約 2m程度の断面形がV字形を呈する溝状遺構である。主軸方位はN-50°

一Eを指し,上直線に穿たれている。Ⅱ区A-9で S D12に破壊されており,その前後関

係が判断できる。 I ttQ-17で S R02と 接して検出しており,同 自然河川から水を取 り入

-80-



れるための溝と考えられる。

S D06～ SD‖

(第80～ 88図,図版第31～

33・ 62～ 68)

Ⅱ区A-9か ら I tt I一

5にかけての総延長約80m

に, 6条以上の溝状遺構が

幅Hmの範囲のなかで並走

して穿たれている。地山の

黄灰色粘質土層で検出 し

た。そのうちの 4条の溝状

1.反黄色砂質土層
2.黄反色砂質■E

(3よ り責色強)

3.黄反色砂質土層
4.灰責色砂質土層
5.反黄色粘質土層
6.反責色粗砂質土層
7.反黄色砂質土層

3.白反色粘土層
9.反黄色粘土層
:0.反黄色粗砂層
‖.反色粘土層(橙色塊を含む)

i2.暗反色粘土層
13.暗橙色粗砂層
:4.反橙色粘土層
:5.橙反色粘土層
16.暗反色粘土層 (責色塊を含む)

17.暗反責色粘土層
13.暗反自色粘土層
19.反青色粘土層
20.反 色粘土層
21.反 黒色粘土層

0               1

1111111  1m

第79図  S D05土層断面図

遺構が, I ttQ-13で直角に屈曲する。主軸方位はN-30° 一W,お よびそれに直交する

角度になる。S D08～Hは,I ttA-9で S D12と 接して検出していることから,同溝状

遺構から水を取 り入れるための溝とも考えられる。このS D01か らSDHま でとS D12

は,約30mを隔てて同一方向のN-30°

―Wの主軸方位をもって,極めて整然と

配置されている。

この溝状遺構群は, I ttQ-17で 数回

にわたって掘 り直されてお り,複雑な配

置状況を呈 している。

S D06は並走する 6条の溝状遺構のう

ち,西端に穿たれたもので I ttM-13。

9,I-9。 5の各グリッドで検出した。

4条の溝状遺構が, I ttQ-13で 直角に

屈曲するのに対 して,こ の溝状遺構 SD

06は南端部が調査できなかったため不明

瞭ではあるが,一直線にN-30° 一Wの

主軸方位をもって穿たれている。幅約80

clll,深 さ約50cmを 検出している。

第80図  S D06遺物出土状態実測図
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土師器,須恵器,それに蛸壷が出土した。

201・ 202は土師器杯である。同様の作 りで,平底で斜め上方に伸びる立ち上がりをもつ。

薄く仕上げている。

203は皿状の土師器である。ややふくらみのある底部をもち,外反気味に立ち上がる。

日縁部に 1条の沈線文が巡る。

204は小型の土師器壷である。やや外反する短い頸部をもつ。丸底をもつと考えられる。

205は土師器壷である。体部外面には粗い縦方向の刷毛目が残る。頸部内面にも横方向の

同様の粗い刷毛目が残る。大型品の甕と同じような調整を加えている。

206はやや外反する短い頸部をもつ。摩滅が著しく調整痕は観察できない。

207は小型の土師器壷である。短い頸部をもつと考えられる。

208は土師器甕である。体部上半部までの破片であるが,縦方向の粗い刷毛目が体部外

面に,日縁部内面には横方向の粗い刷毛目が残る。

209は土師器甕の体部下半の破片である。外面に細かい刷毛目が遺存する。内面には指

頭痕が認められる。

210は土師器鉢である。器壁内外面には,ヘ ラによる細かい調整痕が認められる。

212は土師器甑である。体部外面には,縦方向の細かい刷毛目が残る。底に近い部分が

変色している。

213は蛸壷である。手捏ねで釣鐘形に仕上げている。飯蛸壷であろう。

214～219は須恵器杯蓋である。いずれも口縁端部を短く折 り曲げておさめている。

220～224は須恵器杯身である。底部外縁からやや内側に,外に踏み出す高台を貼 りつけ

ている。身の立ち上がりは,斜め上方に伸びている。

225～233は須恵器杯身である。日径Hclll前後,高 さ 5 cIIl前後の大きさである。焼成の良

くない土器が多い。

234は高台をもつ小型の須恵器杯である。

235は須恵器長頸壷である。全体にナデによる調整痕が認められる。

236は須恵器壷の台部であろう。良好な焼成を行っている。

238は小型の須恵器壷の破片と思われる。小さな平底がある。

239は須恵器壷の底部と思われる。良好な焼成をうけており,全面にナデによる調整痕

が残る。
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第81図  S D06出 土遺物実測図 (|)
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第83図  S D06出土遺物実測図 (3)

240は須恵器壷の口頸部の破片である。焼成が良くなく,灰白色を呈している。日縁端

部は丸くおさめている。

241は須恵器壷である。体部外面にカキロが,内面には同心円文をす り消した痕が残る。

242は須恵器壷,あるいは横瓶である。内面に同心円文をす り消した痕が残る。

243は須恵器甕である。体部外面には平行の叩きを施したのち,カ キロを施している

S D07は並走する6条の溝状遺構のうち,西から2本 目に穿たれたもので I ttM-13・

9・ 5, I¬ 5の各グリッドで検出した。 4条の溝状遺構が, I ttQ-13で 直角に屈曲す

るのに対して, S D06と 同様にN-30° 一Wの主軸方位をもって一直線に穿たれている。

幅約250cll,深 さ約90clllを検出している。良好な遺物は出土していない。

S D08は並走する6条の溝状遺構のうち,西から3本 目に穿たれたものでⅡ区A-13,

-85-
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第84図  S D08出 土遺物実測図
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IttQ o M-13,M-9・ 5, I-5の各グリッドで検出した。 I ttQ-13で直角に屈曲

しており,さ らにⅡ区A-13で違った方向に掘 り直された痕跡があり,新たに設けた 1本

がS D05を 破壊している。幅約280cnl,深 さ約140culを 検出している。土師器,黒色土器 ,

須恵器が出土している。

244は土師器椀である。やや上げ底気味の平坦な底から鋭く立ち上がって形を整えてい

る。摩滅しており,調整は観察できない。

245は土師器椀である。器壁内外面はナデによって調整している。低い高台を貼 りつけ

ている。

246は土師器甕である。体部外面に斜め横方向の,内面に横方向の粗い刷毛目が観察で

きる。

247・ 248は土師器土鍋である。肉厚な体部をもち,指頭痕を残す。247は 口縁端部を丸

く,248は稜をもつように仕上げている。

249は黒色土器A類の椀である。体部外面のヘラ磨きは明確には認められないが,内面

には不規則な状態であるが遺存している。高台は力強く外に踏み出し,鋭い先端部を作っ

ている。

250～ 252は須恵器杯である。250。 252は焼成の不十分な土器で調整は観察できない。

251は全体をナデによって仕上げている。

253は須恵器硯である。硯面の内法径が 8 cnl程度の小型である。下半部を欠失している

ため,脚部の状態は判断できない。

256は須恵器壷である。体部外面に格子状の叩き目が遺存する。

S D09は並走する6条の溝状遺構のうち,西から4本 目に穿たれたものでⅡ区A-9・

13, I ttQ・ M-13,M-9。 5, I-5の 各グリッドで検出した。 I ttQ-13で直角に

8
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1,|||||  l cm.

第85図  S D09出 土遺物実測図
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屈曲しており,さ らに屈曲する地点で東西方向の部分が 2回以上にわたって掘 り直されて

おり (S D09-2),位置を異にしている。幅約100cm,深 さ約50clllを検出している。須恵

器,蛸壷が出土している。

257は S D09-2,そ の他はS D09で検出した。

S D10は並走する6条の溝状遺構のうち,西から5本 目に穿たれたものでⅡ区A-9,

I ttQ・ M-13・ 9,M・ I-5の各グリッドで検出した。S D09と 同じように I ttQ一

13で直角に屈曲しており,さ らに屈曲する地点で東西方向の部分が 2回以上にわたって掘
sp10_:  

パ      B sDiO■ 2 8'

1.

2.
3.
4.
5.
6.
7.

1°

   _」 ml:| | | ||

203土層実測図S D10-l
り直されてお り (SD

10-2・ 3),位置を

異に してる。

土師器,須恵器が出

土 している。

262は S D10-2,

263は S D10-3,264

｀

  62 264

“
3 11tt Tc吼

10出土遺物実測図

0               1

1:|||||  lm

::語喜展屋是讐塁浩儲捏最警魯倉声)

3.茶黄灰 白色粘質土層 (掲色粒 を含む)

第88図  SDll土層実測図

第87図  SD
。265は S D10で検出した。264は硯に転用 していると思われる。

SDHは 並走する 6条の溝状遺構のうち,東端に穿た

れたもので I ttA-5,Ⅱ区Q-9。 13,M-9・ 5の

各グリッドで検出した。幅約30cIIl,深 さ約30cIIIを検出し

ている。

土師器,須恵器が出土 している。

c SDiO― ,c,
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S D12 (第 89～ 92図 ,図版第33・ 34・ 68～ 70)

Ⅱ区A・ E-13・ 9,Ⅱ区A-5, I ttQ-5。 1の各グリッドで総延長約85mを検出

した。最大幅10m,深 さ1.6m以上の規模である。地山面で検出している。断面形は,ゆ

るやかなU字形を呈している。Ⅱ区A-9か らI ttQ-5に むかって一直線に穿たれてお

り,主軸方位はN-30° 一Wを指している。溝の上流と下流は調査区の外側に延びている

と思われるが,確認している南端部の溝底のレベルは,20。 lmであり,北端部の溝底のレ

ベルは,19.7mであることから,北にむかって流れていた溝状遺構と考えられる。溝底か

ら70cm程度は自然に堆積した状況を呈するが,それ以上は客土による埋め立ての可能性が

ある。また,こ の溝状遺構の上半部は開墾や土採 りによって削平されていると思われる。

平安時代後半から鎌倉時代前半ごろまでの遺構と考えられる。

1:優奎Ξ鵜昼圭彊 {ミ
=癸

1戻,醤色癌を基ご;・

反茶色粘質土層 (ベ ース;反 ,少量の茶色粒を含む)

l:擾難讐建難豊饗諄譲重色斑を含む)(瓦器椀出土層)

4.淡黄灰色藉土層 (べ 三荻 ;淡黄          混τ葛)

5.灰色粘二層面より淡色)

|.lllll   lm

::讐震詈ittЮ
{:土曇奈鵠IEIま目

=層
暮像2ボ袋石羅きど警}7.淡黄色粘土層

9.灰色粘土層 (極めて粘質)

第89図  S Di2土層実測図

土師器,黒色土器,瓦器,須恵器,木器が出土 している。

土器

第90図から第92図 に図化 した。

266～295は土師器椀である。

266～269は,体部外面の器壁に,周回する丁寧なヘラ磨きを施 している。断面形が方形

を呈 し,外に強 く踏み出した高台をもつ。日径に対 して高い器高をもつ。

270～273は,基本的には内外面ともにナデによって全体を調整 している。高台の断面形

も,三角形を呈するようなものや丸 くおさめるものが認められる。

296～298は土師器小皿である。

296は平坦な底から,ゆ るやかに l clll程度立ち上って形を整えている。 日縁端部は丸 く

″バ
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仕上げている。全体をナデによって仕上げている。

297も 平坦な底をもち,斜め上方に立ち上がる。

299～303は黒色土器椀である。いずれも基本的には,体部外面の器壁に周回する丁寧な

ヘラ磨きを施している。内面の調整は磨耗のために不鮮明であるが,303に は横方向のヘ

ラ磨きを施している。

300は斜め下方に張 り出すような高台を貼 りつけており,端部は丸くおさめている。体

部は内彎しながら立ち上がる。体部の外面には幅 3 Ellll程 度の回転ヘラ磨きを施している。

内面には斜め方向のヘラ磨きが一部認められるが,全体的に磨耗しており明瞭ではない。

これらの黒色土器は内面と口縁部外周に炭素の吸着があり,黒色土器A類の範疇で考え

られるものである。

306～310は,瓦器椀である。

306は断面形が三角形を呈する高台をもち,体部はゆるやかに内彎しながら立ち上がる。

体部外面の上半部にはヘラ磨きが施されているが,下半部には粗雑な指頭痕が遺存する。

内面にもヘラ磨きが遺存するが不規則である。

307は 口縁部の破片である。器壁内外面に横方向のヘラ磨きが認められる。

308は壁表面の剥落の激しい土器である。外面の上部に横方向の粗雑なヘラ磨きがかす

かに遺存する。

309は 口縁部の破片である。内面に横方向のヘラ磨きが認められる。

310は粗雑な作 りの断面三角形の貼 り付け高台をもち,体部はゆるやかに内彎しながら

立ち上がる。.体部外面の上半部にはナデ調整ののち,ヘ ラ磨きが施されている。下半分に

は指頭痕が遺存する。内面には口縁端部内側に,かすかに沈線がめ ぐらされている。底部

内面に格子状の細かいヘラ磨きが認められ,上半部には幅 3111111程 度の大いヘラ磨きが渦巻

き状に施されている。これらはいずれも和泉型瓦器の範疇で考えられるものである。

3Hは須恵器杯蓋である。粗雑なつまみが残る。

314～317は須恵器杯である。底部外縁のやや内側に断面形が方形に近い小さな高台を貼

り付けている。

319は須恵器壷の底部である。体部外面に格子状の叩き目が残る。綾南町十瓶山周辺で

生産されたものと考えられる。

324は良好な焼成を うけた平瓦である。凹面には布 目が,凸面に縄 目が残る。須恵質を

呈する。
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325は 自磁椀の底部である。体部の高台と接する部分に,細

かい圧痕状の調整痕が残る。

285の土師器椀:302の黒色土器椀,314。 322の須恵器は,溝

内の最下層から出土している。

木製品

326は Ⅱ区A-5の溝底に接して出土している。現存長16.8

cm,厚 さ0.5cmで あるが,上下両端部と片方の側辺を欠失して

いる。遺存する一方の側辺には, l cm程度の間隔を置いて15ヵ

所に切 り欠きを施している。一方の面には,判読不明の墨書が

認められた。両方の面には不規則ではあるが,鋸歯状を呈する

細かい線刻が遺存する。斎串の可能性がある。

S D13 (第 93・ 94図 ,図版第70)

IttE o I-5グ リッドで東西方向に約17mを検出した。 I

-5グ リッドで消滅するが,E-5グ リッドでは調査地区の外

に伸びてぃる。最大幅60cm,深 さ約25cmの 規模である。検出し

た東西の両端でS D06と S D04を 破壊している。土師器,須恵

器それに蛸壷が出土している。 第92図  S Di2出 土遺物実測図 (3)

327は土師器皿である。丸味を帯びた底から内彎しながら立ち上が り,日縁端部で外方

向に引き出している。日縁端部内側に 1条の沈線文を施す。

328は蛸壷である。手捏ねで釣鐘形に仕上げている。飯蛸壷であろう。遺存状態は良く

ない。

329～331は須恵器杯蓋である。

329

33!

二 lllll1 326
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第93図  S D13出 土遺物実測図
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331は 口縁端部を斜め下方に引き出している。ナデによる調整が認められる。

332～334は須恵器杯である。

334は焼成の良くない土器で赤味を帯びている。低い高台を貼 りつけている。

S D14 (第 94図,図版第70)

V ttA-13,Ⅳ 区Q-13。 9,M-9・ 5, I-5。 1,EoA-1,I ttA-17, I

区Q-17の各グリッドで総延長約145mを検出した。最大幅150cnl,深 さ約50ollの規模であ

る。断面形は,U字形を呈している。S R02と 並走するように,その右岸に穿たれている。

I ttQ-17で S D05に破壊されており,その前後関係が判断できる。

土師器,須恵器が出土している。

0                10

1,|||||  l cm.

第94図  S Di4出土遺物実測図

335。 336は土師器皿である。

335は ,やや上げ底気味の平底部から,外反するように斜め上方に短 く立ち上がる。

338は須恵器高台付壷である。体部の肩部直下に 1条の沈線文が周回し,その周辺から

頸部直下までに, うすい緑色の自然釉が付着する。高台は斜め下方に力強 く踏み出してい

る。
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土坑

S K02 (第 95図 )

Ⅱ区A-5の北西角で,第 3層を除去したのち検

出した。地山面に穿たれている。長径約200clll,短

径約85cmの 規模で隅丸の長方形を呈している。深さ

は約50cIIIを 検出した。主軸方位はN-35° 一Wであ

る。

土坑内の南部に,底に接して幼児頭大の塊石を 2

石配置している。遺物は認められなかった。

この遺構の周辺には,土採 りか,あるいは地下げ

が行われたと考えられる。遺構の上半部は削平され

たと思われる。

S K03 (第 96図 )

Ⅱ区A-9の北辺で第 3層を除去したのち検出し

た。地山面に穿たれている。長径約170cm,短軸約

90cmの規模で隅丸の長方形を呈している。深さは約

15clllを検出した。主軸方位はN-30° 一Wである。

土坑内の埋土は,大 きく2層に区分できる。下層

に明灰色粘質土,上層に微砂粒を含んだ淡黄褐色粘

質土が堆積する。

天目茶椀の破片が出土しているが,細片のため図

化できなかった。

この遺構の周辺には,土採 りか,あ るいは地下げ

が行われたと考えられる。遺構の上半部は削平され

たと思われる。

S K04 (第 97図 ,図版第35)

l i 1 1 1 1“

第95図  S K02実測図

第96図  S K03実 測図

I ttQ-5の 南東隅で第 3層を除去したのち検出

した。地山面に穿たれている。長径約95cm,短径約45clllの規模でおおむね長方形を呈して

いる。深さは約30clllを検出した。主軸方位はN-30° 一Wである。

土坑の北 。東 。南の 3方向の落ち方は,一気にはぼ垂直に落ちているが,西側のみ途中

の
も
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に段をもつ。

土坑内の埋土は,大 きく4層に区分できる。最下層

に薄く灰色砂質土が堆積し,上層に黄灰色粘質土が堆

積する。

この土坑はS D12の左岸に接して穿たれている。

S K05 (第 98図,図版第35)

I ttQ-5の南部で第 3層を除去 したのち検出し

た。地山面に穿たれている。長軸約108cIIl,短 軸約80

cmの規模で隅丸の長方形を呈している。深さは約35clll

を検出した。主軸方位はN-60° 一Wである
`

土坑の落ち方は比較的なだらかに底にいたり,丸味

のある底を作 り出している。

土坑内の埋土は,大きく4層に区分できる。最下層

に薄く灰白色砂質土が堆積し,上層に黄灰色粘質土が

堆積する。

S K06 (第 99図,図版第36)

I ttM-1の 南辺で第 3層を除去 したのち検出し

た。地山面に穿たれている。長軸約165cm,短軸約93

cmの規模で隅丸の長方形を呈している。深さは約60clll

を検出した。主軸方位はN-25° 一Wである。

土坑内の南部を中心として,幼児頭大以上の大きさ

の石が土坑底に接 して乱雑に配置されている。

土坑の落ち方は,なだらかに落ち込み,底も比較的

丸 く作っている。

土坑内の埋土は,大 きく3層に区分できる。最下層

に灰茶色粘質土が堆積 し,上層に灰黄色粘質土,淡茶

色粘質土が堆積する。

これらの土坑は,その主軸方位をおおむねN-30°

一Wに とっている。いずれも明確な遺物を含まなかっ

たが,その形態から土壊墓の可能性がある。

|:]誓督[≧|,| | | | lcm

第97図 S K04実測図
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第98図  S K05実測図
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土壊墓  (第 100。 101図 ,

S T01

1 ttQ-17の北西角

図版第36・ 37・ 70)

で検出した。S R01の

北岸上に堆積する土層

から穿たれている。

長径約 1 88cIIl,短 径

約80cmの規模で隅丸の

長方形を呈している。

深さは約35cIIlを検出し

た。主軸方位はN-45°

一Eである。

土坑底には成人頭大

L.1 ! 1 1 1       1m

第!00図  S丁 0!実測図

×60clllの範囲で木質の腐食痕が認められ,鉄釘が土坑上部   3:9

蠅   2-
黄色粘質土が堆積し,上層に黄褐色粘質土,暗灰色粘質土,  “

5

黄褐色砂質,黄褐色砂質土が堆積する。
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鉄釘は12本を検出している。

断面形が四角形を呈するもので,上端部を片方

に折 り曲げ,さ らに平坦に加工 して頭部を作 り

出し,下端部を尖らせている。おおむね原形を

保っているもので全長約6.5cIIl程度である。

性格不明遺構

S ZOl (第 102図 ,図版第38)

I tt I-17と Ⅲ区 I-1に またがって検出し

た遺構である。 S R02の 北岸で,同 自然河川の

第!01図  S T01出 土遺物実測図

|]litl   lm

詢ys ３

・

0.219
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肩部に相当する。S R02の 検出中に確認したものであり, S R01と の前後関係は認められ

ない。長径265cnl,短径160cal,深 さ80cnlの規模である。底北側にはぼ一列に並ぶ 3基のピ

ットが穿たれている。柱間距離は,西から80cln,85clnである。それぞれのビットの規模は

直径30cm程度である。また南側に,不規則であるが 4基のビットが穿たれている。

S R02と の関係で判断すべき性格の遺構であるが,不明遺構として報告しておく。

包含層出土の遺物

石器  (第 103～ 109図 ,図版第71～ 86)

出土している石器は,ほ とんどがサヌカイ トを素材としたものである。55点を図化した。

351～353はナイフ型石器である。351は国府型ナイフである。354は横長lll片 石核である。

356ん366は石鏃である。367・ 368は石錐である。369～373は打製の石庖丁である。374は

石匙である。375～390はスクレイパーである。391は石鎌である。392～ 399は打製石斧で

ある。400は石核である。402は磨製石斧である。403～405は砥石である。406は石皿であ

る。これらの遺物は I・ Ⅱ区を中心として出土している。

土器  (第 HO・ Hl図 ,図版第87)

縄文土器から近世の土器まで出土している。18点を図化した。407～411は縄文土器であ

る。407・ 408は波状口縁をもつ深鉢である。410は体部上半に屈曲する段をもつ。前池式

に併行すると思われる。412は弥生土器高杯である。杯部と脚部のさかいめに 1条の突帯

をもつ。日縁部の近くを突帯を貼 りつけたかのように肥厚させている。413～418は弥生土

器である。S R01で出土する土器よりいくらか新しいものが含まれる。419～423は土師器 ,

424は黒色土器である。 S D12を中心とした金蔵寺下所遺跡の新しい遺構群と同時期ごろ

の遺物が大半である。425～444は須恵器である。古墳時代後期から古代末までの遺物を含

んでいる。金蔵寺下所遺跡では,古墳時代の遺構を明確には検出していないが,微量であ

るが遺構に混入していることがあった。

金属器

鈴  (第Hl図 ,図版第87)

I ttQ-9で出土した。周辺の掘立柱建物遺構 S B29。 30・ 31に ともなうものと考えら

れる。

全長4.5cll,径2.5ollの不定形な球形である。頂部に棒状の紐が2.lcln遺存する。球の下

半分に幅0。 511m程度の孔がある。球体の中央部で,上半部に較べて下半分の方が大きくな

るような段を作 り出している。紐から本体の下半部にかけて,鋳型からはみ出した痕跡
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第104図 包含層出土遺物実測図 (2)
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1:||||l cm.

第 !09図 包含層出土遺物実測図 (7)
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1,|||||  l cm.

包含層出土遺物実測図 (8)
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第‖i図 包含層出土遺物実測図 (9)

が残る。銅製と思われる。内部には,同一の素材と思わ

れる珠状の舌が遺存する。

銭貨  (第 H2図 )

I ttA-9の 第 1層から「開元通賓」が出土している。

|||||||||||l cm.

-107-

第‖2図 包含層出土銭貨拓影



第 4章 西碑殿遺跡の調査成果

第 1節  調査の概要

今回の調査で確認した遺構 。遺物は,弥生時代からのものである。調査着手時,地表面

には少量の上器が散布していた (第H3図 )。 調査区の設定には

調査対象地が階段状の水田に開墾されていた

を市道が南北に縦断しているなど調査時の土 |

右されたため,多少の不都合があるが,以下

0                 10
説明する。

|||||  l cm

第113図 須恵器 (墨書土器)実測図

I区の調査

I区は調査地の東辺部にあた り,最大幅32× 15mの範囲で調査を実施 した。この地区で

は,現在の水田耕作にともなう床土層の直下にある砂礫層から掘立柱建物遺構や ピットを

検出している。建物遺構はS B01・ 02の 2棟を検出しているが,S B01の柱穴から須恵器

片が出土 してお り,ま た S B02の 柱穴のうち 2基が S B01の 柱穴を破壊 していることから,

その前後関係が判断できる。

I区からは弥生土器 。土師器 。須恵器が出土 している。

この調査区の東部には,水分の多い暗灰色砂質土が分厚 く堆積 してお り,こ れには原地

形の谷の傾斜面が推定できる。遺跡範囲の東辺部を調査 したことになる。

Ⅱ区の調査

市道をはさんで, I区の西側に設定 した調査区である。最大幅38× 14mの範囲で調査を

実施 した。遺構の検出状況や遺物の出土状況は I区 と類似 してお り,南西部に遺構が認め

られ,北東部は稀薄な状態となっている。 ビットを検出しているが,建物遺構 としてのま

とまりは確認できなかった。

この調査区からは弥生土器・土師器・須恵器が出土 している。

Ⅲ区 。Ⅳ区 。V区の調査

Ⅲ区 。Ⅳ区・V区は開墾によって多少段差のある地形に改変されていたが,ま とまった
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範囲で調査を実施した。遺構を検出したのは,Ⅲ区では水田耕作にともなう床土層の直下

にある砂礫層からであり,Ⅳ区 。V区ではさらにその間に灰色を帯びた薄い砂質土層が一

層あるものの,同様の砂礫層からである。現地表面から比較的浅い部分で掘立柱建物遺構

やピット,溝状遺構を検出している。ピットは掘形の平面形が円形を呈するものと方形を

呈するものとに区分できるが,約 1,000基認められた。その組合せによって,35棟の掘立

柱建物遺構を確認した。そのうち, 8棟の建物遺構の柱穴から奈良時代以後の須恵器片が

出土しており,ま た別の 1棟の建物遺構S B24の 柱穴が須恵器片をともなう建物遺構SB

37の柱穴に破壊されており,合計 9棟の建物遺構が奈良時代以後に設けられたものと考え

られる。また,直径が20cm前後の円形のビットを柱穴としている建物遺構が 5棟認められ

る。これらの中で,Ⅲ区で確認した柱穴の平面形が方形の掘形をもつS B14は , 1間 ′× 1

間 (5。 7× 4.4m)の建物遺構であるが,その一つの柱穴掘形の規模は一辺が160cmを計る

巨大なものである。

建物遺構群には顕著な集中や規則性は認められない。ただ,Ⅳ区の南西部で確認したS

B35と ,その西方約 7mで確認したV区のS B25。 27の 3棟の建物主軸がおおむね真北の

方向を指しており,相互に密接な関連をもっていた可能性がある。また,距離は隔たって

いるが S B07・ 18・ 23・ 35,それに I区のS B02が前記した 3棟の建物主軸に近い方位を

示している。

この調査区からは弥生土器,土師器,須恵器それに石器が出土している。V区の西辺部

には I区の東部で見られたものと同様の,水分を多く含んだ暗灰色砂質土が分厚く堆積し

ており,こ の場所にも原地形の谷の傾斜面が推定できる。西碑殿遺跡が,弥谷山の山塊か

ら伸びた谷筋に形成された扇状地状を呈する地形の上に立地していることから考えて, I

区からV区の調査地はⅢ区を頂点にし,東西両方向に向かってなだらかに傾斜する地形に

位置していることになる。

Ⅵ区の調査

I区～V区の調査区と距離を隔てて設定した調査区である。V区の西方50mで,標高約

50mの丘陵中腹にあたり,東方向に開けたテラス状の地形を呈している。調査時には蜜柑

畑に開墾されており,その耕作土直下の風化した安山岩質の土層に遺構は穿たれていた。

ピットを検出しているが,建物遺構などのまとまりとしては把握できない。

この調査区からは,石鏃や中近世の土器片が出土している。
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第 2節  土 層 序

弥谷山塊には山頂からふもとに向って何筋もの谷が刻まれているが,西碑殿遺跡は,南

の方に伸びた谷筋に形成された扇状地状の地形の先端部に位置している。今回の調査地区

の南方は大きく段差をもって落ち込んでおり,現在「大池」と呼ばれる溜め池となってい

る。東西方向の断面形が,かまばこ状を呈した扇状地に位置していることになり, I区 の

東部とV区の西部で,傾斜面にいたる肩部と考えられるものを試掘調査で検出している。

遺構は,比較的浅いレベルで検出した。以下,土層序の説明をするが,Ⅲ区からV区の東

西方向の土層は,Ⅲ 区17列 とⅣ区17列,V区 17列の土層図 (第H4・ H5図)で,南北方向

をⅣ区A列の土層図 (第H6図)でそれぞれ示した。

I区・Ⅱ区

基本的に 4層に区分できる。第 1・ 2層は,現在の水田耕作にともなう耕作土と床土層

である。第 3層は,暗灰色粘砂質土層であり弥生時代から近世にいたる少量の遺物を含ん

でいた。第 4層の明黄灰色砂礫土層で遺構を確認した。小豆大以上の大きさの礫を混入し

た粘質を帯びた土層である。西から東に向かって約HOcnlの比高差がある。遺構は,現表

土下約17cmで検出した。

Ⅲ区 。Ⅳ区・V区

第H4・ H5図の土層図で示すとおり,こ の調査区の耕作土は調査の着手以前に除去され

ていた部分が多い。Ⅲ区L-17ポ イントの付近で標高35。 8m程度,VttQ-17付近で標高

38.4m程度である。調査時の地形は北西から南東に向って階段状に開墾されていた。耕作

土が残っていたⅣ区の堆積状況は,基本的には第 1層 ―暗灰色粘質土層,第 2層 一赤褐色

粘砂質土層,第 3層 一暗灰色粘砂質土層,第 4層 一明黄灰色砂礫土層である。部分的に第

2層 と第 3層の間に,砂礫混 じりの暗灰色砂質土や粘質の灰色砂質土,明黄灰色砂質土 ,

灰色砂質土が堆積する。これらは,開墾による客土の可能性がある。遺構は第 4層の明黄

灰色砂礫土層に穿たれている。

V区の南北方向の土層断面図に示 したが,一度水田面が作 り直されている。第 1・ 2層

の現在の水田耕作にともなう土層の下に,砂礫混 じりの灰色粘砂質土層があ り,さ らにそ

の下層に旧床土層が認められる。その下層の灰色粘砂質土層には微量の土器片を含んでい

る。遺構を検出したのは,第 4層の明黄灰色砂礫土層である。小豆大以上の大きさの礫を
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含み,灰色が混ざった汚れた土層であり,水分を帯びている。

Ⅵ区

海抜約52.4mの丘陵中腹のテラス状の場所に設けた調査区である。調査着手時には蜜柑

畑に開墾されており,散水用のスプリンクラーや給水パイプが縦横に敷設されていた。

基本的に 3層に区分できるが,第 1・ 2層は,蜜柑作 りにともなう土壌であり,第 3層

の安山岩が著しく風化した土壌に遺構が穿たれている。第 1・ 2層に微量の弥生時代の遺

物と近世以後の遺物が混在して含まれている。

第 3節  遺構 と遺物

今回の調査で確認した遺構は,掘立柱建物遺構,溝状遺構, ビットであり,遺物は弥生

土器,石器,土師器,須恵器,陶磁器である。以下,遺構ごとに説明する。

建物遺構

S801 (第 H7図 ,図版第93)

I区で検出した。

二間×一間の東西棟であり,建物主軸

はN-63° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は,約 180cIIl,約 250cIIl,

梁部の柱間距離は約250cIIlである。

検出した柱穴掘形は一辺80cIIl,深 さ55

clll程度の規模である。

この建物遺構の柱穴であるS P28と S

P34が,後述するS B02建物遺構の柱穴

であるS P29と S P31にそれぞれ破壊さ

れていることからその前後関係が判断で

きる。

細片のため図化できなかったが弥生土

器,須恵器片が柱穴から出土している。

S B02 (第 H8図 ,図版第93)

I区の南西角で検出した。

第‖7図  S B01実測図

111111   1m

-114-



五間×二間以上と復原できる

東西棟であり,建物主軸はN一

89° ―Eを さす。

南半分は調査地外になるため

調査できなかった。

桁部の柱間距離は西から約

150cIIl,約 150clll,約 155cll,約 155

clll,約 1 50clll,梁 部の柱間距離

は約165cIIl,約 165clllで ある。検

出した柱穴掘形は,一辺75cIIl,

深さ40cm程度である。

この建物遺構の柱穴 S P31・ 29が

前後関係が判断できる。

SP 130

第‖8図

S B01の 柱穴 S P34

111:11   1m

S B02実測図

28を破壊していることからその

◎
ヽ

ローg―◎―酢日ν
ｌ
の

S B03 (第 H9・ 120図 ,図版第93・ 94

Ⅲ区で検出した二間×一間の東西棟であ

り,建物主軸はN-77° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は約225oll,約 235clllで梁

部の柱間距離は約260cIIlである。

検出した柱穴掘形は,一辺約80oll,深 さ

40cm程度の規模である。

SPHO。 130の柱穴から2～ 4の土器が

出土している。いずれも弥生土器である。

2・ 3は壷の破片であり, 2の端部と頸

部に凹線文が施されている。 4は甕の破片

であり,日縁端部に凹線文が認められる。

1l1111   1m

第‖9図  S B03実測図

0           10

1.|||||  l cm

。109)

第 !20図  S B03出土遺物実測図
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図版第94。 95)

建物主軸はN一

70° 一Eを さす。

桁部の柱間距離

は西から約225clll,

約230oll,約 235cln

で梁部の柱間距離

は約240011,約 240

cmである。

検出した柱穴掘 第121図  S B04実測図

形は直径約35cIIl,深 さ20cm程度の規模である。

この建物遺構は西側に廂を設けている。建物西辺から約230clllを隔てて 3基のビットが

直線上に並ぶ。柱間距離は約235clll,約 245cmである。柱穴掘形は,直径約35clll,深 さ20clll

程度の規模である。

この建物遺構の東辺部には調査時に道路があり,南東角の柱穴は確認できなかった。

S B05 (第 122。 123図 ,図版第94)

Ⅲ区の S B03の南方約2.5mで検出した二間 ×

一間の東西棟であ り,建物主軸はN-74° 一Eを

さす。

桁部の柱間距離は約195cm,約 205clllで梁部の柱

間距離は約200011である。

検出した柱穴掘形は,一辺約60oll,深 さ25cm程

ズ

度である。

S P93の 柱穴

から 5の上器が

出土 している。

|.111  cm.

第 122図  S B05出 土遺物実測図

|!1111   1m

第123図  S B05実測図
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弥生土器甕の破片である。

S B06 (第 124図 ,図版第95)

Ⅲ区でS B04・ 05と 重複して検出した二

間×一間の東西棟であり,建物主軸はN一

79° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は約240cm,約 260cmで梁

部の柱間距離は約310clllである。

検出した柱穴掘形は,一辺約70cm,深 さ

30cIIl程度の規模である。

この建物遺構S B06は S B04・ 05と 重複

する位置で検出したが,各柱穴は異なった

場所に穿たれているため,前後関係は判断

できない。

弥生土器と思われる土器細片が出土して

いるが,図化できなかった。

S B07 (第 125図 ,図版第95)

Ⅲ区の北辺部で検出した。

二間×一間のやや狭長な東西

棟であ り,建物主軸はN-90°

一Wで,ほぼ真北と直交する方

位を指し示す。

桁部の柱間距離は,約 300cm,

約260cmで梁部の柱間距離は ,

約250cmである。

検出した柱穴掘形は,不定形

で統一性を欠くが一辺約60卿 ,

深さ30cm程度の規模である。

顕著な遺物は出土 していな

い 。
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第 124図  S B06実測図
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S B08 (第 126図 ,図版第95)

Ⅲ区の北辺部で検出した。

二間×二間の南北棟であり,建物主軸は

N-15° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は,約 200cal,約 200cmで

梁部の柱間距離は,約 175cm,約 175cmであ

る。

検出した柱穴掘形は,直径約40cm,深 さ

10cm程度の規模である。

顕著な遺物は認められない。

東辺中央部の柱穴は確認できなかった

が,検出した各柱穴の深さが比較的浅い検

出状況から判断して,こ の建物遺構の上面

は大きく削平されていると考えられる。

この建物遺構は,南側で検出しているS

B04と はぼ直交する建物主軸方位をもっている。

S B09 (第 127図 )

Ⅲ区で検出した。S B03の 西

方約 3mに位置する。

二間×一間の東西棟であ り,

建物主軸はN-80° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は,約 205cm,

約 195clnで 梁部の柱間距離は ,

約280cmで ある。

検出した柱穴掘形は一辺約80

cm,深 さ40cnl程度の規模である。

北辺中央の柱穴は確認できな

かった。

顕著な遺物は認められない。

111111   1m

第!26図  S B08実測図

|:1lll    lm

第127図  S B09実測図
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S B10 (第 128図 ,図版第96)

Ⅲ区で検出した二間×

一間の東西棟で,建物主

軸はN-53° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は,約

255clll,約 285cmで梁部の

柱間距離は,約 300cmで

ある。

検出した柱穴掘形は ,

一辺約HOcm,深さ50clll

程度の規模で,遺存状況

は良好である。

なお北東角の柱穴は ,

完掘できなかった。

SB‖  (第 129。 130図 ,図版第96)

Ⅲ区で検出したやや狭長な三

間×一間の東西棟であ り,建物

主軸はN-72° 一Wを さす。

0                 10

1.:1111  1 cm

第 129図 SB‖ 出土遺物実測図

llllll    lm

第128図  S B10実測図

|!1111   1m

第i30図  SBl!実測図

桁部の柱間距離は約210cm,約 160clll,約 200cmで 梁部

の柱間距離は約2606mである。

検出した柱穴掘形は,一辺約70cIIl,深 さ50clll程度の規

模である。

S P254の柱穴から6の土器が出土している。弥生土

器甕である。
-119-
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S B12 (第 131図 ,図版第98)

Ⅲ区で検出した三間×一間の南北棟である。

建物主軸はN-47° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は,北から約190cln,約 195clll,約

185cnlで 梁部の柱間距離は,約 270ollである。

検出した柱穴掘形は,直径約40cln,深 さ20clll程度

の規模である。

この建物遺構の柱穴であるS P256。 266が, SB

Hの柱穴であるS P255と S B13の 柱穴S P267を そ

れぞれ破壊しており,前後関係が判断できる。

S Bi3 (第 132・ 133図 ,図版第98)

Ⅲ区で検出した一間×一間の南北棟であり,建物

主軸はN-35° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は約400cmで ,梁部の柱間距離は

約300cmである。

検出した柱穴掘形は,一辺約90cln,深 さ。70cIIl程度の規模である。

この建物遺構の柱穴であるS P267が S

B12の柱穴 S P266に 破壊されてお り,そ

の前後関係が判断できる。

S P215の 柱穴から7の土器が, S P 268

の柱穴から8の土器が出土している。弥生

土器甕の破片である。 7は 日縁部に凹線文

を施し,体部上半にヘラ磨きが遺存する。

SP 215

0                 10

1.11111  1 cm

第 132図  S Bi3出土遺物実測図

|11111   1m

第131図  S B12実測図

|||!11    1m

第 133図  S B13実測図
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S B14 (第 134。 135図 ,

Ⅲ区の北部で検出し

た一間×一間の東西棟

である。

建物主軸はN-82°

一Eを さす。

桁部の柱間距離は,

約570cmで梁部の柱間

距離は,約 440cmで あ

る。検出した柱穴掘形

は,一辺約170cm,深

さ約HOcm程度であり,

西碑殿遺跡で確認した

柱穴の中でも際立って

巨大なものである。

また柱の痕跡は直径

45cIIlで あった。

sP 277

図版第99)

111111   1m

第i34図  S B14実測図

0                 10

1`||||l   cm

第i35図  S B14出土遺物実測図

S P277と S P 289の柱穴から弥生土器が出土している。

9。 10は高杯,H～ 13は壷,14は甕である。
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ヽ

sP 289
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S B15 (第 136。 137図 ,図版第99)

Ⅲ区で検出した二間×一間の東西棟で

あり,建物主軸はN-70° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は,約 235clll,約 205cm

で梁部の柱間距離は,約 230cIIlである。

検出した柱穴掘形は,直径約45cIIl,深

0                 10

1`|||||  l cm

第i36図  S B15出土遺物実測図

さ30clll程度の規模である。

S P295の 柱穴から土器が出土している。

弥生土器壷と須恵器の細片である。

S B16 (第 138図 )

Ⅲ区の北辺部で検出した二間×一間の

南北棟である。

建物主軸はN-26° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は,約 240cm,約 270clll

で梁部の柱間距離は約300cmである。

検出した柱穴掘形は,不定形で統一性

を欠くが,一辺約80cm,深さ60cIIl程度の

規模である。

遺構の検出状況から見て,柱穴の残 り

方は比較的良好なものである。

弥生土器細片が出土しているが,図化

できなかった。

今回検出した掘立柱建物遺構群のなか

では,北辺部に位置している。

|lllll   lm

第137図  S B15実測図
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第138図  S B16実測図
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SB!7 (第 139図 ,図版第99。 100)

Ⅲ区の西辺部でS B18建物遺構と重複して

検出した。

二間×一間の東西棟であり,建物主軸はN

-87° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は,約220cm,約 190cmで梁

部の柱間距離は,約 260cmである。

検出した柱穴掘形は,不定形で統一性を欠

くが,一辺約55clll,深 さ15cIIl程度の規模であ

り,遺存状況は良くない。

この建物遺構の柱穴であるS P318と SP

32oが,後述する建物遺構S B18の 柱 S P319

とS P325を破壊しており,その前後関係が

判断できる。

顕著な遺物は出土していない。

S B18 (第 140図 ,図版第99。 100)

Ⅲ区の西辺部でS B17建物遺構と重複して

検出した。

一間×一間の東西棟であり,建物主軸はN

-89° 一Eの真北とはぼ直交する方位を指し

示す。

桁部の柱間距離は,約 310clllで 梁部の柱間

距離は約230cmである。

検出した柱穴掘形は,一辺約80cIIl,深 さ30

cm程度の規模である。

この建物遺構の柱穴であるS P319と SP

325が ,建物遺構 S B17の柱穴であるS P318と

前後関係が判断できる。

顕著な遺物は出土していない。

|III11   1m

第139図  S B17実測図

|`11111   1m

第140図  S B18実 測図

P326に それぞれ破壊されており,その
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SB!9 (第 141・ 142図 ,図版第24・ 25。 100。 108)

Ⅲ区の西辺部でS B15と 重複して検出した。

二間×一間の東西棟であり,建物主軸はN-79° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は,約270cm,約200011で梁部の柱間距離は,約 280clllである。

検出した柱穴掘形は,一辺約80clll,深 さ50oII程度の規模である。

この建物遺構のS P 298と S P331の 柱穴から遺物が出土している。16は弥生土器甕の破

片であり,17はサヌカイ トを素材とした平基式の石鏃である。

sP 298
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第14!図  S B19出土遺物実測図

S B20 (第 143図 ,図版第100)

Ⅲ区の西辺部で検出した。

二間×一間の東西棟であり,建物主

軸はN-49° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は,約 170clll,約

210cIIlで梁部の柱間距離は,約 220cm

である。

検出した柱穴掘形は,平面が円形

のもので直径約40cln,深 さ10cm程度

であり,遺存状況があまり良くない

ことから,遺構上面が削平されていると考えられる。

顕著な遺物は出土していない。

|11111   1m

第142図  S B19実測図

||!lll    lm

第143図  S B20実測図
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S B21 (第 144。 145図 )

Ⅳ区の東辺部で検出した。南北方向に主軸をもつと考えられる建物

遺構である。調査時の地形が,こ の部分で階段状に開墾されており,

約50clllの段差をもって東側が低くなっていた。水田畦畔と調査時期に

問題があり,片側の桁部分だけの三間分の確認であったが,今回は建

物遺構として報告しておく。建物主軸はN-14° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は北から約130cm,約 170clll,約 160cmである。

検出した柱穴掘形の規模は,一辺約90cm,深 さ20clll程度である。

か:1'iMll[[、互
いJゝ

:

弥生土器甕と考えられる。

S B22 (第 146。 147図 ,

図版第 101)

Ⅳ区で検出した。

二間×二間の東西棟であり,

-86° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は,約 200clll,約 180clllで 梁

部の柱間距離は,約 330clllである。

検出した各柱穴掘形は,不定形で統一性を

欠くが,一辺約50cm,深さ30cm程度の規模で

ある。

この建物遺構の柱穴であるS P531と SP

649か ら土器が出土している。20は弥生土器

壷の破片であり,21は同高杯の破片である。

Ш .∠ 9

10

|.|||||  l cm    m‖  lm

第144図  S B21出土遺物実測図  第145図  S B21実測図

建物主軸はN

鰤

|
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―のコ

|11lll    lm

第146図  S B22実 測図

SP 649

S B22出土遺物実測図
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S B23 (第 148図 ,図版第101)

V区で検出した四間×二間以上の南北棟であり,総柱の建物遺構である。建物主軸はN

-3° 一Wを さす。桁部の柱間距離は,北から約200cm,約 195cll,約 215cm,約 200cmで梁

部の柱間距離は,西から約215clll,約 190cmである。検出した柱穴掘形の規模は,一辺約70

cln,深 さ30clll程度の規模である。良好な遺物は出土していない。

調査時の地形が,こ の部分で階段状に開墾されており,約 50cIIlの段差をもって東側が低

くなっていた。用地取得時期の問題があり,そのため東側の畦畔の下の調査が実施できな

|II111   1m

第148図  S B23実測図
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V区の東辺部で検出した。二間×一間以

上の規模をもつと考えられる東西棟であ

る。S B23と 同じように,階段状に開墾さ

れた地形の部分に位置するため,その東側

の調査が実施できなかったが,今回は同規

模の建物遺構として報告しておく。

建物主軸はN-62° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は,約375cmで梁部の柱

間距離は,約 370cmである。

検出した柱穴掘形は,一辺約50cIIl,深 さ

25clll程度の規模である。

この建物遺構の柱穴であるS P 724が ,

かったが,今回は同規模の建物遺構として報告しておく。

S B24 (第 149図 ,図版第102)

111111   1m

第149図  S B24実測図

建物遺構 S B37の 柱穴 S P 723を 破壊 していることから,その前後関係が判断できる。

S B25 (第 150図 ,図版第102・ 103)

V区で検出した三間×二間以上の南北棟

であり,総柱の建物遺構である。

建物主軸はN-0° ―Wの真北方向をさ

す。この建物遺構から東側が後世の削平を

うけているため,南東角部の柱穴が確認で

きなからた。

桁部の柱間距離は約150cm,約 135cm,約

165cmで ,梁部の柱間距離は約1 75cIIl,約

175clllで ある。検出した柱穴掘形は一辺約

60cm,深 さ20cln程度の規模である。

この建物遺構 S B25の西方約4.5mに ,

ほぼ同一の建物主軸をもった総柱の建物遺

構 S B28が位置する。配置状況や主軸方向

から,両建物に密接な関連が推定できる。

|11111    1m

第150図  S B25実測図
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S B26 (第 151・ 152図 )

V区で検出した二間×一間の南北

棟である。

建物主軸はN-46° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は,約240cm,約

230cElで梁部の柱間距離,は約300cm

である。

検出した柱穴掘形の規模は,一辺

約80cm,深 さ40cln程度であるが北西

角の柱穴平面形は円形を呈する。

この建物遺構の S P 862の柱穴か

ら土器が出土している。弥生土器甕で

あり,日縁部に 2条の凹線文を施す。

口
”
　

ｍ⑩

/
⑧
Ｆ
Ｌ
⑥

0                 10

LIIIII  l cm

第152図  S B26出土遺物実測図

S B27 (第 153図 ,図版第103)

V区で検出した二間×二間以上と考えられる

南北棟である。

建物主軸はN-14° 一Wを さす。

S B25と 同じように,その南半部が後世の削

平を うけてお り,桁部は二間分の確認にとどま

った。

桁部の柱間距離は,約 175oll,約 165cmで梁部

の柱間距離は,約 155ollで ある。

検出した柱穴掘形は,一辺約60cln,深 さ30cIII

程度である。

|II111   1m

第15i図  S B26実測図

|11111    1m

第 153図  S B27実測図
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S B28 (第 154図 ,図版第103)

V区で検出した三間×二間の南北棟で

あり,総柱の建物遺構である。

建物主軸はN-1° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は,北から約200cIIl,

約170clll,約 160cmで梁部の柱間距離は,

西から約210cm,約 190cmである。

検出した柱穴掘形の規模は,一辺約60

cm,深 さ30cIIl程度である。

この建物遺構S B28の 東方約4.5mに ,

ほぼ同一の建物主軸をもった総柱の建物

遺構 S B25が位置する。配置状況や主軸

方向から,両建物に密接な関連が推定で

きる。

S B29 (第 155。 156図 ,図版第104

・108)

V区のS B26の 東で検出した二間×一

間の東西棟である。

建物主軸はN-58° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は,.約 150cIIl,約 210cm

で梁部の柱間距離は,約 270cmである。

検出した柱穴掘形は,不定形で統一性

を欠くが,一辺約60cm,深 さ45cln程度の

規模である。

この建物遺構のS P923の 柱穴から土

が出土している。

弥生土器高杯の

脚部である。脚

端部に 2条の凹

線文を施す。

0                 1o

l:|||||  l cm

第155図  S B29出土遺物実測図
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第 154図  S B28実測図

|11111    1m

第156図  S B29実測図
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S B30 (第 157・ 158図 ,図版第105。 108)

V区の西辺部で検出した一間×一間の東西棟であ

る。

建物主軸はN-63° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は約300cIIlで ,梁部の柱間距離は

約250ollである。

検出した柱穴掘形は,

不定形であり統一性を

欠くが,一辺約50clll,

深さ30cm程度である。

この建物遺構のSP

0                 10

1.11111  1 cm

第157図  S B30出 土遺物実測図

弥生土器壷である。

|11111    1m

第158図  S B30実測図

||||||   lm

第159図  S B31実測図

985の 柱穴から24の土器が出土 している。

S B3!(第 159。 160図 )

Ⅳ区の北辺部で検出した三間×三間

の東西棟である。

建物主軸はN-88° ―Wを さす。

桁部の柱間距離は約180cIIl,約 130cIIl,

約 160cIIlで 梁部の柱間距離は約H5cm,

約1 15clll,約 160cIIlで ある。

検出した柱穴掘形の規模は,不定形

であ り統一性を欠 くが,一辺約60cm,

深さ35cm程度である。

この建物遺構の S P 398・ 401。 497

一　

　

　

　

一
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第 160図  S B31出 土遺物実測図
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・502の柱穴から25～ 30の土器が出土している。

25は土師器椀である。26～ 29は須恵器皿 。壷・

杯蓋,30は土師器杯である。

S B32 (第 161・ 162図 ,図版第105)

Ⅳ区のS B22の 東側で検出した二間×一間の

南北棟である。

建物主軸はN-31° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は,約260cm,約280cmで梁部

の柱間距離は,約 300cIIlである。

検出した柱穴掘形は,不定形であり統一性を

欠くが,一辺約70clll,深 さ65clll程度である。

この建物遺構のS P434・ 422・ 426・ 449。

525。 530の柱穴から遺物が出土している。31は

須恵器甕,32～ 35。 37・ 38・ 42・ 43は弥生土器

壷,36・ 39～ 41は弥生土器甕である。44は サヌカイ
SP 434                                      !

…0

|.11:||    lm

S B32実測図第 161図

卜製の石鏃である。
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第 162図  S B32出 土遺物実測図
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S B33 (第 163・ 164図 ,図版第106)

Ⅳ区でS B34の北に接して検出した二間

×一間の小規模な東西棟である。

建物主軸はN-62° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は,約 195cIIl,約 195cmで

梁

部の柱間距離は,約 170cIIlで

あり,やや狭長な形の建物遺

構である。           ||||||l cm
検出した柱穴掘形は,不定 第‖咽 S B33出 liE物実測図

形であり統一性を欠くが,一

辺約40cm,深 さ20cm程度の規模である。

S B34 (第 165。 166図 ,図版第106)

Ⅳ区でS B33の 南に接して検出した二間×一

間の小規模な南北棟である。

建物主軸はN-16° 一Wを さす。

桁部の柱間距離は,約 175clll,約 155cIIlで 梁部

の柱間距離は,約 190oIIで ある。

検出した柱穴掘形は,一辺約60clll,深 さ25cIIl

程度の規模であり,やや狭長な形の建物遺構で

ある。

この建物遺構のS P485・ 566・ 570・ 575の 各

柱穴から土器が出土している。46・ 49は須恵器

壷 ,｀ 48は弥生土器壷である。
SP 485

||1111    1m

第164図  S a33出土遺物実測図

||llll   lm

第165図  S B34実測図

SP 566

0                10

1`|llll  l cm

7~′         45

この建物遺構のS P 564の 柱穴から45の土器が出土している。須恵器杯である。

了 夕

第 166図

｀49                 叫

S B34出土遺物実測図



S B35 (第 167・ 168図 ,図版第106)

Ⅳ区の南端部で検出した。

四間×一間以上の規模の南北棟と考えられる

建物遺構であり,東側の桁部の四間分と北側の

梁部一間分を検出した。

建物主軸は,N-3° 一Eのほぼ真北方向を

指し示す。

桁部の柱間距離は,北から約150cal,約 150oll

約150cm,約 170cmであり,梁部の柱間距離は約

230cIIlである。

検出した柱穴掘形の規模は,一辺約70cll,深

さ60clll程度であり,遺存状況は比較的良好であ

った。

この建物遺構のS P613・ 614・ 616・ 617の 柱 第 !67図  S B35実測図

穴から土器が出土している。50は須恵器杯蓋,51は同杯身,52は同高杯,53・ 54は 同椀 ,

は同杯蓋であり,55は弥生土器の壷,57は弥生土器高杯である。

SP 614
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0                 10

1,||||  l cm

第168図  S B35出 土遺物実測図
この建物遺構 S B35は , S B23・ 24建物遺構などと同じように,階段状に開墾され改変

された部分にあり,ま た用地取得時期の問題があったため,西側と南側の調査が実施でき

なかったが,今回は同規模の建物遺構として報告しておく。

S B36 (第 169。 170図 ,図版第107)

Ⅳ区で検出した二間×一間の南北棟である。

建物主軸はN-8° 一Eを さす。
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桁部の柱間距離は,約 185cIIl,約 195cIIlで 梁部の柱間距離は,約 340cIIlである。

検出した柱穴掘形は,一辺約70clll,深 さ25cll程度の規模であるが,不定形で統一性を欠

き,ま た遺存状況も良くない。

この建物遺構のS P637の柱穴から遺物が出土している。58は須恵器杯である。59は サ

ヌカイ トを素材としたの平基式の石鏃,60はサヌカイ トを素材としたスクレイパーである。

SP 637

‐―

r′

58

0        5

111 1 1 1 1ё m

|

度の規模ある。

この建物遺構 の SP

717の柱穴か ら土器が出

土 している。61は須恵器

杯ある。

0                 10

1.|||||  l cm

第171図  S B37出土遺物実測図

LI I I I lcm

第 169図  S B36出土遺物実測図

S B37 (第 171・ 172図 ,図版第107)

V区の東辺部で S B24建物遺構 と重複 して検出

した。

二間×二間以上の規模をもつと考えられる東西

方向の建物遺構である。

建物主軸は,N-73° 一Eを さす。

桁部の柱間距離は,約 220cln,約 210clllで梁部の

柱間距離は,約 215clll,約 175ollで ある。

検出した柱穴掘形は,一辺約70cm,深 さ40cIIl程

||||||   lm

第170図  S B36実 測図

111111    1m

第172図  S日 37実測図
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この建物遺構の柱穴であるS P723が,S B24の柱穴 S P 724に破壊されていることから,

その前後関係が判断できる。

S B24と 同じように階段状に開墾された地形の部分に位置するため,建物東半部の調査

は実施できなかったが,今回は同規模の建物遺構として報告しておく。

柵列遺構

S AO! (第 173図 ,図版第104)

V区で柵列と考えられるものを検出している。 4本の柱穴が 1列に並

ぶ。主軸方位はN-8° 一Wを さす。

柱間距離は約135cIIl,約 155cm,約 170clllである。それぞれの柱穴は比

較的小規模なもので,直径40clll程度である。また深さは20011程度を検出

している。遺物は出土していない。

人
ず
１
０
「
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◎
「
―

○
「

＝
彙

溝状遺構

S DO! (第 174図 )

Ⅳ区の東辺部で検出した。

幅約44clll,深 さ約7.3cmの 規模である。途中ではぼ

直角に屈曲するような不規則な形で穿たれており,付

随する施設は確認できなかった。溝内から弥生土器が

出土しているが, 1点を図化した。134は弥生土器の

破片である。口縁部に 3条の凹線文を施している。

111111   1m

第!73図  S AOl実測図

0                 10

1.lllll  l cm

第!74図  S DO!出土遺物実測図

ビット

調査地域全体で1,100を越す数のビットを検出している。組合せとして建物遺構と判断

できなかったものもあろうが,こ こではビットの中から出土した遺物について,各区ごと

に説明する。
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I区・Ⅱ区・Ⅲ区のビット出土遺物  (第 175図 ,図版第109)

62は S P12か ら出土した須恵器杯の蓋である。

63は S P13か ら出土した須恵器杯である。断面形が方形になるように高台を貼 りつけて

いる。全体をナデによって調整している。

64・ 65は S P51か ら出土している弥生土器である。64は壺の頸部で口縁部に 4条の凹線

文が施され,頸部にかけてヘラ磨きが残っている。65は甕の底部である。ヘラ磨きが遺存

している。                                   `

66は S P58か ら出土した高杯である。ヘラ磨きによる調整が残る。

67は S P59か ら出土した。弥生土器壷の把手と考えられる。丁寧なヘラ磨きが残る。

68は S P54か ら出土した弥生土器の壷である。日唇部に 2条の,頸部に 4条の凹線文を

施す。頸部の相対する位置に,二孔=対の孔をもつ。肩部に刺突文がみられる。

69は S Pl15か ら出土した弥生土器高杯の脚部である。上部に 7条の,下部に 4条以上

のヘラ描き沈線文をもつ。

70は S P182か ら出土した弥生土器高杯の脚部である。

71は S P 204か ら出土した弥生土器鉢である。

SP 12        .                  sP 51                  sP 58

0                 10

1,||| l   cm

第175図  I区・Ⅱ区のビット出土遺物実測図
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72は S P 204か ら出土した弥生土器高杯の脚部である。

73は S P252か ら出土した弥生土器壺である。日縁部外面に 2条の凹線文を,内面にヘ

ラ描きの斜格子文を施す。

74は S P251か ら出土した弥生土器壺である。日縁部に 3条の凹線文を施す。

75は S P347か ら出土した弥生土器高杯である。

76は S P 250か ら出土した須恵器杯蓋である。全体をナデによって調整している。

Ⅳ区のビット出土遺物  (第 177・ 178図 ,図版第109・ Hl)

77と 78は S P395か ら出土した弥生土器甕と壷である。78の 内面には斜目方向のヘラ描

き沈線文が残る。

79か ら82は S P459か ら出土している。79。 80は壷である。81は甕の底部である。82は

高杯として図化した。いずれも弥生土器である。

83か ら89は S P469か ら出土した弥生土器である。84は厚手の土器であるが甕として図

化した。

90か ら92は S P484か ら出土している。 3点 とも完形に復原できた。90は胴部下半にヘ

ラ磨きを,上半には刷毛状工具による調整を施している。口縁部外面に 2条の凹線文と内

面に 1つの円形浮文が認められる。91は 92と ほとんど同じ調整をした土器であるが, 日縁

部に 3条の凹線文と内面に 3つの円形浮文, 2つ の棒状浮文が認められる。92は 90。 91と

ほとんど同じ調整を施した土器であるが,日縁内部の浮文が認められない。

なお, S P459は Ⅳ区の東辺部で検出した遺

構である。

直径約50cm,深 さ45clllの不定形なピットであ

る。90～ 92の 3つの土器が,幼児頭大の石に覆

われる様な状態で出土している。

93か ら96は S P 490か ら出土している。93は

須恵器杯蓋である。95は弥生土器口縁部の破片

である。96は土師器甕である。95を除いたもの

は奈良時代の土器である。

97か ら99は S P548か ら出土した弥生土器甕

である。97は 口縁部に 3条の凹線文が残る。

100か ら104は S P 555か ら出土した弥生土器
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第176図 Ⅳ区S P484実測図

-137-



SP 395

SP 484

SP 597

sP 469
頸

　

一

７８
SP 459

¬ 焉 フ 調

SP 548

｀`          98

SP 583

ヽ
、

、 =======上 ■ .[===``′
':・105尚趾

｀

血 1“

SP 688

0                 10

1,|||  l cm

110

第177図 Ⅳ区のビット出土遺物実測図 (1)
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である。102は高杯であり,赤色顔料を塗布している。104は壷である。口縁部内面に円形

浮文と竹管文を施している。

105は S P583か ら出土した土師器小皿である。

106か ら108は S P 576か ら出土している須恵器である。

109と 110は S P597か ら出土した。109は 中世前半ごろの土師器椀である。

lHは S P58助 らヽ出土した。器高は5。 4clllと 高いものである。

112は S P601か ら出土した須恵器である。杯部は内彎しながら立ち上がる。奈良時代前

半ごろの土器である。

113と 114は S P688か ら出土した弥生土器である。H3は太い 2条の凹線文が遺存してお

り,高杯脚部として図化した。

115か ら120は石鏃である。

118は S P538か ら出土したサヌカイ ト製の打製石斧である。122は S P 629か ら出土した

サヌカイ ト製の石錐である。

V区のビット出土遺物

125は S P 1033か ら出土した。粗製の土器で,日縁部外面にヘラ状の工具による圧痕を

もつ。土師器の鉢として図化した。126は S P992か ら出土した。口縁部外面に 1条の突帯

文をもつ。127か ら130は S P 727か ら出土した土師器椀である。中世前半の土器であろう。

132は S P 1012か ら出土している。打製石斧と考えられる。

Ⅵ区のピット出土遺物
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包含層出土の遺物
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第 5章 り に

金蔵寺下所遺跡は17,000ピ ,西碑殿遺跡は4,400ピ の発掘調査であった。検出した遺構

は掘立柱建物遺構や溝状遺構を中心とするものであった。遺構について検討しておわ りに

かえたい。

1.金蔵寺下所遺跡

I区西半部の変遷

I ttA・ E・ I-5

～17の変遷を図化する

と第184図 となる。南

北方向に流れをもって

いた弥生時代の自然河

川 S R01が埋没 したの

ち,奈良時代の溝状遺

構 S D02・ 03が 穿た

れ,さ らに巨大な溝状

遺構であるS D04が設

けられる。それと相前

後 して,建物遺構 SB

01・ 02な どが S D02・

03の埋没後に設けられ

ている。 S D02・ 03か

らS B01・ 02な どの建

物遺構への変遷は,長

期間にわたるものとは

考えがたい。

(第 184図 )

Ｔ Ｎ

Ａ

鰊

第184図  I区西半部変遷図
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掘立柱建物遺構

検出した31棟の建物遺構のうち,柱穴掘形の平面形の違いで区分すれば,方形の柱穴掘

形をもつものが22棟,円形の柱穴掘形をもつものが 9棟である。さらに,方形の柱穴掘形

をもつ建物遺構を建物主軸の方位で区分すれば (第 3表),

①N-90° 一W前後あるいは,それと直交する主軸方位をもつものが 5棟。

(S B01・ 07・ 08。 14・ 17)

②N-54° 一E前後の主軸方位をもつものが 2棟。

(S B09。 16)

③N-8° 一W前後あるいは,それと直交する主軸方位をもつものが 2棟。

(S B13・ 15)

④N-82° 一W前後あるいは,それと直交する主軸方位をもつものが 4棟。

(S B02・ 03・ 04・ 06)

⑤N-79° 一Wの主軸方位をもつものが1棟。

(S B05)

⑥N-30° 一W前後あるいは,それと直交する主軸方位をもつものが 8棟。

(S B01・ 11。 12・ 18・ 19。 20・ 21・ 22)

である。

I区の調査地のほぼ全域にわたって検出

したこの23棟の建物遺構に,その主軸方位

からまとまりとしての傾向を求めるなら

ば,①の主軸方位をもつ建物遺構は, I―

9に 2棟が並び,約 19m西のA・ E-5に

1棟ある。③の主軸方位をもつ建物遺構は,

I・ M-9を 中心とした範囲に約 3mの距

離をへだてて2棟が並んでいる。①の主軸

方位をもつ建物遺構は,A・ E-9を中心

とした範囲に3棟が近接して並び,約12m

離れたE-5に総柱の建物遺構が 1棟あ

る。⑥の主軸方位をもつ遺構がM-5。 9 第 3表 金蔵寺下所遺跡建物遺構主軸方位

-SBOt
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を中心とした範囲に 5棟が集中しそうであり,そ の中には総柱の建物遺構が 1棟含まれる。

また,約 17m西方の I-9で 3棟がかたまって認められる。

②と⑤の主軸方位をもつものについては,顕著な集中の傾向が認められない。②のグルー

プのS B15が, S B14や S B16の 柱穴を壊して掘られていたり,⑤のS B05が S B04と 重

複して位置するなど,建物群としてのあり方を不明瞭にしており,判断できない。

円形の柱穴掘形をもつものは,上記⑥の建物遺構群と同じように,いずれもN-30° 一

Wの主軸方位やそれと直交する主軸方位をもっており,明 らかに当時の地割 りと考えられ

るものに規制されていると思われる。この柱穴掘形をもつ建物遺構の集中を求めることは,

無理がありそうであり,む しろ I・ M-13か らM・ Q-9にいたる横の並列を考えた方が

良さそうである。 I-5に東柱をもち,廂をともなうと考えられる建物遺構が 1棟だけ離

れた状態で位置する。これら円形の柱穴掘形をもつ建物遺構については,鎌倉時代以後の

遺構と考えられる。

方形の柱穴掘形をもつS B01～ 22の 22棟の建物遺構の時期については,柱穴出土の遺物

が少量であるために客観的な判断材料を欠くが,金蔵寺下所遺跡で後出すると考えられる

S B23～ 31の建物遺構の築造時期以前と考えておきたい。それぞれの建物遺構の前後関係

については明確にできないが,前述した①の建物遺構群から⑥の建物遺構群への変遷は,

柱穴の前後関係から判断できそうであり,ま た⑥の建物遺構群はS B21や S B22が同一の

主軸方位をもって検出したS D12と ,その位置関係から密接な関連がうかがえることから

下限を平安時代後半までの時期と想定し,こ れらについては,奈良時代から平安時代後半

にかけての時期を中心とした時期の遺構と考えておきたい。

溝状遺構

I区のE-17からE-5にかけて,最大幅約 5m,深さ約 2mの大規模な断面形がV字

状を呈する溝状遺構 S D04を検出した。 S D02・ 03を破壊して,N-12° 一E前後の主軸

方位をもって穿たれている。 S D06～ 12の溝状遺構がN-30° 一W前後,あるいはそれに

直交する主軸方位を指向して設けられているのに対して, S D05を含めて, S D02～ 05の

4条の溝状遺構は,大 きく蛇行したり屈曲するなど,不規則な方向で設けられている。こ

の遺跡周辺に現存する地割 りがN-30° 一Wの主軸方位をもつことや,今回検出した遺構

のうち,い くらかの遺構がN-30° 一Wの主軸方位もつことなどから判断して, 4条の溝

状遺構は,こ の主軸方位の土地区画の施行以前の溝状遺構群の可能性がある。またS D04
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の上層は,確認した堆積状況から判断して,短期間に人為的に埋められたものと考えられ

る。大規模な溝状遺構を,短期間で埋め戻す大きな理由が生じたものと考えられる。

I区のQ-1か らⅡ区のA-9にかけて,最大幅約10m,深さ約1.6mの断面形がゆる

やかなU字形を呈する溝状遺構S D12を 検出した。Ⅱ区Q-5から検出し,不規則な蛇行

をしながらⅡ区A-9か らI ttQ-1に 向って一直線に穿たれている。また現在の地形に

もその痕跡が残っていると思われ,北側には同一方向に同一幅の水田がある。その主軸方

位は,N-30° 一Wに近いものである。土師器,黒色土器,瓦器,須恵器などが出土して

おり,平安時代後半から鎌倉時代前半ごろまで機能していた溝状遺構と考えられる。

Ⅱ区A-9か らI ttQ-13に かけて,前述したN-30° 一Wと 直交する主軸方位をもち

ながら東西に流れ,Q-13で急におおむね90° 北に流れをかえる6条以上の溝状遺構を検

出している。これらの溝状遺構は,Ⅱ区A-9か らI ttQ-13にかけては15m以 内の幅の

なかで,Q-13か らI-5にかけては10m以内の幅のなかで,並走して穿たれており,ま

た上述した⑥の主軸方位をもつ建物遺構群を避けて設けられているようである。さらに,

小型円形の柱穴掘形をもつ建物遺構であるS B16が ,こ の溝状遺構の埋没後に建てられて

おり,その前後関係が判断できる。

2.西碑殿遺跡

掘立柱建物遺構

総面積4,400ピ の発掘調査であった。 I区からV区にかけての調査は,断面形がかまぼ

こ状を呈する扇状地形の先端部を東西に横切った形になるが,合計37棟の掘立柱建物遺構

を検出した。いずれも表土から比較的浅い部分で検出したが,こ れは調査地には 2度にわ

たる水田の構築が認められ,ま た明瞭な溝状遺構が認められなかったことなどから,遺構

面の上部がかな り削平された結果と考えられる。

検出した掘立柱建物遺構の築造時期については,各柱穴内の埋土によって分類・検討を

行ったが,ほ とんどの埋土は黒灰色粘質上であ り,柱穴の埋土による区分には無理があっ

た。

建物遺構の主軸方位の検討を行った。総柱の建物遺構であるS B23・ 25。 27と S B35の

4棟が,ほぼ同一のN-0° 一W前後の南北方向を指向することと,N-45° ―W,あ るい

はそれに直交する主軸方位をもつものが認められないことなどが指摘できるが,ま とまり
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としての著しい傾向は認められない (第 4

表)。

掘立柱建物遺構の柱穴から出土した遺物

について検討を行った。37棟のうち, SB

01 ・ 15。 31 ・ 32 ・ 33・ 34 ・ 35。 36・ 37`D9

棟の掘立柱建物遺構の柱穴から,奈良時代

以後の土器が出土している。また別の建物

遺構であるS B02・ 24の 2棟の掘立柱建物

遺構の柱穴が,須恵器をともなう掘立柱建

物遺構 S B01・ 37の柱穴を破壊しているこ

とから,合計H棟の掘立柱建物遺構が奈良

時代以後に築造されたと判断できる。さら  第 4表 西碑殿遺跡建物遺構主軸方位

に,須恵器を出土した掘立柱建物遺構であるS B35の 周辺で検出した S B23・ 25・ 28の 3

棟の掘立柱建物遺構は, S B35と 同じように,その主軸方位をはぼ真北の方向に向けて築

造された総柱の建物遺構である。このS B23・ 25。 28の 3棟の建物遺構にも奈良時代以後

に築造された可能性がある。

S B04・ 08。 12・ 20の 4棟の掘立柱建物遺構からは,中世の土器の細片が出土し,その

柱穴掘形の形状は直径20cm前後の比較的小規模なものであり,中世の建物遺構にともなう

柱穴に通例認められるものである。これら4棟の建物遺構については,中世以後の築造と

考えて良かろう。また須恵器を出土している掘立柱建物遺構のうち, S B15は その柱穴掘

形の形状からみれば,こ のグループの範疇で判断したはうが良さそうである。

その他の19棟のうち, S B03・ 05・ H。 13・ 14。 19・ 21・ 22・ 26・ 29。 30の H棟の掘立

柱建物遺構にともなう柱穴から,弥生時代中期後半を中心とした時期の遺物が出土してい

る。とくにS B14建物遺構にともなう柱穴は,一辺が170cm,深 さHOcm程度の規模で,平

面が隅丸方形を呈し,西碑殿遺跡で検出した柱穴のなかでは際立って巨大なものであった。

この建物遺構の柱穴から,第 135図の 9か ら14の弥生土器を検出した。また柱穴の埋土を

洗浄したが,それ以後の時期の土器は 1点 も含まれていなかった。このS B14については,

弥生時代の掘立柱建物遺構の可能性が充分にある。 S B14建物遺構の柱穴の底には,柱の

重みによると考えられる直径45cm,深 さ5 cm程度の窪み跡があり,相当な重量物の建物遺

構が上部に設け られていた と考えられる。 .ま た S B14に 近接 して検出 している
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SBHの柱穴からも比較的良好な弥生土器甕が出土しており,こ の遺構にも同時代の掘立

柱建物遺構の可能性が残る。このことから19棟のうち,何棟かには弥生時代に築造された

掘立柱建物遺構の可能性は残る。また西碑殿遺跡に近接する矢ノ塚遺跡の調査で,弥生時

代中期後半の掘立柱建物遺構がH棟確認されていることより,近接して立地する位置関係

から西碑殿遺跡の掘立柱建物遺構にも同時期の遺構を含んでいる可能性はある。それ以上

の判断はできない。

竪穴住居跡は 1棟 も検出できなかった。このことは,今回の調査を実施した地域が開墾

のために地下げや削平をうけたことが考えられ,周溝を含めた竪穴住居の施設が削平・破

壊されたことによるとも想定できる。一間×一間の規模で検出し,掘立柱建物遺構として

報告しているS B13。 14・ 30の三棟の建物遺構のうち,前述した巨大な柱穴掘形をもつ S

B14と ,やや大きめの柱穴掘形をもつS B13を除いては,竪穴住居の柱穴のみが遺存した

ものとも復原できるが判断できない。

以上,西碑殿遺跡で検出した37棟の掘立柱建物遺構のうち,弥生土器を出土しているH

棟については, S B14や S B13に弥生時代中期の建物遺構,須恵器などを出土している13

棟については奈良時代を中心とした時期の建物遺構, 5棟については中世後半を中心とす

る時期の建物遺構の可能性がそれぞれ考えられるが,それ以外の 8棟については判断でき

ない。

-150-



第 5表 金蔵寺下所遺跡掘立柱建物遺構計測表

遺構番号
規 模

積
＞ピ

面
＜ 建物主軸方位 備 考数

梁×

間
桁

ｍ
梁

ｒ
ヽ
×

さ
桁

長

S B01 3× 2 4.9× 3.5 N-90° 一W

S B02 3× 2 6.0× 4.5 27.00 N-82・ ―W

S B03 3× 1 5.6× 4.2 23.52 N-82° 一W

S B04 4× 1 7.7× 4.9 37.73 N-8° 一W

S B05 3× 2 4.5× 3.6 16.20 N-79° 一W

S B06 3× 3 5.3× 3.8 20.14 N-82° ―W

S B07 3× 2 4.3× 3.3 14.19 N-89° 一E

S B08 3× 2 5.2× 3.5 18.20 N-88° 一W

S B09 2× 2 3.2× 2.7 8.64 N-54° ―E

S B10 3× 2 6.4× 3.0 19.20 N-72° 一E

SBH 3× 2 5.3× 3.6 19.08 N-69° ― E

S B12 2× 2 3.7× 2.4 8.88 N-30° 一W

S B13 3× 2 4.8× 3.2 15.36 N-77° 一E

S B14 2× 2 2.8× 2.5 7.00 N-4° 一E

S B15 3× 2 4.5× 3.3 14.85 N-8° ―W

S B16 2× 1 4.0× 3.1 12.40 N-54° 一E

S B17 2× 2 2.8× 2.3 6.44 N-0° 一W

S B18 3× 2 5.9× 4.1 24.19 N-30° 一W

S B19 3× 2 6.1× 4.0 24.40 N-64° ―E

S B20 3× 2 4.6× 3.5 16.10 N-28° 一W

S B21 3× 1 5.3× 3.5 18.55 N-58° 一E

S B22 2× 2 3.1× 2.8 8.68 N-25° 一W

S B23 3× 1 6.5× 4.5 29.25 N-28° 一W

S B24 2× 2 5.4× 3.4 18.36 N-67・ ―E

S B25 2× 2 4.4× 4.1 18.04 N-28° 一W

S B26 3× 1 6.6× 3.0 19.80 N-34° 一W

S B27 (2)× 1 ()× 2.1 ( ) N-23° 一W

S B28 3× 1 6.7× 3.7 24.79 N-64° 一E

S B29 2× 1 3.6× 2.1 75.60 N-31・ ―W

S B30 3× 2 7.6× 3.8 28.88 N-30° 一W

S B31 (2)× 1 ()× 2.7 ( ) N-58° 一 E
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第 6表 西碑殿遺跡掘立柱建物遺構計測表

遺構番号
規 模 積

＞ぽ
面
＜ 建物主軸方位 備 考

数
梁×

間
桁

ｍ
梁

ｒ
ヽ
×

さ
桁

長

S B01 2× 1 4.3× 2.5 10.75 N-63・ ―E

S B02 × (7.6× 3.3) (25.08) N-89° 一E

S B03 2× 1 4.6× 2.6 11,96 N-77° 一W

S B04 3× 2 6.9× 4.9 33.81 N-70° 一E

S B05 2× 1 4.0× 2.1 8.40 N-74° 一 E

S B06 2× 1 5.0× 3.1 15.50 N-79° 一W

S B07 2× 1 5.6× 2.5 14.00 N-90° 一W

S B08 2× 2 4.0× 3.5 14.00 N-15° 一W

S B09 2× 1 4.0× 2.8 11.20 N-80° 一W

S B10 2× 1 5.4× 3.0 16.20 N-53° 一E

SBH 3× 1 5.7× 2.6 14.82 N-72° 一W

S B12 3× 1 5.7× 2.7 15.39 N-47° ―E

S B13 1× 1 4.0× 3.0 12.00 N-35° 一 E

S B14 1× 1 5.7× 4.4 25.08 N-82° ―E

S B15 2× 1 4.4× 2.3 N-70° ―E

S B16 2× 1 5。 1× 3.0 15.30 N-26° 一 E

S B17 2× l 4.1× 2.6 10.66 N-87° ―W

S B18 1× 1 3.1× 2.3 7.13 N-89° 一E

S B19 2× 1 4.7× 2.8 13.16 N-79° 一W

S B20 2× 1 3.8× 2.2 8.36 N-49° 一 E

S B21 3× ( ) 4.8× () ( ) N-14° 一E

S B22 2× 2 3.8× 3.3 12.54 N-86° 一E

S B23 4× (2) 8.1× () ( ) N-3° 一W

S B24 (2)× 1 ()× 3,7 ( ) N-62° 一E

S B25 3× 2 4.5× 3.5 15.75 N-0° 一W

S B26 2× 1 4.7× 3.0 14.10 N-46° 一 E

S B27 (2)× 2 ()× 3.4 ( ) N-14° 一W

S B28 3× 2 5.3× 4.0 21.20 N-1° ―E

S B29 2× 1 3.6× 2.7 9.72 N-58・ ―E

S B30 1× 1 3.0× 2.5 7.50 N-63° 一 E

S B31 3× 3 4.7× 3.9 18.33 N-88° 一W

S B32 2× 1 5.4× 3.0 16.20 N-31° ― E

S B33 2× 1 3.9× 1.7 6.63 N-62° 一E

S B34 2× 1 3.3× 1.9 6.27 N-16° 一W

S B35 (4× 1) (6.2× 2.3) (14.26) N-3° 一E

S B36 2× 1 3.8× 3.4 12.92 N-8° 一 E

S B37 (2)× 2 (4.4)× 3.9 ( ) N-73° 一E
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第 7表 金蔵寺下所遺跡土器観察表

選物
番号

版
号

図
番 器  種 出土地点 残存率・法量 成形・調整 色  調 胎 土 備 考

1 縄 深鉢 S K01 口縁部1/6存

口径14.9011

外

内

横方向のミガキ

調整不明

外

内

断

暗灰黄 (25Y5/2)

黒 (5Y2/1)

にぶい赤褐 (5YR4/4)

3m以下の自

黒・灰色砂粒

を多量含む

縄・深鉢 S K01 口縁部破片

口径29.Ocm

外内 :ヨ コナデ.ヘ ラ

による刻み目

外 :暗灰黄 (25Y5/2)

内断 :黒褐 (25Y3/2)黒
(N2/)

3Ш以下の自

灰・茶色砂粒

を多量含む

弥・壷 S R01 口縁部1/4存

口径H.lcm
外 凹線2条 .ヨ コナ

デ ハケロ10条 /

CID.ハ ケロ後板ナ

デ.ヘ ラミガキ
ヨヨナデ 指頭痕

ナデ

内

外

内

にぶい黄 (25Y6/3)

暗灰 (N3/)に ぶい黄

橙 (10YR7/3)

にぶい黄褐 (10YR4/

3)

断

3mm以下の自色

砂粒を少量含

む

6 弥 壺 S R01 口縁部4/5存

口径13.4cln

外

内

ヨコナデ.指頭痕

摩滅のため調整不

明

黄

黒

灰

‥

‥
断

外

内

(2.5YR7/2)

(N2/)

2111111以 下の白

黒色砂粒を多

量含む

弥・壷 S R01 口縁部1/4存

口径22 0clll

外内 :摩 滅のため調整

不明

外 :にぶい黄橙 (10YR7/

4)

内 :橙 (5YR7/6)
断 :灰黄 (25Y7/2)

5nlul以 下の白色

砂粒を多量含

む

焼成不良

弥・甕 S R01 頸部1/6存

口径19.9cIIl

外 :ヨ ヨナデ.タ タキ

後ナデ

内 :ヨ ヨナデ.指頭痕

外 明黄褐 (10YR7/6)

明赤褐 (5YR5/6)

浅黄 (5Y7/4)内

3111111以 下の自色

砂粒を多量含

む

9 弥 甕 R01 口縁部1/5存

口径14 0cm

外内 :摩 滅のため調整

不明

外 内 :黄褐 (25Y5/3)

明赤褐 (5YR5/8)

暗オリープ灰 (5GY4

/1)明赤褐 (5YR5/8)

断

211ull以 下の白

黒色砂粒を少

量含む

弥・饗 S R01 頸部1/12存 外内 :摩 滅のため調整

不明

橙 (5YR6/6) 31111D以 下の自

赤色砂粒を多

量含む

弥・高杯 破片 外内 :摩 減のため調整

不明

橙 (7 5YR6/6) 311ull以 下の自

灰・赤色砂粒

を多量含む

脚部に三

孔を穿つ

弥・高杯 S R01 底部1/10存

底径18.l cnl

外 :摩滅のため調整不

明

内 :ハ ケロ6条/cm

橙 (5YR6/8) 5m以下の白色

砂粒を多量含

む

脚部に三

孔を穿つ

弥・壺 S R01 底部1/2存

底径7 3cln

外

　

内

摩減のため調整不

明

ヘ ラ ミガキ

外断 にぶい黄褐 (10YR
5/4)黒 (25Y2/1)

(2.5Y2/1)内 黒

511ul以 下の自色

砂粒を多量含

む

焼成不良

弥 裂 S R01 底部完存

底径5.2clD

外 :指頭痕

内 :摩滅のため調整不

明

外 :黒 (N2/)にぶい黄褐

(10YR5/4)

内 :黒 (N2/)
断 :に ぶい黄橙 (10YR6/

4)

2111111以 下の自

赤色砂粒を多

量含む

39

40

弥・甕 S R01 底部完存

底径5.8cm

外内 :摩減のため調整

不明

にぶい黄橙 (10YR7/4) 31111n以 下の自

茶色砂粒を多

量含む

焼成不良
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図版
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弥・壺 S R01 底部1/3存

底径5.Ocm

外内 :摩滅のため調整

不明

外断 :明赤褐 (5YR5/6)

内 :黄灰 (25Y4/1)

2nm以下の自

黒色砂粒と赤

色粒子を多量

含む

弥・甕 S R01 底部1/2存

底径4 5cnl

外 :lll落 のため調整不

明

内 :ナ デ。指頭痕

外

内

断

明赤褐 (5YR5/6)

灰 (5Y4/1)

明赤褐 (5YR5/6)灰
(5Y5/1,4/1)

3111111以 下の自色

砂粒と赤色粒

子を多量含む

焼成不良

弥・壺 S R01 底部1/2存

底径8.Ooll

外内 :摩減のため調整

不明

外 :明赤褐 (2 5YR5/6)

にぶい黄 (2.5YR6/3)

黄灰 (25Y4/1)

内 :明赤褐 (2 5YR5/6)

断 :明赤褐 (2.5YR5/6)

にぶい黄 (2 5YR6/3)

5111111以 下の自色

砂粒を多量含

む

弥・壷 S R01 底部3/4存

底径4.2011

外 :ハ ケロ6条 /cln.ナ

内 :摩減のため調整不

明

にぶい黄 (25Y6/3) 5flllll以 下の自色

砂粒と赤色粒

子を多量含む

弥・壷 S R01 底部2/3存

底径9.lm

外

内

ハケロ6条 /all

ナデ

明赤褐 (5YR5/6) 511Ell以 下の自

黒・赤色砂粒

と赤色粒子と

雲母を多量含

む

39

40

弥・甕 S R01 底部完存

底径6.4cln

外 :ハ ケロ10条 /clll.

ナデ

内 :指頭痕

にぶい黄橙 (10YR6/4)

橙 (5YR6/8)

51111n以 下の自

赤色砂粒を多

量含む

弥・甕 S D01 口縁部1/8存

口径25.Oall

外 断面が三角形の貼

付口縁.櫛描沈線

文.円形浮文貼付

調整不明内

にぶい赤褐 (5YR4/4)

褐 (7.5YR4/4)

511111以 下の自

灰・茶色砂粒

を多量と赤色

粒子を少量含

む

弥・甕 S D01 口縁部1/6存

口径25.2all

外 断面が三角形の貼

付口縁.櫛描沈線

ナデ内

にぶい黄橙 (10YR5/3)

暗褐 (10YR3/3)

5111111以 下の自

灰 茶色砂粒

と茶色粒子を

多量含む

孔あり

土・甕 S R02 口縁部1/8存

口径25.Ocln

外 ヨコナデ.ハ ケ

4条/cm
ハケロ5条/m.
コナデ

内

にぶい黄褐 (10YR6/3)

褐灰 (10YR5/1)

5111ul以 下の白

黒色砂粒を多

量含む

土 ・甕 S R02 口縁部1/4存

口径24.Om
外 :ヨ コナデ.ハ ケロ

7～8条 /cln

内 :ヨ コナデ.ハ ケロ

7～ 8条 /clll.指頭

痕

灰黄 (2.5Y6/2)暗 灰黄 (2.

5Y4/2)

211111以 下の自色

砂粒と茶色粒

子を多量含む

土 ・甕 S R02 頸部1/12存

口径25.4m
外内 :ヨ ヨナデ にぶい黄褐 (10YR7/3) 311ull以 下の自色

砂粒を多量含

む

土 甕 S R02 口縁部1/3存

頸径22.Ocln

外 ヨヨナデ。指頭痕

後ハケロ6条 /clll

ハケロ4条/cnl.指

頭痕

内

外 :赤褐 (5YR4/6)黒 (10

YR2/1)褐灰 (10YR
5/1)

内断 :にぶい赤褐 (5YR5

/3)

laull以 下の自

灰色砂粒を多

量含む

-154-



物
号

遺
番

版
号

図
番 器   種 出土地点 残存率 法量 成形・調整 色  調 胎 土 備考

土・甕 S R02 口縁部1/6存

口径24 0cm

外 :ヨ コナデ.ハ ケロ

5条 /cm

内 :ヨ ヨナデ

灰黄褐 (10YR4/2) 5111111以 下の自

茶色砂粒を多

量含む

土・甕 S R02 口縁部1/6存

口径26 2cal

外 ヨコナデ.指頭痕

後ヨコナデ.ハ ケ

目4条 /cm
ハケロ4条/cm ナ

デ

内

暗灰黄 (25Y5/2) lllull以 下の自

赤色砂粒を多

量含む

土・甕 S R02 口縁部1/2存

口径25.8cロ

外 :ヨ コナデ.ハ ケロ

7条/cm

内 :ハ ケロ7～ 8条 /all

ナデ

灰黄 (25Y7/2)黒 褐 (2.

5Y3/1)

511ull以 下の自色

砂粒を多量合

む

土・裂 S R02 口縁部完存
口径25.Ocal

外 ヨコナデ.ハ ケロ

3条 /all

ヨヨナデ.ハ ケロ

3条 /c口 .ナ デ.指

頭痕

内

褐灰 (10YR6/1)に ぶい黄

橙 (10YR6/3)

5EEl以下の自色

砂粒を多量含

む

土 ・皿 S R02 口縁部1/10存

口径16 0cln

器高 2 7all

底径12.4cm

外内 :回 転ナデ にぶい黄橙 (10YR7/2)
明赤褐 (2 5YR5/8)

211ull以 下の自・

灰色砂粒を多

量と5111111大 の砂

粒を少量含む

赤色顔料
塗布

土・杯 S R02 底部1/8存

底径9.7cm

外内 :回転ナデ 灰白 (2.5Y8/2)にぶい澄

(7 5YR7/4)

l ullll以 下の灰色

砂粒と赤色粒

子を少量含む

赤色顔料

塗布

土 ・皿 S R02 口縁部1/6存

口径18 9cnl

外内 :回転 ナデ 灰自 (2.5Y8/2)にぶい澄

(7 5YR7/4)

精緻 赤色顔料

塗布

土・高台付皿 S R02 口縁部1/2存

口径25.4cln

器高 2.9cIIl

底径20 6cal

外 :回転ナデ後暗文 .

貼 り付け高台.回

転ナデ後ヘラミガ

キ

内 :回転ナデ後暗文 .

沈線

赤褐 (2 5YR5/6)浅黄 (2.

5Y7/3)

21111D以 下の自色

砂粒と赤・黒

色粒子を少量

含む

赤色顔料

塗布

土 ・皿 S R02 口縁部破片

口径30.Oall

外内 :回 転 ナデ . 暗 文 外内 :橙 (5YR6/6)

断 :灰黄 (2.5Y7/2)

2mll以下の自色

砂粒を少量含

む

赤色顔料

塗布

土 ・皿 S R02 口縁部1/12存

口径16 4clll

外内 :回転ナデ.

暗文

平行 橙 (5YR6/6) 精緻

0.2111111以下の赤

色粒子を少量

含む

赤色顔料

塗布

土・土鍋 S R02 口縁部1/12存

口径42 8oll

外 :ハ ケロ後ヨコナデ.

ハケロ10条 /cm.

すす付着

内 :ハ ケロ7条 /clll.ヨ

コナデ.すす付着

外 にぶい黄橙 (10YR7/

3)灰黄褐 (10YR5/2)

にぶい黄橙 (10YR7/

3,6/4)

にぶい黄橙 (10YR7/
4)灰 (N5/)

内

断

2null以 下の自色

砂粒を含む

土・壷 S R02 口縁部1/4存

口径97011

器高8 6cln

底径6.8cIIl

外 ヨヨナデ.ハ ケロ
H条 /cln

ハケロ8条 /cm.

ナデ
内

灰黄褐 (10YR5/2)黄 灰

(2.5Y4/1)灰黄 (2.5Y7

/2)

3111111以 下の黒

灰色砂粒を多

量含む

焼成不 良
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土・蛸壺 S R02 完形

器高8.6011

底径6.2m

外

内

指頭痕

指頭痕後ナデ

にぶい赤褐 (5YR5/4)

灰黄 (25Y7/2)

2111111以 下の自色

砂粒と赤色粒

子を多量含む

土・蛸壷 S R02 口縁部1/2存 外内 :指頭痕後ナデ にぶい黄 (25Y6/4) 5nllll以 下の自

黒色砂粒と赤

色粒子を多量

含む

土・蛸壷 S R02 完形

器高8.6cln

底径6.lcln

外 :ナ デ.指頭痕

内 :ナ デ.指頭痕.ヨ
ヨナデ

黄褐 (2.5Y5/3) l llull以 下の白色

砂粒を多量含

む

土・蛸壷 S R02 完形

器高9.3m

底径6 3clD

外 :ナ デ.指頭痕。一

部ハケロ8条 /cln

内 :ナ デ 指頭痕

灰黄 (25Y6/2) 2111111以 下の白色

砂粒を多量含

む

土・蛸壷 S R02 完形

器高10.6oll

底径 7 2cln

外内 :指頭痕 浅黄 (25Y7/3) 5111nl以 下の自

灰色砂粒と赤

色粒子を多量

含む

土・蛸壷 S R02 完形

器高10 1cul

底経 4 5clll

外 :ナ デ.指頭痕

内 :ナ デ.指頭痕.ヨ
ヨナデ

灰黄 (25Y6/2) 2111111以 下の赤・

黒色砂粒を少

量含む

土・土錘 S R02 完 形 ナ デ 灰黄 (25Y6/2) 311ull以 下の自

黒・赤色砂粒

を多量含む

土・土錘 S R02 完形 ナ デ 橙 (7.5YR7/6) 5111111以 下の自色

砂粒と茶色粒

子・雲母を多

量含む

土・土錘 S R02 完 形 ナ デ にぶい黄橙 (10YR7/4) 311ull以 下の自色

砂粒と茶色粒

子・雲母を多

量含む

土・甕 S R02 口縁部 1/4存

口径 H Ocm
外 ヨコナデ後ハケロ

6条/cm
ヨヨナデ.指頭痕内

にぶい赤褐 (5YR5/4)赤
褐 (2 5YR4/6)

lllllll以 下の自色

砂粒を多量含

む

須・杯蓋 S R02 口縁部1/4存

器高28m
外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ削り

内 :回転ナデ

灰 (N6/) lllllll以 下の自色

砂粒と黒色粒

子を少量含む

須・杯蓋 S R02 つまみ部完存 外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ削り

内 :回転ナデ

灰 (N5/ ) 4111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

須・杯蓋 S R02 蓋端部1/10存

口径14.Oall

外 回転ヘラ削り.回

転ナデ

回転ナデ内

灰 (N6/,5/) 3111111以 下の自

黒色砂粒を少

量含む

須・杯蓋 S R02 口縁部1/6存

口径13.Ooll

外内 :回転ナデ 外 :灰白 (2.5Y7/1)灰 白

(N7/)
内 :灰白 (5Y7/1)灰 白 (2.

5Y7/1)

断 :灰白 (N7/)

llIEll以 下の自色

砂粒を少量含

む
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須・杯蓋 S R02 蓋端部1/3存

口径14.Oclll

外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ削り

内 :回転ナデ

灰 (5Y5/1, N4/ ) 2111111以 下の白・

茶色砂粒を少

量含む

須・杯 S R02 口縁部1/8存

口径H7cロ

器高 4.9cnl

底径 7.8clll

外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ削り

内 :回転ナデ

灰白 (5Y7/2) 511ull以 下の自色

砂粒を多量含

む

須・杯 S R02 口縁部3/5存

口径12.6cm

器高 3 9clll

底径 8 2cm

外 回転ナデ.回転ヘ

ラ削り.ヘ ラ切 り

回転ナデ.仕上げ

ナデ

内

灰 白 (N7/ ) 2Eull以 下の自

灰色砂粒を多

量含む

須 杯 S R02 完形

径13 2cm

器高 42cロ

底径10.5cロ

外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ切 り.仕上げナ

デ

内 :回転ナデ.仕上げ

ナデ

灰 (5Y5/1) 211ull以 下の白色

砂粒を少量含
む

須・高台付杯 S R02 底部1/2存

底径H.Oclll

外 :回転ナデ.貼 り付

け高台 回転ヘラ

削り

内 :回転ナデ

灰白 (5Y8/1) 3111m以 下 の自

黒色砂粒を多

量含む

須 ・高台付杯 S R02 底部2/3存

底径H7m
外 :回転ナデ 貼 り付

け高台後回転ナデ.

回転ヘラ削り後ナ

デ

内 :回転ナデ後仕上げ

黄灰 (25Y6/1) llllll以 下の灰色

砂粒を少量含む

須・高台付杯 S R02 底部完存

底径10.3all

外 回転ナデ.貼 り付

け高台.回転ヘラ

削り後回転ナデ

回転ナデ内

外 :灰 (5Y5/1)

内 :灰 (5Y4/1)

断 :灰 (5Y4/1)に ぶい褐

(7.5YR5/4)

3111111以 下の自色

砂粒を多量含

む

須・高台付杯 S R02 口縁部1/3存

口径16.3all

器高 4.3clll

底径10.8clll

外 :回転ナデ.貼 り付

け高台後回転ナデ

回転ヘラ削り.ヘ
ラ切り

内 :回転ナデ.回転ナ

デ後仕上げナデ

灰白 (8/) lllEll以 下の自色

砂粒を多量含

む

須・高台付杯 S R02 底部1/2存

口径14.0011

器高 4.l cal

底径9.2cln

外 :回転ナデ.貼 り付

け高台.回転ヘラ

削り

内 :回転ナデ

外 :灰 (N3/)
内断 :灰 (N5/)

311ull以 下の自

黒色砂粒を少

量含む

須・高台付杯 S R02 口縁部1/2存

口径14.6011

器高 4.2cnl

底径10.lcnl

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後回転ナデ

回転ヘラ削り.回

転ヘラ切り

回転ナデ.仕上げ

ナデ

内

灰 (N4/ ) 511nD以 下の自・

黒色砂粒を多

量含む

須 。高台付杯 S R02ヘ

の流れ込

み

口縁部2/3存

口径16.Oall

器高 4 8cm

底径10 4cln

外 :回転ナデ 貼 り付

け

高台後回転ナデ.

回転ヘラ削り

内 :回転ナデ

灰 (N6/) 511ull以 下の自色

砂粒を多量含

む
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須・高台付杯 S R02 完形

口径13.2011

器高 4 1cln

底径9 3cm

外 回転ナデ.回転ヘ

ラ削り.貼 り付け

高台後回転ナデ.

ヘラ切 り

回転ナデ内

暗灰 (N3/ ) 2111111以 下の自

灰色砂粒を多

量含む

須・高台付杯 S R02 口縁部3/5存

口径1 5 0clll

器高 46011

底径10.6all

外 回転ナデ 貼 り付

け高台後回転ナデ

回転ヘラ削り

回転ナデ.仕上げ

ナデ

内

灰 (N6/) 2nlnl以 下の自

黒色砂粒を多

量含む

須・高台付杯 S R02 口縁部9/10存

口径17.6m

器高 5.9oll

底径12.lm

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後回転ナデ

回転ヘラ削り.ヘ
ラ切り後回転ナデ

仕上げナデ.ほぼ

全体に自然釉付着

回転ナデ 回転ナ

デ後仕上げナデ.

ゴマ状に自然釉付

着

内

外 :灰 (4/)黒 (15/)
内断 :灰 (4/)

lllull以 下の自色

砂粒を少量含

む

須・高杯 S R02 脚部1/3存

脚底径9.lclD

外 回転ナデ.回転ナ

ァ後ナデ

ナデ.回転ナデ内

灰 (N5/ ) lllllD以 下の自色

粒子を少量含

む

須・鉢 S R02 口縁部3/5存

口径21 lcnl

器高H.lcIIl

底径139m

外 回転ナデ.回転ヘ

ラ削リ ヘラ削り

後ナデ

回転ナデ.ナ デ.

指頭痕

内

灰 (5Y4/1.5/1)灰オリー

プ (5Y6/2)

2nllD以 下の自色

砂粒を多量含

む

須・鉢 S R02 口縁部1/6存

口径23 0clll

外

内

回転ナデ

回転ナデ後ナデ

外

　

内

断

灰 (N6/)灰 白 (7.5

Y8/1)

灰 (5Y5/1)

灰白 (7.5Y8/1)

21111D以 下の自

灰色砂粒を少

量含む

須・平瓶 S R02 底部3/4存

底径10.8cln

外

　

内

ナデ.回転ヘラ削

り

ナデ

灰自 (5Y7/1)黒

灰 (5Y4/1)

(N2/ ) 3111111以 下の自

黒色砂粒を多

量含む

須・横瓶 S R02 体部破片 外 :タ タキロ

内 :指頭痕.しばり目

灰 ) 211ull以 下の自色

砂粒を少量含

む

須・甕 S R02 口縁部1/3存

口径21 3cln

器高452m

外 :回転ナデ.タ タキ

目後カキロ

内 :青海波

暗青灰 (5PB4/1) 311ull以 下の灰色

砂粒を少量含

む

須・大甕 S R02 口縁部2/3存

口径23 4clD

外 回転ナデ.自 然釉

付着.カ キロ

回転ナデ.ナ デ内

暗灰 (N3/) 4tlull以 下の灰色

砂粒を少量含

む

土・甕 S R02 口縁部1/7存

口径18.4cln

外 ヨコナデ.ハ ケロ

7～ 8条/m
ハケロ7～8条 /oll

ナデ

内

外

内

断

黒 (10YR2/1)

褐灰 (10YR4/1)

灰褐 (7 5YR4/2)

3mun以下の自

黒色砂粒と茶

色粒子を少量

含む

土・甕 S R02 口縁部1/2存

口径14.Ooll

外 :ヨ コナデ.指頭痕

後ハケロ4～5条 /

黄褐 (2.5Y5/3) 3mn以下の自

黒色砂粒と赤

色粒子を多量

含む
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土・土錘 S R02 1/2存 ナ デ 外 :黒 (2.5Y2/1)

内断 :灰黄 (2.5Y6/2)

201m以下の自色

砂粒を多量含

む

須 杯蓋 S R02 蓋端部1/5存

口径13.Ocal

外 :回転ナデ.自 然釉

付着

内 :回転ナデ

外

内

断

灰 (N6/)
灰白 (N7/)
褐灰 (7.5YR5/1)

llllln以 下の白

黒色砂粒を少

量含む

ひずみ有

り

須・杯蓋 S R02 口縁部1/5存

口径22.2cm

外 回転ヘラ削り.回

転ナデ

回転ナデ内

灰白 (5Y7/1)灰 (5Y5/1) 311un以 下の自色

砂粒を多量含

む

須・高台付杯 S R02 口縁部1/2存

口径10.6cln

器高4.4cm

底径15.4cm

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後回転ナデ
ヘラ削り

回転ナデ.仕上げ

ナデ

内

灰 (N5/ ) lllllll以 下の自色

砂粒を多量含

む

須・杯 S R02 口縁部1/2存

口径17.6cm

器高3.5cal

底径14 4all

外

内

回転ナデ.ナ デ

回転ナデ

灰白 (5Y7/1) 2111111以 下の自

灰色砂粒を少

量含む

須・硯

硯)

(円面 S R02 脚端部1/6存

器高5.9cul

底径19 2cm

外 :回転ナデ.自 然釉

付着

内 :回転ナデ

灰 (5/) l ml以下の灰

色砂粒を少量

含む

須・鉄鉢 S R02 口縁部1/2存

口径20.4cal

器高14.Ocnl

外 ヘラミガキ.回転
ナデ

回転ナデ内

灰白 (2.5Y8/1) 311ull以 下の自

黒色砂粒を少

量含む

須・鉢 S R02 口縁部1/3存

口径24.2clll

器高12.7cEl

底径15.6011

外 :回転ナデ.ヘ ラ削

り

内 :回転ナデ.ナデ紐
の後

灰 (N4/～ 7/,5Y6/1) 5111nl以 下の自色

砂粒を多量含

む

輸入自磁・椀 包含層 口縁部1/10存

口径15.Ocln

外内 :回転ナデ,釉 外内釉 :灰白 (7.5Y7/1)

断 :灰 白 (5Y8/1)

精緻 (黒色粒

子含む)

輸入自磁・椀 包含層 口縁部破片 外内 :回転ナデ.釉 外内釉 :灰オリープ (7.5

Y6/2)

断 :灰自 (7.5Y8/1) 精緻

輸入自磁・ ? 包含層 口縁部破片 外内 :回転ナデ.釉 外内釉 :灰 白 (2.5GY8/1)

断 :灰白 (N8/)
精級

輸入自磁・椀 包含層 底部1/2存

底径6.4cln

外 回転ヘラ削り.削

り出し高台

回転ナデ内

外断 :灰 白 (7.5Y7/1)

内釉 :灰 自 (8/)
精 緻

輸入自磁・椀 包含層 底部1/6存

底径7 1cm

外 :回転ナデ.削 り出

し高台.回転ヘラ

削り

内 :回転ナデ

外内 :灰 白 (7.5Y8/1)

断 :灰白 (N8/)
精緻

輸入青磁 椀 包含層 口縁部1/12存

口径14.Ocul

外

　

内

回転ナデ.鏑蓮弁

文様

回転ナデ

外内釉 :灰オリープ (7.5

Y5/2)

断 :灰 自 (8/)

精緻 (黒色粒

子含む)
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輸入青磁・椀 包含層 口縁部破片 外 回転ナデ 削り出

し後櫛目か ?

回転ナデ内

外内 :灰オリープ (75Y6
/2)

断 :灰白 (75Y7/1)

精緻

土 甕 S B04 口縁部1/10存

口径27 8cm

外 :ヨ ヨナデ後ハケロ

内 :ハ ケロ後ナデ

赤 (10R4/6)明赤褐 (25
YR3/2)

4tlull以 下の自

茶色砂粒をや

や多量含む

須・高台付杯 S B04 高台部1/10存

底径10.0∞ 外内 :回転ナデ

青灰 (5PB6/1) 5111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

須・杯 S B08 底部破片 外内 :回転ナデ 灰白 (N7/) 21111D以 下の自

灰色砂粒をや

や多量含む

黒 (A類 )椀 S B15 口縁部1/8存

口径16 0clll

外内 :回転ナデ 外断 :灰 白 (25Y8/2)

内 :黒 (N2/)

2111111以 下の自 `

黒色砂粒と赤

色粒子を少量

含む

土 椀 S B23 底部1/6存

底径9 0cm

外内 :摩減のため調整

不明

灰白 (10YR8/1) l IIml以 下の自色

砂粒を少量含

む

土・高台付椀 S B23 底部 1/8存 外

内

貼 り付け高台

摩滅のため調整不

明

灰白 (2.5Y8/1) l llllll以 下の赤色

砂粒を少量含

む

須・杯 B25 口縁部破片

口径14 8all

外内 :回 転 ナデ 青灰 (5PB6/1) 2111111以 下の自

黒色砂粒を少

量含む

土・椀 S B27 ほ部1/6存

底径69011

外 回転ナデ.回転ヘ

ラ切 り後ナデ

回転ナデ内

明黄褐 (2.5Y7/6)黄 褐 (10

YR5/8)
精緻

土・壷 S B30 口縁部1/3存

口径13.OclD

外 :ナ デ.ハ ケロ

内 :ナ デ.指頭痕 .

ケロ

外 橙 (7 5YR7/6)明 赤

褐 (2 5YR5/6)

にぶい黄橙 (10YR7/

3)灰褐 (7.5YR4/2)
オリープ黒 (5Y3/1)

内

断

3nllll以 下の自

灰色砂粒を多

量含む

土 高台付椀 S B30 底部1/4存

底径6 5cln

外 回転ヘラ切 り後貼

り付け高台後ナデ

ナデ内

外 :灰黄 (2.5Y7/2)

内 :浅黄 (25Y7/3)

断 :浅黄 (2.5Y7/3)にぶ

い橙 (5YR6/4)

lllull以 下の自色

砂粒を少量含

む

須・提瓶 S D03 頸部完存 外 :回転ナデ.指頭痕

頸部から肩に釉付

着

内 :回転ナデ

外

釉

　

内

断

灰 (N6/)
暗オリープ灰(2 5GY

4/1～ 3/1)

灰白 (N7/)
灰白 (5Y7/1)

2111111以 下の自

黒色砂粒を少

量含む

土・壷 S D04 口縁部1/3存

口径14.7cm

外

内

ヨコナデ

ヨコナデ.ナ デ

外 :橙 (5YR6/6)

内 :に ぶい黄橙 (10YR7/

3)

断 :橙 (2.5Y4/1)

3111nl以 下の灰色

砂粒を少量含

む

土 蛸壷 S D04 完形

底径4 7cln

外 :指頭痕

内 :摩減のため調整不

明

外内 :橙 (7.5YR7/6)

断 :明赤褐 (2 5YR5/6)

411ull以 下の自

黒・灰色砂粒

を多量含む
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須 杯蓋 S D04 口縁部1/5存

口径18.OclD

器高 3 2cln

外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ削り

内 :回転ナデ

灰白 (8/～ 7/) 211111以 下の自色

砂粒を少量含

む

須・杯蓋 S D04 完形

口径18 9cIIl

器高 3.7cnl

外 :回転ナデ 回転ヘ

ラ削り

内 :回転ナデ

灰 白 ) 211ull以 下の自

黒色砂粒を多

量含む

須・杯蓋 S D04 口縁部1/2存

口径21.5clll

外 :回転ナデ 回転ヘ

ラ削り

内 :回転ナデ

灰 (5/) 2111111以 下の自

黒色砂粒を少

量含む

須・杯蓋 S D04 口縁部1/6存

口径17 0cm

外 回転ヘラ削り。回

転ナデ

回転ナデ内

灰 ) 211ull以 下の自

黒色砂粒を多

量含む

須・杯蓋 S D04 つまみ部完存 外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ削り

内 :回転ナデ

灰 白 (5Y7/1) 211un以 下の自

灰 茶色砂粒

を多量含む

須・杯 S D04 口縁部1/4存

口径10 1clll

外
一　
　
内

回転ナデ.ヘ ラ切

り
回 転 ナ デ

灰 (8/1) 3111111以 下の自

灰色砂粒を多

量含む

須・高台付杯 S D04 底部1/2存

底径1 0 0clll

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ.回

転ヘラ切 り

回転ナデ内

灰 白 ) 211ull以 下の自

灰色砂粒を少

量含む

須・高台付杯 S D04 底部1/5存

底径10.Ocm

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ.回

転ヘラ切り後ナデ

回転ナデ内

灰 白 (25Y7/1) 311un以 下の自

灰色砂粒を多

量含む

須・高台付杯 S D04 底部1/5存

底径8.Om
外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ

回転ナデ内

外内 :灰 (75Y5/1)

断 :灰 (75Y7/1,5/1)

lllllll以 下の白色

砂粒を少量含

む

須 壷 S D04 口縁部1/5存

口径7 0all

外内 :回転ナデ 灰 (5/) 211Ell以 下の自

黒色砂粒を少

量含む

須・壷 S D04 底部1/3存

底径12 4cm

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ

回転ナデ内

灰白 (5Y7/1) 2111111以 下の自

黒色砂粒を多

量含む

須・硯 (円面

硯)

S D04 底部1/4存

底径18 0all

外 :回転ナデ.透 し孔

内 :回転ナデ

灰 (5/) 2回以下の白

黒色砂粒を多

量含む

土 ・杯 S D06 口縁部1/6存

口径13.OcD

器高 3.2m

底径 7 0cul

外 :ナ デ.ヘ ラ切 り後
ナデ

内 :ナ デ

橙 (5YR6/6) 2mlll以 下の赤褐

色砂粒を少量

含む

土・杯 S D06 口縁部1/4存

口径14 0cm

器高 2 8cm

底径 7.6cal

外内 :回転ナデ 橙 (5YR6/6) 211ull以 下の赤色

粒子を多量含

む
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土 ・皿 S D06 口縁部1/3存

口径27.Oclll

器高 3.6m

底径17.4cul

外内 :ヨ コナデ.ナ デ にぶい黄橙 (10YR7/3) 3111111以 下の自・

黒色砂粒と赤

色粒子を多量

含む

土・壷 S D06 口縁部1/5存

口径10.8cal

外 :ヨ ヨナデ.ハ ケロ

4条 /cln

内 :ヨ コナデ.板ナデ

灰黄褐 (10YR5/2)に ぶ

い黄褐 (10YR5/3)

3111111以 下の自 .

黒色砂粒を多

量含む

土 ・壼 S D06 口縁部1/3存

口径17.Ocul

外内 :ヨ コナデ後ハケ

目5条 /oll

にぶい黄褐 (10YR4/3) 5面以下の自色

砂粒をやや多

量含む

土・鉢 S D06 頸部1/6存

口径20.2cnl

外内 :ヨ ヨナデ 外 :明赤褐 (2 5YR5/6)

内断 :にぶい橙 (7 5YR7

/4)

5111111以 下の自色

砂粒と赤色粒

子を多量含む

土 ・壼 S D06 口縁部1/5存

口径25.Ocol

外 :ハ ケロ10条 /cm後

ヨコナデ

内 :ヨ ヨナデ.横方向

のハケロ5～6条 /

にぶい褐 (7 5YR5/4) 51mll以 下の自色

砂粒を多量含

む

土・甕 S D06 口縁部1/5存

口径23.3cln

外内 :ヨ コナデ.ハ ケ

目4条 /all.

にぶい褐 (7 5YR5/4) 5mml以下の白色

砂粒を多量含

む

土・甕 S D06 体部1/2存 外

内

ハケロ7～8条 /all

指頭痕後ナデ
外内 :にぶい橙 (7 5YR5

/3)

断 :橙 (7 5YR7/6,6/6,6

/8)

5111111以 下の自色

砂粒を多量含

む

土・鉢 S D06 口縁部1/6存

口径18.Ocln

外 :ヨ コナデ.横方向

のヘラミガキ.ヘ

ラ削り

内 :ヨ コナデ.横方向

のヘラミガキ

灰白 (2.5Y8/2) lllllll以 下の灰色

粒子を少量含

む

土・壺 S D06 体部1/2存 外内 :ナ デ後板ナデ 外断 :明赤褐 (5YR5/6)

内 :に ぶい黄橙 (10YR6/

3)

3nllll以 下の自 `

黒色砂粒と赤

色粒子を多量

含む

土・甑 S D06 体部1/3存 外 :ナ デ後ハケロ5条 /

内 :指頭痕後ナデ

橙 (7.5YR6/8)明赤褐 (2

5YR5/8)

lllllll以 下の自色

砂粒を少量含

む

土 ・蛸壺 S D06 完 形 外内 :ナ デ にぶい黄橙 (10YR6/4) 3111111以 下の自・

黒色砂粒と茶

色粒子を多量

含む

須・杯蓋 S D06 頂部完存 外

　

内

ナデ.回転ヘラ削

り.回転ナデ

回転ナデ

灰白 (5Y7/1) 3nall以 下の自 `

黒・赤色粒子

を多量含む

須・杯蓋 S D06 完存

口径5.4clll

器高3.3cm

外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ削り

内 :回転ナデ

灰白 (2.5Y7/1) 3111111以 下の自

黒色砂粒を少

量含む

須・杯蓋 S D06 端部1/4存

口径16.0011

器高 2 6clll

外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ削り

内 :回転ナデ

外断 :灰 (5Y6/1)

内 :灰自 (5Y7/1)

llllll以 下の自・

黒・赤色粒子

を少量含む
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須 杯蓋 S D06 端部1/2存

口径16.6oll

器高3.2cln

外 :回転ナデ.ヘ ラ削

り

内 :回転ナデ

灰 (6/) 21111n以 下の自

黒色砂粒を多

量含む

須・杯蓋
: S D06 端部1/3存

口径16 6cln

器高3.5cm

外 回転ナデ.回転ヘ

ラ削り後回転ナデ

回転ナデ内

青灰 (5PB5/1) 2cull以 下の自色

砂粒を多量含

む

須・杯蓋 S D06 端部1/4存 外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ削り

内 :回転ナデ

灰 ) 2111al以 下の自色

砂粒を少量含

む

須・高台付杯 S D06 高台部完存

底径8.7cm

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ.ヘ
ラ切 り

回転ナデ内

灰白(10Y7/1)明 黄褐(10Y
R6/8)

211m以下の自色

砂粒を多量含

む

須・高台付杯 S D06 底部1/3存

底径10.Ocm

外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ切り後ナデ.貼
り付け高台後回転
ナデ

内 :回転ナデ

灰 (6/) 211ull以 下の自

黒色粒子を多

量含む

須・高台付杯 S D06 底部1/3存

底径n4cm
外 :回転ナデ.貼 り付

け高台.回転ナデ

後ナデ

内 :回転ナデ

灰 (5/) 2111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

須 ・高台付杯 S D06 底部1/4存

口径156cロ

器高4.4cm

底径11.Ocul

外 :回 転 ナデ.貼 り付

け高台

内 :回転 ナデ

灰 白 (5Y7/1) 211ull以 下の自

黒色砂粒を多

量含む

須・高台付杯 S D06 口縁部1/4存

口径19 0cm

器高4.Oall

底径14 0cln

外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ削り.貼 り付け

高台

内 :回転ナデ

灰 (6/) llllal以 下の自色

粒子少量含む

須・杯 S D06 底部1/2存

底径6.7all

外 :回転ナデ ヘラ切

り

内 :回転ナデ

灰 (N6/) lcun以 下の自

黒色砂粒を少

量含む

須・杯 S D06 口縁部はぼ完

存

口径H Ocnl

器高 4.lcln

底径7.Ocnl

外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ切り

内 :回転ナデ

灰白 (5Y7/1) lllml以 下の自・

黒色粒子を多

量含む

227 須・杯 S D06 口縁部1/5存

口径12.Oall

器高 4.lclll

底径 7.2cal

外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ削り

内 :回転ナデ.仕上げ

ナデ

灰 (5Y4/1～ 6/1)にぶい橙
(2.5YR6/4, 6/6)

2unll以 下の自色

砂粒を少量含

む

須・杯 S D06 口縁部1/4存

口径13.Oclll

器高 4 4cln

底径 8.5cln

外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ削り

内 :回転ナデ

灰白 (8/) 2Eull以 下の自色

粒子を多量含

む

229 須 杯 S D06 口縁部1/4存

口径12.8cm

器高 4 6cln

底径 5.6ctD

外 :回転ナデ.ヘ ラ切

り後ナデ

内 :回転ナデ

灰 (6/,5/) 2111111以 下の自色

粒子少量を含

む
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230 須・杯 S D06 口縁部1/4存

口径14.Oclll

器高 4 7cm

底径 6 55oll

外 回転ナデ.回転ヘ

ラ切 り後ナデ

回転ナデ内

灰白 (25Y7/1) 311ull以 下の自色

粒子を多量含

む

須・杯 S D06 口縁部1/4存

底部完存

口径12.0011

器高 5.Ocm

外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ削り

内 :回転ナデ

灰白 (8/) 3Elnl以 下の自

黒・赤色砂粒

を多量含む

須・杯 S D06 口縁部4/5存

口径H.8m
器高 4 3clll

底径 8 3cm

外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ削り

内 :回転ナデ

灰白 (5Y7/1) 511111以 下の自・

黒色砂粒を多

量含む

須・杯 S D06 口縁部1/3存

口径13.3cln

器高 3.4cln

底径 8.5cln

外 回転ナデ.回転ヘ

ラ削り後ナデ

回転ナデ.回転ナ

デ後仕上げナデ

内

灰 ) 2cull以 下の白色

粒子を多量含

む

須・高台付杯 S D06 底部ほぼ完存

口径8.4011

器高3.9cal

底径6.OclD

外 回転ナデ.回転ヘ

ラ削り.貼 り付け

高台後回転ナデ

回転ナデ内

灰 (5/) lllun以 下の白色

砂粒を少量含

む

235 須・長頸壺 S D06 口縁部3/4存

口径10 0clll

外内 :回転ナデ 灰 (5Y6/1) 2tlllll以 下の黒色

砂粒を多量含

む

須・壺 S D06 底部1/8存

底径9 1clll

外内 :回転ナデ 灰 (7/) lullll以 下の自

黒色砂粒を少

量含む

須・杯 S D06 口縁部1/2存 外内 :回転ナデ 外 :灰 (6/)

内断 :灰白 (7/)

311nll以 下の自

黒色砂粒を少

量含む

ひずみ有
り

須・壷 S D06 底部ほぼ完存

底径5 0oll

外 :回転ナデ.ヘ ラ削

り

内 :回転ナデ

灰 (6/) 21nlll以 下の自色

粒子を多量含

む

須
・

壷 S D06 底部 1/2存

底径 16.Ocm

外 内 :回転 ナ デ 灰 白 ) 3111111以 下 の自

黒色砂粒を少

量含む

須・壷 S D06 口縁部1/5存

口径21.OcIIl

外内 :回転ナデ 灰 白 (5Y8/1) 1.5111nl以 下の灰

色砂粒を多量

含む

須・壷 S D06 口縁部3/5存

口径18 2all

外

内

回転ナデ.カ キロ

回転ナデ.タ タキ

目後回転ナデ.同

心円文

褐灰 (10YR6/1) 2111111以 下の白・

黒色砂粒を多

量含む

242 須・横瓶 S D06 口縁部1/4存

口径14.loll

外

　

内

E

キ

　

波

夕

　

海

夕

　

青

灰黄 (25Y6/2) 4111111以 下の自色

砂粒を多量含

む

須・甕 S D06 口縁部1/2存

口径22 6cm

外 :ヨ ヨナデ 縦カキ

目.横カキロ.縦
タタキロ

内 :ナ デ

灰 自 (2.5Y8/1) 3111111以 下の灰色

砂粒を多量含

む
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土・椀 S D08 口縁部1/8存

口径14.6cm

器高 3.lcIIl

底径 7 5cnl

外

　

内

回転ナデ.ヘ ラ切

り

回転ナデ

黄灰 5Y5/ ) 2111111以 下の自・

黒色砂粒と赤

色粒子を多量

含む

土 ・椀 S D08 口縁部1/10存

口径14 3cal

器高 5 4cm

底径 5 8all

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ.ヘ
ラ削り後ナデ

回転ナデ内

浅黄 (25Y8/3) 2Ш以下の自 .

灰色砂粒と茶

色粒子を少量

含む

土・甕 S D08 口縁部1/4存

口径26.Ocm

外内 :ヨ コナデ.ハ ケ

目5条 /cm

褐 (7 5YR4/4) 3111111以 下の自・

灰色砂粒と赤

色粒子を多量

含む

土・土鍋 S D08 口縁部1/4存

口径39 0clll

外

内

ヨヨナデ.指頭痕
ヨヨナデ 指頭痕
一部にハケロ

灰黄褐 (10YR4/2) 21111n以 下の白色

砂粒を多量食
む

土・土鍋 S D08 口縁部1/4存

口径43 0cm

外

内

ヨコナデ.指頭痕
ヨコナデ

灰褐黄 (10YR5/2) 2111111以 下の自色

砂粒を多量含

む

黒・(A類 )椀 S D08 高台部ほぼ完

存 一．アナ

文

転

暗

回

外

内

自

褐

褐

灰

黒

黄

外

内

断

(5Y8/1)

(25Y3/1)
(10YR5/6)

3ullll以 下の自

黒色砂粒を多

量含む

須 ・高台付杯 S D08 底部3/4存

底径10 3cln

外 回転ナデ 貼 り付

け高台後ナデ 回

転ヘラ削り

回転ナデ内

灰白 (5Y8/1)明 黄褐 (10

YR6/6)
311ull以 下の自

灰色砂粒を多

量含む

焼成不良

須・杯 S D08 底部1/2存

口径12.5cロ

器高 3.6cm

底径 8.2clll

外 :回転ナデ.ヘ ラ切

り

内 :回転ナデ

灰 (N5/) 3111ul以 下の自色

砂粒を少量含

む

須 ・杯 S D08 口縁部1/2存

口径13.9cIIl

器高 3 5cnl

底径 8 6cal

外 :回転ナデ ヘラ切

り

内 :回転ナデ

灰白 (2.5Y8/1)暗 灰黄 (2.

5Y5/2)

311un以 下の自・

灰色砂粒を多

量含む

須 。円面硯 S D08 全体1/2存 外内 :回転ナデ 灰 (N6/) l llllll以 下の自・

灰色砂粒を少

量含む

須・甕 S D08 口縁部1/2存

口径16 0cln

外内 :回転ナデ 灰白 (5Y7/1) 5111111以 下の自・

灰色砂粒を多

量含む

須・甕 S D08 口縁部1/3存

口径19.2011

外

内

ヨコナデ
ヨコナデ 指頭痕

後ナデ

灰白 (2.5Y7/1) 2111111以 下の白 .

黒色砂粒を多

量含む

焼成不良

須 壺 S D08 底部1/5存

底径13 3cm

外 :回転ナデ後タタキ

目.回転ナデ後凹
～線

内 :回転ナデ後ナデ

外

内

灰白 (5Y8/1)

灰 (N6/)
2111111以 下の自

黒色砂粒を合

む

須・杯蓋 S D09 口縁部1/8存

口径160cロ

外 回転ヘ ラ削 り,回

転 ナデ

回転 ナデ内

灰 (N6/) 31111n以 下の自色

砂粒を多量含

む
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須 ・皿 S D09 口縁部1/2存

口径14.loll

器高 1 8all

底径104cロ

外内 :摩 iFAの ため調整

不明

外内 :灰白 (25Y8/)
断 :灰黄 (2.5Y7/2)

311ull以 下の自

灰色砂粒と茶

色粒子を少量

含む

須・杯 S D09 口縁部1/2存

口径13.4cln

器高 3 0all

底径 81m

外内 :ナ デ 灰白 (5Y7/1) 311m以下の自色

砂粒と赤色粒

子を少量含む

須・壷 S D09 口縁部1/4存

口径18.OcIIl

外 :タ タキロ後カキロ

内 :青海波後回転ナデ

灰 自 (5Y7/1) 211111以 下の自色

砂粒を少量含

む

土・蛸壺 S D09 口縁部1/2存 外内 :指頭痕 橙 (2 5YR6/8) 3111111以 下の自

黒色砂粒と赤

色粒子を多量

含む

土・杯 D10 底部1/3存

底径72m
外内 :回 転 ナデ 灰白 (5Y7/1)灰 (10Y4/1) lllllll以 下の白・

黒色砂粒と赤

色粒子を少量

含む

土・甕 D10 口縁部1/10存

口径16 4all

外内 :ヨ コナデ 浅黄橙 (7.5YR8/6) 5m以下の自

黒色砂粒と茶

色粒子を多量

含む

須・杯蓋 (硯

に転用)

S D10 完形

口径16.9011

器高 1 4all

外 回転ナデ.回転ヘ

ラ削り後ナデ

回転ナデ (硯に転

用しているので回

転ナデの表面がな

めらか)

内

灰 (6/) 2nlln以 下の自

黒色砂粒を少

量含む

須・高台付杯 S D10 底部1/8存

底径15.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

断

灰 (5/)

青灰 (5PB6/1)

暗赤灰 (5R4/1)

lllllll以 下の白色

砂粒と赤色粒

子を少量含む

土 椀 S D12 底部完存
口径1 5 7clll

器高 6 2cln

底径 7 1oll

9l:a=f/. nii
)f +. ,7

fi: )-7

灰黄 (2.5Y7/2) loull以 下の自色

砂粒を少量含
む

土 ・椀 S D12 底部1/4存

底径 7.6clll

外 ヘラミガキ.貼 り

付け高台後ナデ

ナデ後ヘラミガキ?内 :

外断 :淡黄 (25Y8/3)

内 :灰黄 (25Y7/2)

2111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

土・椀 S D12 口縁部1/2存

口径14.8ml

器高 6.Ooll

底径 5.8cnl

外 :ヨ ヨナデ 貼 り付

け高台後ナデ.ヘ

ラミガキ

内 :ヨ コナデ

灰 自 (2.5Y8/2) 2111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

土・椀 S D12 口縁部1/4存

口径15 5cln

器高 6 1cm

底径 6 4oll

外 回転ナデ後一部ヘ

ラミガキ.貼 り付

け高台.回転ヘラ

切り後ナデ

回転ナデ内

灰白 (2.5Y8/2) lllm以 下の自色

砂粒を少量含

む

土・椀 S D12 底部完存

口径14.OcIIl

器高 5 7cul

底径 6.OcIIl

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ

回転ナデ内

灰 白 (2.5Y8/2) 31nln以 下の自色

砂粒を少量含

む
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土・椀 S D12 口縁部1/2存

口径15.lcln

器高 5.8all

底径 5.7all

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ

回転ナデ内

灰黄 (25Y7/2) lllllll以 下の自

黒・赤色粒子

を少量含む

土・椀 S D12 口縁部5/8存

口径14.2clD

器高 4.7cnl

底径 5.Ocal

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ

回転ナデ内

自

白

灰

灰

外

内

(25Y8/2)

(10YR8/2)

3allll以 下の自色

砂粒を少量含

む

土・椀 S D12 口縁部1/5存

口径16.2cln

器高 5 2cln

底径 6 0cm

外内 :回 転 ナデ 外 :灰白 (25Y8/2,7/1)

内断 :灰白 (2.5Y8/2)

llnal以 下の自

黒色砂粒と赤

色粒子を少量

含む

土・椀 S D12 底部1/2存

口径16.3clll

器高 4.75cm

底径 6.2cul

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ

回転ナデ内

外

内

断

浅黄 (25Y7/3)

灰白 (2.5Y8/2)

浅黄 (2.5Y7/3)灰 (6

/)

llIIll以 下の自色

砂粒を少量含

む

土・椀 S D12 口縁部1/4存

口径14.4cm

外

　

内

回転 ナデ.ヘ ラ削

り

回転 ナデ

灰黄 (2.5Y7/2) lШ以下の自・

黒色砂粒と赤
色粒子を多量

含む

土 椀 S D12 口縁部1/3存

口径15,Ooll

外内 :回転ナデ 灰黄 (25Y6/2) lalln以 下の自・

黒色砂粒を少

量含む

277 土 ・椀 S D12 口縁部1/6存

口径15.Ocln

外内 :回転ナデ 灰 自 (2.5Y8/2) lm以下の自

茶色粒子を多

量含む

土・椀 S D12 口縁部1/4存

口径16 6cln

外

　

内

回転ナデ後ヘラミ

ガキ

回転ナデ

外 :灰白 (2.5Y8/2)

内断 :灰白 (2.5Y8/2)灰

(5/)

llnm以下の自

黒色粒子を少

量含む

279 土・椀 S D12 口縁部1/4存

口径14.0011

外内 :回転ナデ 灰白 (10Y8/2) lllull以 下の自

黒・赤色粒子

を少量含む

土・椀 S D12 口縁部1/4存

口径17.Ocln

外

　

内

回転ナデ後ヘラミ

ガキ

回転ナデ

灰白 (10YR8/2) lllul以 下の自・

黒色砂粒と赤

色粒子を少量

含む

土・椀 S D12 口縁部1/4存

口径16.Ocm

外内 :回転ナデ 灰白 (2.5Y8/2) lllllll以 下の自・

黒色砂粒を少

量含む

土・椀 S D12 口縁部1/12存

口径8.Oall

外内 :回転ナデ 灰黄 (2.5Y7/2) lllllll以 下の自・

黒・赤色粒子

を少量含む

土・椀 S D12 底部1/2存

底径6.3all

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ

回転ナデ内

灰黄 (2.5Y7/2) lllln以 下の黒色

粒子を少量含

む

土・椀 S D12 底部1/2存

底径7.0011

外

内

回転ナデ

ナデ

灰黄褐 (10YR5/2) lllull以 下の自色

砂粒を少量含

む
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土 椀 S D12 底部1/2存

底径6.0011

外

内

回転ナデ

ナデ

淡黄橙(10YR8/3)黄 灰(2.5

Y4/1)

2111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

土 椀 S D12 底部1/4存

底径62cロ

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ

回転ナデ後ヘラミ

ガキ
内

灰白 (2.5Y8/2) l llEl以 下の自色

砂粒を多量含

む

土 椀 S D12 底部3/4存

底径5 8clll

外 ヘラ削り 貼 り付

け高台後ナデ

回転ナデ内

灰 黄 (25Y7/2) lllllll以 下の白

黒 赤色粒子

を多量含む

土 椀 S D12 底部3/4存

底径68cロ

外 :貼 り付け高台後ナ

デ.ヘ ラ切り後ナ

デ

内 :ナ デ

灰黄 (25Y7/2) l llllll以 下の自色

砂粒を少量含

む

土・椀 S D12 底部完存

底径6.4cm

外 :貼 り付け高台後ナ

内 :ナ デ

灰 白 (25Y8/1) lllull以 下の自色

粒子を少量含

む

土 椀 S D12 底部3/4存

底径5 5oll

外 :回転ナデ後ナデ貼

り付け高台後ナ

デ.ヘ ラ切り後ナ

デ

内 :回転ナデ

外断 :灰 白 (10YR8/1)

内 :灰黄 (2.5Y7/2)

l lnlll以 下の黒色

粒子を少量含

む

土 ・椀 S D12 底部1/3存

底径6 6cln

外 :ヘ ラ削り後ヘラミ

ガキ.貼 り付け高

台後ナデ

内 :ナ デ

外 明赤灰 (2.5YR7/2)

灰白 (10YR7/1)
:灰白 (10YR8/1)

褐白 (10YR5/1)

内断

i nlnl以 下の自

黒色砂粒を少

量含む

土・椀 S D12 底部3/4存

底径72cロ

外 ヘラ切 り 貼 り付

け高台後ナデ

ナデ内

‥

断

外

内

灰白 (2.5Y8/1)

:灰 白 (10YR8/1)

lllllll以 下の自色

砂粒を少量含

む

土・椀 S D12 底部完存

底径6 5cm

外内 :回転ナデ 灰自 (10Y8/2) lllull以 下の白色

砂粒を少量含

む

土
・

椀 S D12 底部1/2存

底径6 4cD

外 :回転ナデ.ヘ ラ切

り貼 り付け高台後

ナデ

内 :回転ナデ

外 :灰白 (25Y8/2).灰
(6/)

内 :淡黄 (2.5YR8/3)

断 :淡黄 (2.5YR8/3)灰

(6/)

l llllll以 下の自色

砂粒を少量含

む

土 ・椀 S D12 底部1/4存

底径7 1cIIl

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ

回転ナデ内

外断 :灰白 (2.5Y7/1)

内 :灰黄 (25Y7/2)

lllllll以 下の自色

砂粒を少量含

む

296 土 ・小皿 D12 完 形 外内 :ヨ ヨナデ.ヘ ラ

切 り

にぶい黄橙 (10YR7/3) lIIID以 下の黒

赤色粒子を多

量含む

297 土 ・小皿 S D12 口縁部1/2存

口径9 8clll

器高1.95cm

底径5 7cm

外内 :ヨ ヨナデ にぶい橙 (2 5YR6/4) llllnl以 下の自

黒 灰色砂粒

を多量含む
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土 ・小皿 S D12 底部1/2存

口径10.8all

器高 1 8cln

底径 6 0cm

外 :板状圧痕

内 :摩 滅のため調整不

明

淡黄橙 (10YR8/4) lmll以 下の赤色

粒子を多量含

む

299 黒 (A類 )椀 S D12 口縁部1/8存

口径17.Ocm

外

内

ナデ.ヘ ラミガキ

ナデ
外断 :灰 白 (10YR8/2)

内 :黒灰 (3/)

3111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

黒 。(A類 )椀 S D12 口縁部1/2存

口径160011

器高 6 0cln

底径 6 7cln

外内 :回転ナデ後暗文 黒

‥

‥

断

外

内

(2.5Y2/1)

灰黄 (25Y7/2)

lnlln以 下の自

黒・赤色砂粒

を少量含む

黒・(A類 )椀 S D12 口縁部1/12存

口径18.Ocm

外内 :回転ナデ後ヘラ

ミガキ

外

　

内

断

灰白 (25Y8/2)黒 褐

(25Y3/1)

黄灰 (2.5Y4/1)

灰白 (2.5Y8/2)

lllllll以 下の自

黒・赤色粒子

を多量含む

黒・(A類 )椀 S D12 口縁部1/7存

口径16.Ocln

外 :ナ デ

内 :ナ デ後ヘラミガキ

外 :黒 (2/)灰白(10YR
8/2)に ぶい橙 (75
YR7/4)

内断 :黒 (7 5YRl.7/1)

7111111以 下の白色

砂粒を少量含

む

黒・(A類 )椀 S D12 口縁部1/4存

口径14.8clll

器高 5 3clll

底径 6 3cm

外内 :ヨ ヨナデ 外断 :灰白 (25Y7/1)
内 :黒 (2/)

311ull以 下の自

赤色砂粒を少

量含む

土・甕 S D12 口縁部1/10存

口径31 2cm

外

内

ヨコナデ.指頭痕
ヨコナデ.ナデ

外 :黒褐 (10YR3/1)

内断 :(10YR5/1,5/2)
3Eull以 下の自色

砂粒を少量含

む

土 ・羽釜 S D12 口縁部破片 外内 :ヨ ヨナデ 外断 :明黄褐 (10YR6/6)

内 :浅黄 (2.5Y7/4)

5111111以 下の自色

砂粒を少量合

む

焼成やや

不良

瓦 ・椀 S D12 口縁部2/5存

口径1 6 0cIIl

器高 5.3clll

底径 4 1cIIl

外 回転ナデ後暗文 .

指頭痕

回転ナデ.暗文内

内外 :暗灰 (3/)
断 :灰 (5Y6/1)

l Elal以 下の自色

砂粒を少量含

む

瓦・椀 S D12 口縁部1/8存

口径15 2cm

外 :指頭痕後ナデ.暗
文

内 :ナ デ後暗文

外 :暗灰 (N3/)灰 白 (5

Y7/1)

内 :暗灰 (N3/)
断 :灰 白 (5Y7/1)

精lgl

瓦・椀 S D12 口縁部1/3存

口径14.6clll

外 指頭痕.ナ デ.貼
り付け高台後ナデ

ナデ内

外 :暗灰 (3/)

内断 :灰白 (25Y8/1)

l Ellll以 下の自色

砂粒を少量合

む

309 瓦・椀 S D12 口縁部1/8存

口径14 2clll

外

内

指頭痕
ナデ後暗文

外 :暗灰 (N3/)
内 :暗灰 (N3/)灰 白 (5

Y8/1)

断 :灰 白 (N8/)

精緻

瓦 ・椀 S D12 口縁部2/3存

口径15 0clll

器高 5.2cIIl

底径 4.l cal

外 :回転ナデ後暗文

指頭痕

内 :回転ナデ後暗文

内外 :暗灰 (4/1)

断 :灰 白 (5Y8/1)

lllull以 下の黒色

粒子を少量含

む

-169-



物
号

選
番

版
号

図
番 器  種 出土地点 残存率・法量 成形・調整 色  調 胎 土 備考

須・杯蓋 S D12 つまみ部完存 外内 :回転ナデ 灰 白 (25Y7/1) lllm以下の自・

黒色粒子を少

量含む

須・杯 S D12 口縁部破片

口径104m
外内 :回転ナデ 灰 (6/) lllllll以 下の自・

黒色砂粒を少

量含む

須・杯 S D12 底部1/6存

底径7.Ocln

外内 :回転ナデ 灰 白 (N7/ ) 51111B以 下の自・

黒色砂粒を少

量含む

須・高台付杯 S D12 底部1/6存

底径7.2all

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ

回転ナデ内

灰 (5Y6/1) lllull以 下の自

黒色砂粒を多

量含む

須 。高台付杯 S D12 底部1/6存

底径9.Ocln

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ

回転ナデ内

灰 (N7/ ) lllull以 下の自

黒色砂粒を多

量含む

須 。高台付杯 S D12 底部1/6存

底径H Ocln

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ

回転ナデ内

外

内

断

灰 (6/,5/)
灰 (6/)

灰 (5/)

lllllll以 下の白・

黒色粒子を少

量含む

須・高台付杯 S D12 底部1/5存

底径9 0oll

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ

回転ナデ内

外内 :灰 (N5/)
断 :灰 (N5/)灰黄褐(10Y

R5/2)

lllull以 下の自色

粒子を多量含

む

須・壺 S D12 口縁部1/12存

口径13.7cul

外 :回転ナデ.自 然釉

付着

内 :回転ナデ

外断 :灰 白 (2.5Y7/1)

内 :灰 (5/)

lnllll以 下の自色

砂粒を少量含

む

須・壺 S D12 匡部1/5存

底径7.6cIIl

外 :回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ.タ

タキ

内 :回転ナデ

外 :灰 (6/)

内断 :灰自 (7/)

loln以下の自

黒色砂粒を多

量含む

須・壷 S D12 底部1/6存

底径H.2cln

外 :回転ナデ.貼 り付

け高台

内 :回転ナデ

外

内

灰 (6/)

黄灰 (2.5Y6/1)

21nln以 下の自色

砂粒を少量含

む

須
・

壺 S D12 底部1/12存

底径22.Ocm

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ

回転ナデ内

灰 (N6/) 3111111以 下の自

黒色砂粒を多

量含む

322 須 ・甕 S D12 底部1/4存

底径19.Om
*8: t r+. ,7 外

内

断

灰 (5Y6/1)

黄灰 (2.5Y6/1)

灰白 (5Y7/1)

3mll以下の黒色

粒子を少量含

む

須 :鉢 S D12 口縁部1/8存

口径17.Ooll

外内 :回転ナデ 灰 (7.5Y6/1) lllllll以 下の自色

砂粒を少量含

む

平 瓦 S D12 1/4存

厚さ2.9cm

縄

布

面

面

凸

凹

灰 (10Y5/1) 5uml以下の自色

砂粒を含む

白磁椀 S D12 底径6 0clD 外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ削り.釉
内 :回転ナデ.釉

外

内

　

断

釉

灰白 (75Y7/1)
灰白 (7.5Y7/1)灰 自

(5Y7/1)

灰自 (5Y7/1)

淡い緑味がかったもの

llllln以 下の白色

粒子を少量含

む
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土 ・皿 S D13 口縁部1/2存

口径18.Ocm

器高 3 4cm

底径13.5oll

外内 :摩滅のため調整

不明

外断 :橙 (2.5YR7/6)

内 :燈 (25Y6/6)

3alul以 下の自

黒色砂粒と赤

色粒子を少量

含む

焼成不良

土・蛸壷 S D13 上部以外完存 外内 :指頭痕 橙 (75Y6/6) 5m以下の自色

砂粒と赤色粒

子を多量含む

焼成不良

須・杯蓋 S D13 つ まみ部存 外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ削り

内 :回転ナデ

灰 (N6/ ) inlD以 下の自

黒色砂粒を多

量含む

330 須・杯蓋 S D13 口縁部1/5存

口径 7.Ocln

器高 1 6clll

外 回転ヘラ削り。回

転ナデ

回転ナデ内

外内 :灰 自 (N7/

断 :灰白 (N7/)
YR5/1)

)

灰褐 (5

lnm以 下の自・

黒色砂粒を少

量含む

須・杯蓋 S D13 口縁部1/5存

口径18.4cnl

器高 16011

外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ削り

内 :回転ナデ

灰白 (5Y8/1) 2nml以下の自色

砂粒を少量含

む

須・高台付杯 S D13 底部1/5存

底径 9 0cln

外 回転ヘラ削り。貼
り付け高台後ナデ

回転ナデ内

灰 (N6/ ) 2111ul以 下の自色

砂粒を多量含

む

須 杯 S D13 口縁部1/6存

口径15.6cD

外内 :回 転 ナデ 灰 (N5/ ) 2111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

須・高台付杯 S D13 底部1/3存

口径16.8cal

器高 4 0cal

底径10 5cm

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ ヘ

ラ切 り

回転ナデ内

赤橙 (10R6/6)にぶい黄
橙 (10YR7/2)

2nlln以 下の白

灰色砂粒を多

量含む

焼成不良

土 ・皿 S D14 完形

口径14.Ocnl

器高 16011

底径10.6clll

外

　

内

回転ナデ.

ラ切 り

回転ナデ.

着

へ
　
　
付

転

　

ス

回
　
　
ス

外内断 :灰黄褐 (10YR6/

2)

口縁部 :赤橙 (10YR6/6)

31111n以 下の自色

砂粒を少量含

む

土 ・皿 S D14 口縁部1/4存

口径13.Ocln

外内 :回転ナデ 外断 :灰白 (5Y8/1)明 黄

褐 (10YR6/8)

内 :オ リープ黄 (5Y6/4)

灰オリープ (75Y6/2)

llllln以 下の自色

砂粒を少量含

む

焼成不良

須 高台付杯 S D14 底部1/2存

底径9 7cln

外 貼 り付け高台後ナ

デ.回転ヘラ切り

回転ナデ内

灰白 (8/) 3alul以 下の自色

砂粒を少量含

む

須・壷 S D14 底部1/4存

底径14 5cln

外 タタキ後回転ナデ

回転ヘラ削り.貼

り付け高台後ナデ

肩部と高台上部に

自然釉付着

青海波後回転ナデ

底部に自然釉付着

内

外 :灰白 (5Y8/1～ 7/1)

内断 :灰 白 (8/)

釉 :オ リープ灰 (10Y6/2
～5/2)

3111111以 下の自・

黒・茶色砂粒

を少量含む

縄・深鉢 包含層 口縁部破片 外内 :摩 滅のため調整

不明

黒 (2/) 21111n以 下の白・

灰・黒・茶色

砂粒を多量含

む

波状口縁
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縄・深鉢 包含層 口縁部破片 外 :ヨ コナデ

内 :調整不明

黒 (N2/) 5111111以 下の自

灰・茶色砂粒

を多量含む

波状口縁

焼成不良

縄・深鉢 包含層 口縁部破片 外内 :ヨ ヨナデ 外 灰オリープ (5Y6/2)

黒 (N2/)
:黄灰 (2.5Y4/1)内断

2111111以 下の自

灰色砂粒と茶

色粒子を多量

含む

縄・浅鉢 包含層 口縁部1/8存

口径33 5clll

外内 :横方向のミガキ 外

内

断

黄褐 (25Y5/3)
にぶい黄 (25Y6/3)

(2.5Y2/1)

411111以 下の自

灰色砂粒を多

量含む

縄・深鉢 包含層 頸部1/6存 外内 :横方向の条痕 外 : 灰黄 (25Y7/2)黄 灰

(25Y6/1)
:黄灰 (25Y5/1)黒

(2.5Y2/1)

内断

21111n以 下の自

灰色砂粒を多

量含む

弥 高杯 包含層 脚部完存

杯口縁部1/5

存

外 :ナ デ.突帯

内 :ヘ ラミガキ

黄褐 (25Y5/3) 5111111以 下の自 .

茶色砂粒と赤

色粒子を多量

含む

焼成不良

弥・壺 包含層 口縁部1/5存

口径1 7 0clll

外内 :ヨ ヨナデ 外

内

断

明赤褐 (5YR5/6)

橙 (7.5YR6/6)

にぶい黄橙 (10YR6/

4)

211ull以 下の白

黒色砂粒と金

雲母を多量含

む

土・甕 包含層 口縁部1/6存

口径20.6all

外

　

内

ヨコナデ.タ タキ

目
ヨコナデ

外 :明赤褐 (5YR5/6)

内断 :に ぶい黄橙 (10YR
6/4)

5111111以 下の自

灰・茶色砂粒

と赤色粒子を

多量含む

弥 ・壷 包含層 口縁部1/4存

口径18.Ooll

外 :刻み目

内 :摩滅のため調整不

明

内

‥

外

断

:灰白 (25Y8/2)

灰白 (N7/)

5111111以 下の白

灰色砂粒と赤

色粒子を多量

含む

弥・甕 包含層 口縁部1/3存

口径14 0cln

外

　

内

ヨヨナデ.タ タキ

目
ヨコナデ

浅黄 (25Y7/4) 5111111以 下の自 `

灰色砂粒と赤

色粒子を多量

含む

弥・鉢 包含層 口縁部1/3存

口径9 6cm

器高5.8oll

底径2.3m

外 :ナ デ後タタキロ

内 :ナ デ

外内 :浅黄橙 (10YR8/3)

断 :橙 (5YR6/6)

311ull以 下の自

灰色砂粒と赤

色粒子を少量

含む

弥・高杯 包含層 口縁部1/4存

口径24.Oall

外 :ヨ コナデ

内 :摩滅のため調整不

明

橙

黄
‥
浅

断

‥

外

内

(7 5YR6/6)

(25Y7/3)

3EEl以下の自

灰色砂粒と赤

色粒子を多量

含む

土・高台付杯 包含層 底部1/3存

口径17.4m

器高 6.3cln

底径13 0oll

外 :貼 り付け高台.ヨ
ヨナデ

内 :摩減のため調整不

明

灰白 (2.5Y8/2) 4111111以 下の自

灰 黒色砂粒

と赤色粒子を

多量と金雲母

を少量含む

土・高台付椀 包含層 口縁部1/5存

口径14.6all

器高 5.lcul

底径 6.lcm

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ

回転ナデ内

灰 白 (2.5Y8/2) 2111111以 下の自

灰・黒色砂粒

と茶色粒子を

少量含む
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物
号

遺
番

凶 凧

番号
器  種 出土地点 残存率・法量 成形・調整 色  調 胎 土 備考

土・椀 包含層 底部1/6存

底径5.8cIIl

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ

回転ナデ内

浅黄 (25Y8/3) 2111111以 下の自・

灰・茶色砂粒

を少量含む

焼成不良

土・高台付椀 包含層 底部1/2存

底径6 0cm

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ

回転ナデ内

灰 白 (25Y8/2) l llllll以 下の自

茶色砂粒を少

量含む

焼成不良

土・土鍋 包含層 口縁部1/3存

口径30.4all

外 :ヨ コナデ.指頭痕

内 :ヨ コナデ.板 ナデ

か ?

外 :明赤褐 (2 5YR5/6)

赤黒 (2 5YRl.7/1)

内 :に ぶい黄橙 (10YR6/

3)黒褐 (10YR3/1)

llllln以 下の自・

灰・黒・茶色

砂粒と赤色粒

子を多量含む

黒・(A類 )椀 包含層 口縁部1/8存

口径14 6cln

器高 4.5cln

底径 6.Oml

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ

回転ナデ内

外

　

内

黒 (25Y2/1)灰白 (2.

5Y8/2)

黒 (25Y2/1)

2111al以 下の自

黒・赤・茶色

砂粒を多量含

む

須・杯 包含層 底部1/2存

口径120011

器高 3 8oll

底径 8.4clll

外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ削り

内 :回転ナデ

外内 :灰白 (7/)

断 :灰 (4/)

5111111以 下の白

黒色砂粒を多

量含む

須・杯 包含層 口縁部1/5存 外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ削り

内 :回転ナデ

灰 (6/) 2111111以 下の自・

黒色砂粒を少

量含む

須・杯 包含層 口縁部2/3存

口径13 0cm

器高 4.4cm

底径 7.8cm

外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ切 り

内 :回転ナデ

灰白 (8/) 2nllD以 下の自

灰・黒色砂粒

を多量含む

須 杯 包含層 口縁部1/6存

口径13 0cm

器高14 8cm

底径 9.Ocm

外 :回転 ナデ.回転 ヘ

ラ切 り

内 :回転 ナデ

外内 :黄灰 (25Y6/1)
断 :褐 (10YR5/6)

311un以 下の自

灰・黒色砂粒

を多量と雲母

を少量含む

須・杯 包含層 口縁部1/4存

口径12.9cal

器高 5.Oclll

底径 9.Ocm

外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ切 り

内 :回転ナデ

黄灰 (2.5Y6/1～ 4/1) 3111111以 下の自・

灰・黒色砂粒

を多量含む

焼成不良

須・杯 包含層 口縁部1/8存

口径13.Ocul

器高 3 5all

底径 9.Ocm

外 :回転ナデ.ヘ ラ切

り後ナデ

内 :回転ナデ

灰 白 ) 2111111以 下の自・

灰色砂粒を少

量含む

須・皿 包含層 口縁部1/2存

口径H.8cm

器高 1 8all

底径10 9cm

外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ切り

内 :回転ナデ

灰 (5Y5/1～4/1) 311ull以 下の自

灰・茶色砂粒

を多量含む

須・杯蓋 包含層 口縁部1/4存

口径13.Ocm

器高 1 8clll

外 回転ナデ.回転ヘ

ラ削り.蓋つまみ

を付けた後ナデ

回転ナデ内

白 (7.5Y6/1) 2111111以 下の自

黒色砂粒を少

量含む

須 ・高台付椀 包含層 口縁部1/3存

口径1 5 8cIIl

器高 4 7all

底径 9 2cln

外 回転ナデ.回転ヘ

ラ切り。貼 り付け

高台後ナデ

回転ナデ内

灰白 (8/) 311ull以 下の自・

灰・黒・茶色

砂粒を多量含

む
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物
号

遺
番

凶 取

番号
器  種 出土地点 残存率・法量 成形・調整 色  調 胎 土 備考

須・高台付杯 包含層 完形

口径16.Oall

器高 4.3all

底径H.Oall

外 回転ナデ.回転ヘ

ラ削り.貼 り付け

高台後ナデ

回転ナデ内

外 :紫灰 (5P6/1)

内断 :明紫灰 (5P7/1)

2111111以 下の白

灰・黒色砂粒

を多量含む

須・高台付杯 包含層 底部1/2存

底径13.Ocal

外 貼 り付け高台後ナ

デ.回転ナデ

回転ナデ後仕上げ

ナデ

内

外内 :明青灰 (5PB7/1)

断 :灰褐 (5YR5/2)

l cull以 下の自

黒色砂粒を多

量含む

須・高台付杯 包含層 底部1/3存

底径12 0cm

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ.回

転ヘラ切 り

回転ナデ内

灰白 (8/) 21111D以 下の自・

黒色砂粒を多

量含む

須・高台付杯 包含層 底部1/2存

底径8 2cm

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ.回

転ヘラ切り

回転ナデ内

灰 (N6/) 2EIEl以 下の白・

灰色砂粒を少

量含む

須・高台付杯 包含層 底部1/2存

底径H.Ooll

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ.回

転ヘラ切 り

回転ナデ内

外 :灰 白 (25Y8/1～ 8/2)

内断 :灰自 (8/)

311111以 下の自

灰自色砂粒を

多量と茶色粒

子を少量含む

焼成不良

須・高台付杯 包含層 底部1/5存

底径9 0cln

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ.回

転ヘラ切り

回転ナデ内

外内 :青灰 (5PB6/1)

断 :灰 (5/)

2Eull以 下の自・

灰・黒色砂粒

を多量含む

須・高杯 包含層 底部2/3存

底径8 0clll

外内 :回転ナデ 外断 :灰白 (N7/)
内 :灰白 (N8/)
釉 :暗オリープ (2.5GY4

/1～ 3/1)

2111111以 下の自

灰・黒色砂粒

を多量含む

ひずみ有

り

須・長頸壷 包含層 体部以下完存 外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ削り

内 :回転ナデ

外内 :灰 (6/)

断 :赤灰 (75R6/)
2111111以 下の自

黒色砂粒と赤

色粒子を少量

含む

須 壺 包含層 頸部 1/4存

口径 15 0cm

外 :回 転 ナデ

内 :回 転 ナデ 青海波

灰白 (75Y7/1) 5111111以 下の自・

灰色砂粒を多

量含む

須・高台付壷 包含層 底部1/2存

底径6.Ocln

外 回転ナデ.貼 り付

け高台後ナデ

回転ナデ内

灰 (N6/) 3111111以 下の自

灰色砂粒を多

量含む

須・壷 包含層 底部1/3存

底径9.Om
外 :回転ナデ.回転ヘ

ラ削り

内 :回転ナデ

明紫灰 (5P7/1) 4111111以 下の自・

灰・黒色砂粒

を多量含む
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第 8表 金蔵寺下所遺跡石器観察表

遺物番号
{

図版番号 器  種 出土地′点 石 質 長さ(al) 幅 (cm) 厚さ(on) 重量(g) 備  考

打製石斧 S K01 サ ヌカイ ト 12,70 7.10 2.10 205.70

打製石斧 S K01 サ ヌカイ ト 4.50 6.95 1.15 41.01 刃部に便用痕
あり

打製石斧 S R01 サ ヌカイ ト 6.20 5.85 1.55 68.64

打製石斧 S R01 サ ヌカイ ト 9.05 6.25 13.5 137.29 やや厚滅 して
いる

打製石斧 S R01 サ ヌカイ ト 11.50 5.10 1.70 83.79

石鏃 S R01 サ ヌカイ ト 2.60 1.30 0.25 0.98 平 基

打製石庖丁 R01 サ ヌカイ ト 9.45 3.90 0.70 40.13 長方形

ス クレイ′く― S R01 サ ヌカイ ト 12.20 5.70 1.55 104.39 長方形

ス ク レイ S R01 サ ヌカイ ト 6.00 5.00 1.30 49.26

石匙 S R01 サ ヌカイ ト 4.80 4.50 5.05 12.20 横型

ス ク レイ S R01 サヌカイ ト 6.10 3.00 0.55 10.40 刃部は凸線状

スクレイパー S R01 サ ヌカイ ト 4.65 3.20 0.65 9.52 刃部は直線状

石鏃 D01 サ ヌカイ ト 2.30 1.60 0.30 1.04 平 基

スクレイパー D01 サヌカイ ト 4.40 4.25 0.95 13.80 三角形

国府型ナイフ形石
器 包含層 サ ヌカイ ト 6.30 2.30 0.90 12.49

ナイフ形石器 包含層 サ ヌカイ ト 5.25 2.35 0.45 5.51

ナイフ形石器 包含層 サ化
ト

風
イ

色
カ

白
ヌ

2.35 1.55 0.70 1.64

横長景1片石核 包含層 サ ヌカイ ト 6.35 3.60 1.70 39.87

二次加工ある崇J片 包含層 サ ヌカイ ト 12.00 4.80 1.30 42.98

石鏃 包含層 サ ヌカイ ト 1.70 1.10 0.20 0.26 凹基

石鏃 包含層 サヌカイ ト 1.70 1.25 0.30 0.38 凹基

石鏃 包含層 サ ヌカイ ト 1.80 1.20 0.25 0.37 凹基

石鏃 包含層 サ ヌ カ イ 2.70 1.80 0.35 1.13 凹基

石鏃 包含層 サ ヌカイ ト 3.20 1.95 0.35 1.25 凹基

石鏃 包含層 サ ヌカイ ト 3.10 2.60 0.40 1.83 凹基

石鏃 包含層 サ ヌカイ ト 2.45 1.75 0.30 0.99 平 基

石鏃 包含層 サ ヌカイ ト 2.65 1.35 0.35 1.34 平 基

石鏃 包含層 サ ヌカイ ト 4.80 2.75 0.60 10.07 平基

石鏃 包含層 サ ヌカイ ト 3.15 1.50 0.55 1.77 有茎

石鏃 包含層 サ ヌカイ ト 1.85 1.30 0.40 0.85

石錐 包含層 サ ヌカイ ト 3.85 1.45 0.55 2.34

石錐? 包含層 サヌカイ ト 2.80 2.60 0.30 3.85 摩滅している

369 打製石庖丁 包含層 讃岐岩質安
山岩

8.00 4.70 1.30 58.07 長方形

打製石庖丁 包含層
讃岐岩質安
山岩

8.30 3.70 0.70 28.00 長方形

打製石庖丁 包含層 サ ヌカイ ト 8.80 4.60 1.95 75.04 長方形
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遺物番号 図版番号 器   種 出土地点 石 質 長さ(all) 幅 (cm) 厚さ(oll) 重量(g) 備  考

打製石庖丁? 包含層 サ ヌカイ ト 3.60 2.50 0.80 9.55

打製石庖丁 包含層 サ ヌカイ ト 3.70 4.60 1.80 33.62

石匙 包含層 サ ヌカイ ト 3.70 6.70 0,75 14.07 横型

ス クレイパー 包含層 サ ヌカイ ト 5.30 4.10 0.80 18.67 刃部は直線状

376 ス クレイパー 包含層
白色風化サ
ヌカイ ト

4.20 3.60 1.15 17.31

ス クレイパー 包含層 サ ヌカイ ト 6.30 4.45 1.15 35.86 刃部は直線状

スクレイパー 包含層 サ ヌカイ ト 5.70 4.00 7 50 20.58 刃部は直線状

スクレイパー 包含層 サ ヌカイ ト 6.50 4.30 0.70 19.38 刃部は凸線状

スクレイパー 包含層 サ ヌカイ ト 3.55 4.80 0.85 17.06 刃部は直線状

スクレイパー 包含層 サ ヌカイ ト 7.40 5.25 0.85 31.37 刃部は直線状

スクレイパー 包含層 サ ヌカイ ト 8.85 6.40 0.90 63.33 刃部は凸線状

ス クレイパー 包含層 サ ヌカイ ト 9.30 5.75 1.25 67.80 刃部は直線状

ス クレイパー 包含層 サ ヌカイ ト 11.60 5 50 1.10 83.46 刃部は直線状

エ ン ドスクレイパ
包含層 サ ヌカイ ト 7.10 3.95 1 30

ラウン ドス クレイ
包含層 サ ヌカイ ト 6.10 5.60 1.70 71.34

スクレイパーor打

製石庖丁
包含層 サ ヌカイ ト 12.60 6.10 8.05 66.46

スクレイパー,石
錐の万能品

包合層 サ ヌカイ ト 6.20 5 30 0.60 20 95 刃部は直線状

ス クレイパー 包含層 サ ヌカイ ト 4.40 5.20 1 30 37.34

スクレイパー 包含層 サ ヌカイ ト 16 60 6.20 0.75 43 82

石鎌 包含層 サ ヌカイ ト 8.10 4.00 0 70 26.94

打製石斧or石鎌 包含層 サ ヌカイ ト 11.60 4.65 1.45 83.72 刃部は直線状

打製石斧 包含層 サ ヌカイ ト 10.10 5.30 1.30 63.07

打製石斧 包含層 サ ヌカイ ト 8.80 4.95 1.80 78 54

打製石斧 包含層
讃岐岩質安
山岩

14.30 6.50 1 90 196.35

打製石斧 包合層 サ ヌカイ ト 7.60 6.00 2.70 127.86

397 打製石斧 包含層 サ ヌカイ ト 9.50 7.90 2.00 168.57

打製石斧Orス クレ
イパー 包含層 サ ヌカイ ト 6.05 5.05 1.50 60.43

打製石斧? 包含層 サ ヌ カ イ 7.85 3 80 1.40 48.03

石核? 包含層 サ ヌカイ ト 6.30 7.60 1.95 100.71

景1片 包含層 碧 玉 2 90 2.70 0.60 5.43

磨製石斧 包含層
結晶片岩
(黒色片岩 )

3.70 4.55 2.25 46.76

砥石 包含層 半花聞岩 18.00 6.50 4.25 507.59
四 l■l使用.肖 U

痕あ り

砥 石 包含層 半花聞岩 5.05 3.50 1.05 31.92 四面使用

砥 石 包含層 半花聞岩 4.20 3.70 2.90 55.38 四面使用

石 皿 包含層 砂岩 10.50 12.0 4.20 503.30
全
摩

1的にやや
|している
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第 9表 金蔵寺下所遺跡木製品観察表

還 物

番 号

取
号

凶
番 種 類 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(GD) 径 (cm) 刀部長(cul) 刀部幅(m) 柄部長(cal) 体部長(m) 備考

人形 (12.80) 2.50 0.30

人形 (8.50) 210 0.20

人形 (9.80) 2.30 0.10

馬形模造品 (14.80) 3.30 0.30

不明木製品 (9.20) 3 20 0.20

舟形模造品 18.30 3.90 3.40

舟形模造品 14.30 410 3.80

舟形模造品 3.20 2.70

舟形模造品 18.50 3.90 3.40

舟形模造品 (14.30) 4.80 4.00

舟形模造品 21.10 3.50 0.60

舟形模造品 (15.90) 210 0.70

刀形模造品 (47.70) 0.40 2.10 11.40

刀形模造品 (22.80) 0.20 (5.60) 1.60

刀形模造品 (15 20) 0.30 (15 20) 2 30

弓形模造品 (72.00) 1.30 0.60

笛 (18.90) 0.35 1.40

笛 (8.30) 0.15 1.00

棒状木製品 (27.00) 1.20 0.90

棒状木製品 25.50 1.70 1.50

棒状木製品 (25.70) 1.10 0.75

木錘 (8.70) 6.50

曲物 (底板 ) 0.60 20.60

曲物 (底板) 0.90 12.00

曲物 (底板) 0.70 13.20

箱側板 23.80 10.30 0.70

不明木製品 (22.50) 0.70 0.70

不明木製品 (21.30) 1.45 0.50

不明木製品 10.40 0.80 0.60

不明木製品 (7.50) 1 50 0.25

不明木製品 (10.40) 1.45 0.20

不明木製品 (9.45) 1.50 0.60

不明木製品 (13.50) 2.55 0.30

不明木製品 10.60 1.00 0,70

不明木製品 (16.80) 1.60 0.50
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第10表 金蔵寺下所遺跡草軽観察表

第H表 金蔵寺下所遺跡壷鐙観察表

第12表 金蔵寺下所遺跡釘観察表

第13表 金蔵寺下所遺跡鈴観察表

第14表 金蔵寺下所遺跡銭貨観察表

遺物番号 図版番号 器  種 出土地′点 長さ(oll) 幅 (clll) 備  考

草軽 S R02 16.30 8.90

草軽 S R02 14.00 7.20

遺物番号 図版番号 器種 出土地点 総高 (clll) 吊り手高さ(cln) 壷開口部幅 (cal) 壷開口部高さ(clll) 壷部高さ(cal) 材質

59,60,61 壼鐙 S R02南 岸 16 60 2.45 14.10 12.00 11.80 鉄

遺物番号 図版番号 種  類 出土地点 長さ(cln) 幅 (cm) 厚さ(all) 重さ(g) 材  質 備  考

釘 S T01 6.40 0.40 0.50 2.29 鉄

釘 S T01 (5.5) 0.50 0.50 2.13 鉄

釘 S T01 (4.1) 0.55 0.50 2.75 鉄

釘 S T01 0.70 0.60 3.09 鉄

釘 S T01 (5.2) 0.50 0.60 3.55 鉄

釘 S T01 (4.1) 0.42 0.50 0.81 鉄

釘 S T01 (4.3) 0.80 0.40 0.84 鉄

釘 S T01 3.80 0.60 0.50 2.79 鉄

釘 S T01 (5.15) 0.50 0.55 2.01 鉄

釘 S T01 (5.3) 0.70 0.50 2.95 鉄

釘 S T01 (6.5) 0.50 0.60 2.20 鉄

釘 S T01 3.30 0.50 0.60 3.31 鉄

遺物番号 図版番号 器  種 出土地点 器高 (clll) 幅 (clll) 備 考

鈴 包含層 4.70 2.50

遺物番号 出土地点 銭 種 径 (clll) 厚さ(all) 備  考

包含層 開元通賓 2.20 1.50
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第15表 西碑殿遺跡土器観察表

物
号

遺
番

版
号

図
番 器  種 出土地点 残存率・法量 成形 調整 色  調 胎  土 備 考

l 須・杯 不 明 底部1/2存

底径7 0cal

外:回転ナデ.回転ヘ

ラ切り

内:回転ナデ

青灰(5PB6/1) lllllll以 下の自色

砂粒を少量含

む

墨書有 り

弥・壷 S B03 口縁部1/6存

口径8.6cm

外

内

ナデ.凹線1条

ナデ

オリーブ黒(5Y3/2) lmm以 下の自色

砂粒を少量含

む

焼成やや

不良

3 弥・壷 S B03 口縁部1/H存

口径21.4m
外:ナ デ.凹線3条

内:ナ デ

にぶい黄橙(10YR7/4) 2Ellll以 下の自・

茶色粒子を少

量含む

4 弥・甕 S B03 口縁部1/5存

口径18.8clll

外 :ナ デ.凹線2条.ヘ
ラミガキ

内:ナ デ

外内:橙 (5YR6/6)

断:黒 (2.5Y2/1)

llllm以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・甕 S B05 口縁部1/12存

口径18.7clll

外

内

凹線3条 .ヨ コナデ
ヨヨナデ

言饉(7.5YR6/6)黒 (2.5Y2/
1)

21nnl以 下の自・

茶色粒子を少

量含む

弥・甕 SBH 口縁部3/4存

口径15.2clll

器高27.Ocm

底径 6 1all

外:聯 条.ヨ コナデ.

ハケロ10条 /cIIl.ヘ

ラミガキ.ナ デ

内:ヨ コナデ.ナ デ.

ヘラ削り

にぶい黄橙(10YR7/3) 3111ul以 下の自色

粒子を少量含
む

弥 甕 口縁部1/8存

口径17 6cal

外:嶋 .ヨ コナデ.

ヘラミガキ

内:ヨ コナデ.指頭痕
ハケロ13条 /cEl後 ナ

にぶい黄橙(10YR7/4)

黒(10YRl.7/1)

4111111以 下の自色

粒子を少量含

む

8 弥・甕 S B13 底部3/4存

底径5 3cEl

外:ヘ ラミガキ.ナデ

内:ナ デ
明赤褐(2.5YR3/2) 3mll以下の自・

茶色粒子を少

量含む

弥・高杯 口縁部1/14存

口径23.Oclll

外:ナ デ.ヘ ラミガキ

内:ナ デ.ミ ガキ

外内:に ぶい黄橙(10YR7/

4)

断:灰白(5Y7/1)

411ull以 下の自

茶色粒子を少

量含む

弥・高杯 S B14 口縁部破片 fl-:fll:rtr. azff
fr:a =77

外内:にぶい黄橙(10YR7/

3)

断 :灰 白(2.5Y7/1)

3111111以 下の自・

赤色粒子を少

量と15111nlく ら
いの砂岩を含

む

弥・壺 口縁部破片 外:凹線4条

内:ヨ ヨナデ

橙(5YR7/6) llllln以 下の自・

赤色粒子を少

量含む

弥・壺 S B14 頸部破片 外:櫛状工具によるヨコ

ナデ.刺突文

内:ナ デ

外内:橙 (5YR6/6)

断:灰 (2.5Y7/1)

lEllll以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・壺 S B14 口縁部1/16存

口径21.7cal

flfr e zf7. ,,rE
3/cn

外内:橙 (5YR6/8)

断:黄灰(2.5Y6/1)

2mm以下の自色

粒子を少量含

む
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物
号

遺
番

取
号

凶
番 器  種 出土地点 残存率・法量 成形・調整 色  調 胎 土 備考

弥・甕 S B14 口縁部1/5存

口径15.8clll

器高26 5clll

底径 6.5oll

外:ヨ コナデ.凹麟 .

タタキロ後ナデ

刺突文.ヘ ラミガ

キ.ナデ

内:ヨ コナデ.ナ デ ヘ

ラ削り.指頭痕

浅黄(2.5Y7/3)黒 (5Y2/1) 2111111以 下の自色

砂粒と10111111以

下の茶色粒子

をやや多量含

む

弥・壷 S B15 底部1/6存

底径8.4cm

外:ヘ ラミガキ

内:ヘ ラミガキ.指頭痕

外

内

にぶい黄(2.5Y6/4)

黒(25Y2/1)

l llllll以下の白色

粒子を少量含

む

弥・甕 S B19 口縁部1/12存

口径21.4cal

外 :凹線3条 .ナ デ

内:ナ デ

外内:に ぶい黄褐(10YR5/

3)

断 :黒 (5Y2/1)

2111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥 甕 S B21 口縁部破片 外内:ヨ コナデ 橙(2 5YR6/8) lllllll以 下の白色

砂粒を少量含

む

弥・甕 S B21 底部1/5存

底径6 0cm

外:ヨ コナデ後ヘラミガ

キ

内:ヨ コナデ

褐(7 5YR4/3) 3111al以 下の自色

砂粒を多量合

む

弥・壷 口縁部1/10存

口径14.Oclll

外内 :ヨ ヨナデ 外内:に ぶい黄橙(10YR7/

4)

断 :褐灰(10YR4/1)

41nln以 下の白色

砂粒を少量含

む

弥・高杯 S B22 口縁部1/16存

口径30.Om

外内:ヨ コナデ 明赤褐(2 5YR5/8) 3flllll以 下の自・

茶色砂粒を少

量含む

弥・甕 S B26 口縁部1/8存

口径26 8cm

外:限条.ヨ コナデ.

ハケロ5条/cm

内:ヨ コナデ.ハ ケロ10

条/cm

明赤褐(5YR5/6) l mll以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・高杯 S B29 脚部1/7存

脚部径12 8cal

外内:ナ デ.凹線 2条 赤褐(5YR4/8) 3111111以 下の自色

砂粒と茶色粒

子を少量含む

弥・壺 S B30 口縁部 1/6存

口径 11.9cul

外

内

ヨコナデ.刻み目
ヨコナデ

外断:に ぶい黄橙(10YR7/
4)

内:黒 (2.5Y2/1)

lllull以 下の白色

砂粒を少量含

む

土・椀 S B31 底部存

底径10.8oll

外:貼 り付け高台後ヨコ

ナデ ヘラ切り後
ヨコナデ

内:ヘ ラミガキ

外内:灰黄 (25Y7/2)

断 :灰 (5Y5/1)

3111111以 下の自

灰色砂粒を多

量と赤色粒子

を少量含む

須・皿 S B31 口縁部破片

口径32 0cm

外内:回転ナデ 灰(75Y6/1) lllllll以 下の自色

砂粒を少量含

む

須・壺 S B31 頸部破片 外

内

回転ナデ後カキロ

青海波 青灰(5PB6/1)

lunl以下の白

灰・黒色砂粒を

多量含む

須・杯蓋 S B31 口縁部1/9存

口径16 0oll

外内:回転ナデ 青灰(5PB6/1) 211111以 下の自・

灰・黒色砂粒を

多量含む

須・杯蓋 S B31 口縁部1/9存

口径 H.Oclll

外内:回転ナデ 灰白(N7/) lllllll以 下の白色

砂粒を少量含

む
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物
号

遺
番

版
号

図
番 器  種 出土地点 残存率・法量 成形・調整 色  調 胎 土 備考

土・杯 S B31 口縁部1/18存

口径18 0cnl

fffi:= 277 橙(7.5YR6/6) lullD以 下の自色

砂粒を少量含

む

須 甕 S B32 頸部1/12存 外

内

ヨコナデ後カキロ?

ヨコナデ。青海波?

青灰(5PB6/1) 31111D以 下の自・

灰・黒色砂粒を

多量含む

弥・壷 S B32 口縁部1/14存

口径14.Ocm

外:凹線2条 .ヨ コナデ

内:ヨ コナデ

外内:橙 (7.5YR7/6)

断:灰 白(5Y7/1)

2111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・壷 S B32 口縁部破片 *fi:a =77 外内:橙 (5YR6/6)

断 :黒褐(7.5YR2/2)

lalD以下の自色

砂粒を少量含

む

弥 :壷 S B32 口縁部1/22存

口径18 8clll

外 ヨコナデ後凹線2

条.ヨ コナデ
ヨコナデ内

明褐(7 5YR5/6) lulln以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・壷 S B32 口縁部破片 外内 :ヨ コナデ 淡黄(2.5Y8/3) 151111D以 下の自
・茶色砂粒を多
量含む

弥・甕 S B32 口縁部破片 *fr: a = l-i 明赤褐(5YR5/6) l llllll以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・壷 S B32 底部存 外 ハケロ7条 /all後 ヘ

ラミガキ
ハケロ12条 /cm内

外断 :浅黄(25Y7/3)

内:黒 (75Y2/1)

2111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・壺 S B32 口縁部1/16存

口径H.Oall

外内:ヨ コナデ にぶい橙(7 5YR7/4) 2111m以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・甕 S B32 底部1/6存

底径6 0cln

外:ナ デ.ヨ ヨナデ

内:不明

にぶい赤褐(5YR4/4) lllllll以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・甕 S B32 口縁部1/16存

口径19.4cm

外 ヨヨナデ後凹線3

条.ヨ コナデ
ヨコナデ内

橙(7 5YR7/6) llllll以 下の自

黒色粒子を少

量含む

弥・甕 S B32 口縁部破片 外内:摩減のため調整

不明

外

内

断

暗赤褐(5YR3/4)

明赤褐(5YR5/6)

暗赤褐(2.5YR3/4)

lllllll以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・壷 S B32 肩部1/16存 外 ハケロ8条 /clnヨ コ

ナデ.亥 1み 目

ナデ内

外

内

にぶい黄橙(10YR7/4)

灰褐(7.5YR6/2)

lllull以 下の黒色

砂粒を少量含

む

弥・壷 S B32 底部1/7存

底径9.Ooll

外 :ヘ ラミガキ.ヘ ラ

ミガキ後ナデ.ナ

デ

内 ナ デ

外 :に ぶい黄橙(10YR7/4)

内:橙 (7.5YR6/6)

断:灰白(5Y7/1)

3111111以 下の自・

黒・赤色砂粒を

少量含む

須・杯 S B33 口縁部破片 外内:回転ナデ 青灰(5PB6/1) lllun以 下の自色

砂粒を少量含

む

須 壷 S B34 頸部 1/8存 外 :回転ナデ.カ キロ

内:回転ナデ.青海波

青灰(5PB5/1) 2uEl以下の自色

砂粒を少量含

む
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物
号

遺
番

版
号

図
番 器  種 出土地点 残存率・法量 成形・調整 色  調 胎 土 備考

須・壷 S B34 底部1/7存

底径10.Ocln

外:回転ナデ.ヘ ラ切り

後ナデ

内:回転ナデ

灰 白 (5GY8/1) lunn以下の自色

砂粒を少量含

む

弥・壷 S B34 口縁部破片 外 :凹線3条 .ヨ コナデ

内:ヨ ヨナデ

明赤褐(5YR5/8) lnllll以 下の自・

灰・黒色砂粒を

多量と赤色粒

子を少量含む

須・壺 S B34 口縁部1/2存

口径9 6cm

外

内

回転ナデ

回転ナデ.ナ デ

外 :褐灰(5YR4/1)

内:青灰(5P6/1)

断 :暗赤灰(5R4/1)

lllun以 下の自色

砂粒を多量含

む

須・杯蓋 S B35 口縁部1/9存

口径17.Ocm

外内 :回 転 ナデ 灰 (N5/) 2111111以 下の自・

黒色砂粒を少

量含む

須・高台付杯 S B35 底部1/3存

底径10 8cm

外 :ナ デ.貼 り付け高

内:ナ デ

外:灰 (N4/)
内:灰 (N6/)

lllull以 下の自色

砂粒を少量含

む

須・高杯 S B35 脚部1/13

脚径9 0clll

外内:回転ナデ 灰(N5/) 211ull以 下の白色

砂粒を少量含

む

須・椀 S B35 口縁部1/14存

口径12 0all

外内 :回転 ナデ 青灰(5PB6/1) 5111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

須 椀 S B35 口縁部1/12存

口径16 0cm

外内:回転ナデ 灰白(5Y7/1) 2111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・壺 S B35 口縁部破片 外内 :ヨ コナデ 外:に ぶい赤褐(5YR5/4)

内断 :黒褐(7 5YR3/2)

lllllll以 下の自色

砂粒を少量含

む

須・杯蓋 S B35 端部破片

口径16 6clll

外内 :回 転 ナデ 青灰 (5PB6/1) lllull以 下の灰色

砂粒を少量含

む

弥・高杯 S B35 口縁部 1/16存

口径 32.Ocm

外内 :ヘ ラ ミガキ.ヨ
コナデ

外:に ぶい黄橙(10YR6/3)

内:明灰黄(2.5Y5/2)

211ull以 下の自・

茶色砂粒を少

量含む

須・杯 S B36 破 片 外内:回転ナデ.自 然

釉付着

青灰 (5PB5/1) 211ull以 下の自・

灰・黒色砂粒を

多量含む

須・杯 S B37 口縁部1/5存

口径12.8cnl

器高 3.8m
底径 7.6m

外 :回転ナデ.ヘ ラ切

り後ナデ

内:回転ナデ

青灰 (5PB6/1) lllull以 下の自色

砂粒を少量含

む

須・杯蓋 S P12 口縁部1/8存

口径15.6cEl

外内:回転ナデ 灰自(7.5Y8/1) 2null以 下の自色

粒子を多量含

む

須・高台付杯 S P13 底部1/4存

底径9.2cal

外:回転ナデ

内:ナ デ

青灰(5PB5/1) 2m以下の自色

砂粒をやや多

量含む
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遺物
番号

図版
番号

器  種 出土地点 残存率・法量 成形・調整 色  調 胎 土 備考

弥・壺 S P51 口縁部1/10存

口径12.7cD

外 :凹線4条.ヘ ラミガ

キ

内 :ヨ ヨナデ.ナ デ

外内:橙 (7 5YR6/6).

断:灰白(5Y7/1)

lllllll以 下の自・

黒・赤色粒子を

少量含む

弥・甕 S P51 底部1/3存

底径6 9cm

外:ヘ ラミガキ.ヨ コ

ナデ

内:摩 滅

外:灰オリープ(5′ 2)

内断:オ リープ黒(7.5Y3/

1)

llluD以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・高杯 S P58 口縁部1/14存

口径21.7m

外

内

ヘラミガキ
ヨヨナデ

橙(5YR6/6) 5ullD以 下の自色

粒子を少量含

む

弥・壺把手 S P59 把手存 ガ キ 外 :に ぶい黄橙(10YR7/4) 211111以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・無頸壺 S P54 口縁部2/3存

口径12.5cln

器高15.5clD

底径 6.9cal

外 孔2個組が2孔 .ヨ
ヨナデ.凹線4条 .

ヘラミガキ.櫛 目.

ヘラ削り後ナデ
ヨコナデ.ナ デ指

頭痕.ヘ ラ削り後
ナデ

内

にぶい黄橙(10YR7/3)黒

(25Y2/1)

1.511m以 下の自
・茶色砂粒を少

量含む

弥・高杯 SPH7 脚部破片 外

内

ナデ.沈線
ヘラ削り

橙(7 5YR6/6) llllm以 下の自色

砂粒と4111m以 下

の茶色粒子を

少量含む

弥・高杯 S P182 脚部1/4存

脚部径5 6all

外 :ヘ ラミガキ.ナ デ

内:ヘ ラ削り.ナ デ

にぶい黄橙(10YR7/4)黒

(25Y2/1)

5uEll以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・鉢 S P 204 口縁部1/H存
口径120011

外 ヨヨナデ.櫛状工

具による刺突文
ヨヨナデ.ハ ケロ9

～10条 /cln

内

明褐(7.5YR5/6) llnln以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・高杯 S P204 脚部1/6存

脚部径8 0cln

外:ナ デ.凹線1条

内:ヘ ラ削り

明赤褐(2 5YR5/8) 211un以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・壷 S P252 口縁部1/8存

口径13.2011

外

内

ナデ.凹線2条

斜格子文.ナ デ

灰(75Y6/1) lllllll以 下の自色

砂粒をやや多

量含む

焼成やや

不良

弥・壷 S P251 口縁部1/4存

口径15.3clll

外 :凹線3条 .ヨ ヨナデ

内:ナ デ.ヨ コナデ
外内:明黄褐(10YR7/6)

断:灰 (5Y5/)

lllull以 下の自色

粒子を少量含

む

弥・高杯 S P347 口縁部破片 外 :ナ デ.凹線2条

内:ナ デ
外内:明赤褐(5YR5/8)

断:黒褐(2.5Y3/1)

2111111以 下の自・

赤色粒子をや

や多量含む

須・杯蓋 S P250 ほぼ完形

口径10.8oll

器高 4 0all

外

　

内

ヘラ切 り.回転ナ

回転ナデ

青灰(5PB5/1) 3mlll以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・饗 S P395 口縁部1/5存

口径13 7all

外

内

ヨコナデ.ナデ.

ヨヨナデ後ハケロ8

条/cln.板 ナデ

にぶい黄橙(10YR6/3) 2unll以 下の自・

灰・黒色砂粒と

赤色粒子を多

量含む
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弥・壺 S P395 口縁部破片 外

内

ヨコナデ後凹線3条

ヨコナデ後斜行文

外:明赤褐(5YR5/6)

内:にぶい黄橙(10YR7/3)

311m以下の自・

灰色砂粒と雲

母を多量含む

弥・壺 S P459 口縁部破片 外内:ヨ コナデ 橙(7.5YR7/6) lllllll以 下の小石

を少量含む

弥・壼 S P459 口縁部破片 外 :ヘ ラミガキ

内:仕上げナデ

黒(N2/) llml以下の自色

砂粒を少量含

む

弥・甕 S P459 底部1/4存

底径6.Om
外 :ヘ ラミガキ

内:ヨ コナデ

外 :浅黄橙(10YR8/3)

内:灰黄褐(10YR6/2)

断 :灰褐(7.5YR4/2)

lullD以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・高杯 S P459 破片 外内:ヨ コナデ 外 :浅黄橙(10YR8/4)

内:橙 (2.5YR6/8)

lllllll以 下の自・

茶色砂粒を少

量含む

赤色顔料

塗布

弥・甕 S P469 口縁部1/4存

口径H.8oB
外 :凹線1条 .ヨ コナデ

内:ヨ コナデ.板ナデ

外 :にぶい黄橙(10YR7/4)

明赤褐(5Y5/6)暗赤褐

(2.5YR3/6)

内:黄灰(2.5Y5/1)にぶい

橙(7.5YR6/4)

2mll以下の自色

砂粒を少量含

む

弥・琵 S P469 口縁部1/10存

口径14.7m
外 :ヨ ヨナデ.ハ ケロ7

条/m
内:ヨ コナデ

外:橙 (7.5YR6/6)

内:明赤褐(5YR5/6)黒 褐(5

YR2/1)

4anD以下の自色

砂粒を少量含

む

弥・甕 S P469 口縁部破片 外 :凹線1条 .ヨ コナデ

内:ヨ ヨナデ

浅黄橙(10YR8/3) lmn以下の自色

砂粒を少量含

む

弥・甕 S P469 口縁部破片 外 :凹線3条 .ヨ コナデ

内:ヨ ヨナデ

明褐(7.5YR5/6) lllull以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・壺 S P469 口縁部破片 外:凹線1条 .ヨ コナデ

内:ヨ ヨナデ

灰黄褐(10YR5/2) lnm以下の自色

砂粒を少量含

む

弥・高杯 S P469 口縁部破片 外:凹線2条 .ヨ ヨナデ

内:ヨ ヨナデ

橙(7.5YR6/6) lllul以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・壺 S P469 底部存

底径8.Om
外 :ヘ ラミガキ

内:ナ デ

外 :黒 (7.5YR1/2)

内断 :に ぶい黄橙 (7.5YR7

/4)

2allD以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・壺 S P484 口縁部2/3存

口径 9.5m

器高20.lall

底径 5.8oll

外 :凹線2条 .ヨ ヨナデ
ハケロ8～9条/mヘ
ラミガキ.指頭痕

内:ヨ コナデ.浮文.ナ
デ。しばり目.ハケ

目8条/m.指頭痕

赤褐(5YR4/6)橙 (5YR6/

8)

lllEl以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・壺 S P484 口縁部2/3存

口径 8.2m
器高22.Om

底径 7.6oll

外:凹腺探.ヨ コナデ.

ハケロ8条/m.ヘ
ラミガキ

内:ナデ.しばり目。指

頭痕.ナ デ後ハケ

目8条 /an。 浮文

赤褐(5YR4/6)橙 (5YR6/

8)

lnan以下の自色

砂粒と雲母を

少量含む
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弥・壺 S P484 口縁部2/3存

口径10.0∞

器高20.9m

底径 6.Oclll

外:[聯認条.ヨ コナデ.

ハケロ7条/clll.ヘ

ラミガキ

内:ヨ コナデ.しばり

目. ハケロ7条/m
後ナデ。指頭痕

赤褐(5YR4/6)橙 (5YR6/8) 2Eull以 下の自色

砂粒と茶色粒

子を少量含む

須・杯蓋 S P490 つまみ部完存 外:回転ナデ.ヘ ラ削

り

内:回転ナデ

灰(N8/) 2ml以下の自色

砂粒を少量含

む

須・杯 S P490 口縁部1/H存

口径16.Om
外内:回転ナデ 灰白(2.5Y7/1) 5EEl以下の自色

砂粒を少量含

む

弥・壺 S P490 口縁部破片 外:凹線2条 .ヨ ヨナデ

内:ヨ コナデ

明赤褐(5YR5/6) 1811D以 下の自色

砂粒を少量含

む

土・甕 S P490 口縁部破片 外:回転ナデ.ハ ケロ8

条/m
内:回転ナデ

外:黒褐(7.5YR3/2)

内断:橙 (5YR6/8)

31ml以下の自色

砂粒を少量含

む

弥・甕 S P548 口縁部破片 外:凹線3条 .ヨ コナデ

内:ヨ コナデ
明赤褐(5YR5/6) 311ull以 下の白色

砂粒を少量含

む

弥・甕 S P548 口縁部破片 *8:a =s7 外内:浅黄橙(10YR8/3)

断 :黄灰(2.5Y6/1)

211ED以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・甕 S P548 底部1/6存

底径 7.Om

外

内

ヨコナデ
ヘラ削り

外:浅黄(2.5Y7/3)黒 (5Y2

/1)

内:橙 (5YR6/6)

2mlll以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・壺 S P555 口縁部1/16存

口径19.Om
外内:ヨ ヨナデ 黄灰(2.5Y4/1)橙 (2.5YR7

/6)

llnID以 下の自色

砂粒を少量合

む

弥・壺 S P555 口縁部1/8存

口径16.Oclll

外内 :ヨ ヨナデ 橙(5YR6/6) lEull以 下の小石

を少量含む

弥・高杯 S P555 口縁部破片 外 :ヨ コナデ

内:凹線2条 .ヨ ヨナデ
外内:浅黄(2.5Y8/3)

断:黄灰(2.5YR6/1)

lllnll以 下の自色

砂粒を少量含

む

赤色顔料

塗布

弥・甕 S P555 底部1/6存

底径 6.Om
*fi:= =s7 赤褐(5YR4/6) lmm以下の自・

茶色砂粒を少

量含む

弥・壺 S P555 口縁部1/5存

口径14.Ooll

外 :凹線3条 .ヨ ヨナデ

内:ヨ コナデ後円形浮

文.竹管文

橙(7.5YR6/6) 2111111以 下の自・

灰色砂粒と赤

色粒子を多量

含む

土。小皿 S P583 底部1/6存

底径 6.Om
外内 :ヨ コナデ 橙(7.5YR7/6) lllm以下の自色

砂粒を少量含

む

須・蓋 S P576 口縁部1/12存

口径12.Ocm

外内:回転ナデ 灰(N7/) lolll以 下の白色

砂粒を少量含

む
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須・高杯 S P576 脚部1/6存

脚径9 0oll

外内:仕上げナデ 青灰(5P6/1) llllll以 下の白色

砂粒を少量含

む

須・鉢 S P576 口縁部1/16存

口径210011

外内:回転ナデ 灰白(N8/) lllull以 下の自色

砂粒を少量含

む

土・椀 S P597 口縁部1/4存

口径12.6oll

器高 4.1011

底径 5.lclll

外 回転ナデ.回転ヘ

ラ切 り後ナデ

回転ナデ内

橙(7 5YR6/6)に ぶい橙

(7.5YR7/4)

2ullll以 下の自色

砂粒と茶色粒

子をやや多量

含む

須・杯 S P597 口縁部1/4存

口径14.6m
外内:回転ナデ 暗灰(N3/)灰 (5/) lllllll以 下の自色

砂粒を少量含

む

須・鉢 S P581 口縁部1/5存

口径15 3all

器高 5.4all

底径 8.lall

外

内

回転ナデ.ナ デ

回転ナデ

灰(N6/) 2111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

須。高台付杯 S P601 底部1/2存

口径14.6oll

器高 4.6011

底径10.4oll

外:回転ナデ.貼 り付

け高台.回転ヘラ

削り

内:回転ナデ

灰白(N7/)灰 (N5/) 2null以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・高杯 S P688 脚部1/10存

脚部径16.4cul

外 :ヨ コナデ.凹線 2

条

内:板 ナデ

明赤褐(5YR5/6) i nlln以 下の自・

茶色砂粒を少

量含む

弥・甕 S P688 底部1/5存

底径7.2m
外 :ヘ ラミガキ

内:板ナデ

橙(7 5YR6/6) 2111111以 下の自・

茶色砂粒を少

量含む

土・鉢 S P 1033 口縁部破片 外 口縁端部にヘラ状

工具による圧痕
ヨヨナデ内

橙(5YR6/6) l Ellll以 下の自色

砂粒と雲母を

少量含む

焼成やや

不良

弥・壷 S P992 口縁部 1/6存

口径 9_8cEl

外 ヨコナデ.ハ ケロ9

条/all.突帯

ナデ内

にぶい黄橙(10YR7/4) lllllll以 下の自色

砂粒 と茶色粒

子と雲母を少

量含む

土・椀 S P727 口縁部1/10存

口径15 0cal

外内:ナ デ 灰白(2.5Y8/1) lllllll以 下 の自・

茶色砂粒を少

量含む

土・椀 S P727 底部完存

口径12 6oll

器高 4.0011

底径 5.5all

外

　

内

ヨコナデ.ヘ フ切

り

ナデ

にぶい黄橙(10YR7/4) l llllll以 下の自色

砂粒を少量含

む

土・椀 S P727 口縁部1/7存

口径13 0oll

外内:ナ デ 灰白(2.5Y8/2)橙 (5YR7/
6)

2111111以 下の自色

砂粒と茶色粒

子を少量含む

土・椀 S P727 底部1/2存

口径13 0cln

器高2 95all

底径 7.8cnl

外 :ヨ ヨナデ.ヘ ラ削

り後ナデ.回転ヘ

ラ切り

内:ヨ コナデ

橙(5YR6/8) lunll以 下の自色

砂粒を少量含

む
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弥・甕 S D01 口縁部1/8存

口径16.OclD

外 :ヨ コナデ .凹線 3

条

内:ヨ コナデ

にぶい褐 (7 5YR5/4) lm以下の自色

砂粒を少量含

む

弥・壷 包含層 口縁部1/5存

口径10.4cln

外:凹線2条 .ヨ ヨナデ

内:ヨ コナデ.円形浮

文

外内:明赤褐(5YR5/6)

断:灰 (75Y5/1)

211nl以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥 壷 包含層 口縁部1/6存

口径H.4cm
外内:ナ デ 外内:明赤褐(2.5YR5/8)

断:灰 (10Y4/1)

311ull以 下の自色

砂粒をやや多

量含む

焼成やや

不良

弥・壷 包含層 口縁部1/12存

口径H6all
外:凹線3条 .ナ デ.刻

み目

内:ナ デ.指頭痕

外 :にぶい黄橙(10YR6/4)

内:橙 (5YR6/8)

断:極暗赤褐(2 5YR2/3)

2111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・壺 包含層 口縁部1/5存

口径H8cln

外

内

ヨコナデ.指頭痕
ナデ

灰(10Y5/1)明 赤褐(2 5YR
5/8)

2111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・壷 包含層 口縁部1/6存

口径7.6cIIl

外 :円 形浮文 .竹管文

凹線 3条.ナ デ

内 :ナ デ

明赤褐(5YR5/6) 3111111以 下の自色

砂粒を少量含
む

弥・壷 包含層 口縁部1/10存

口径H4cln
外 :凹線3条

内:ナ デ
外:橙 (7 5YR6/6)

内:灰黄(25Y7/2)

2111111以 下の自色

砂粒と茶色粒

子を少量含む

弥・壷 包含層 頸部 1/5存 外 ヨコナデ.ハ ケロ6

条/oll後刺突文.ハ
ケロ6条 /cm

ヨヨナデ.ナ デ内

外内:ぶ い黄橙(10YR7/4)

断:黒 (N2/)
511111以 下の白色

砂粒を少量合

む

弥・壷 包含層 口縁部1/10存

口径20 2cln

外:世晰膨餡骸Jみ 目.ヨ
コナデ

内 :ヨ コナデ

外内:明赤褐(5YR5/6)

断 :灰 (5Y6/1)

2111111以 下の自色

砂粒と赤色粒

子を少量含む

弥・壺 包含層 口縁部1/7存

口径15.lcln

外:凹線4条  ヨヨナデ

ナデ

内:ヨ ヨナデ

橙(7.5YR6/6) 3111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・壷 包含層 口縁部1/8存

口径19.5cロ

外 :凹線3条 ナデ

内:ナ デ

橙(7 5YR6/6) 3111111以 下の白色

砂粒をやや多

量含む

弥・壺 包含層 口縁部1/8存

口径22.1011

外 :凹線5条 .ヨ コナデ

内:ヨ ヨナデ

外内:橙 (7.5YR6/6)

断:灰 (75Y6/1)

0.5111111以下の白
・黒色砂粒を少

量含む

弥・壷 包含層 口縁部1/16存

口径228m
外 :凹線3条

内:ナ デ
浅黄(25Y7/4) 211ull以 下の自色

砂粒をやや多

量含む

弥・壺 包含層 頸部破片 外:ナ デ.斜行文

内:ナ デ

外内:灰 白(25Y8/2)

断 :灰 白(5Y7/1)

lIInll以 下の自・

黒色砂粒を少

量含む

弥・壷 包含層 頸部破片 外:刺突文

内:ナ デ
外:褐 (7.5YR4/4)

内:黒褐(7 5YR3/2)

3111D以 下の自色

砂粒をやや多

量含む

焼成不良

弥・甕 包含層 口縁部破片 外 :凹線2条 .ナデ

内:ナ デ

外内:橙 (5YR7/6)

断:オ リープ黒(5Y3/1)

l ullll以 下の自色

砂粒をやや多

量含む
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遺
番

図版
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器  種 出土地点 残存率 法量 成形・調整 色  調 胎 土 備考

弥 甕 包含層 口縁部破片 外:凹線3条.ナ デ

内:ナ デ

外:橙 (7.5YR6/6)

内:明赤褐(5YR5/8)

l lllD以 下の自色

砂粒と茶色粒

子を少量含む

弥・甕 包含層 口縁部1/12存

口径358m
外:凹線4条.ヨ ヨナデ.

ハケロH条 /c田

内:ヨ コナデ.ナ デ

外:明赤褐(5YR5/6)

内:にぶい黄(25Y6/4)

2111m以 下の自色

砂粒と茶色粒

子を少量含む

弥・高杯 包含層 脚部1/12存

脚部径12.Ocnl

外:ナ デ 刺突文.凹

線2条

内:ナ デ

にぶい黄橙(10YR7/4)

灰(10Y6/1)

2111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・甕 包含層 口縁部1/16存

口径18 8clD

外:凹線3条 .ナ デ

内:ナ デ

外内:橙 (7.5YR6/6)

断:黒褐(7 5YR3/1)

lm以下の自色

砂粒を少量含

む

弥・甕 包含層 口縁部1/9存

口径18.8all

外:凹線3条.ナ デ

内:ナ デ

外内:明赤褐(5YR5/6)

断 :灰 (75Y6/1)

3111111以 下の自色

砂粒と茶色粒

子を少量含む

弥・甕 包含層 口縁部1/10存

口径15.9cm

外:凹線1条.ヨ コナデ.

ナデ

内:ナ デ

にぶい黄橙(10YR7/3) lllllll以 下の自色

砂粒と微細な

雲母を少量含

む

焼成不良

弥・甕 包含層 口縁部1/8存

口径22 0cIIl

外:凹線4条 .ヨ コナデ

内:ヨ コナデ

外内:赤褐(5YR4/6)

断 :灰 (5Y4/1)

2111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥 甕 包含層 底部1/4存

底径7 2cln

外:ヘ ラミガキ.指頭

痕

内:ヘ ラ削り.ナ デ

外内:赤褐(5YR4/6)黒 (2.

5Y2/1)

211ull以 下の白色

砂粒とlllED以 下

の雲母を少量

含む

弥・高杯 包含層 口縁部1/9存

口径21.4cロ

外内:ナ デ 浅黄 (2.5Y7/3) 3111111以 下の白色

砂粒を少量含

む

焼成やや

不 良

弥・高杯 包含層 口縁部1/16存

口径24.Ooll

外

内

ヨコナデ.ナ デ

ナデ

褐(7 5YR4/4) 311ull以 下の自色

砂粒を少量含

む

焼成やや

不良

弥・高杯 包含層 脚部1/4存

脚部径7.5clll

外 :ヘ ラミガキ.沈線
ヨヨナデ

内:ヘ ラ削り後板ナデ.

ナデ

橙(5YR7/8) 311111以 下の自色

砂粒と茶色粒

子を少量含む

弥・高杯 包含層 脚部1/5存

脚部径6.8m
外 :ヨ コナデ.沈線凹

線2条 .

内:ヘ ラ削り

明赤褐 (5YR5/6) lullll以 下の自色

砂粒と茶色粒

子を少量含む

弥・高杯 包含層 脚部1/8存

脚部径9 2cul

外:沈線.亥豚 目.ナデ

凹線1条

内:ヘ ラ削り

橙(7.5YR6/6) 2111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥 高杯 包含層 脚部1/6存

脚部径H2oll
外:ヨ コナデ.凹線染 .

記号文

内:ヘ ラ削り

にぶい黄橙(10YR7/4) 3111ul以 下の白色

砂粒を少量含

む

弥・高杯 包含層 脚部1/6存

脚部径12 8clll

外

内

ナデ 凹線2条

ヘラ削り後ナデ

にぶい黄橙(10YR7/3) 5111111以 下の茶色

粒子を少量含

む
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弥・甕 包含層 底部1/3存

底径6.4cロ

外:ヘ ラミガキ

内:ナ デ

外

内

にぶい黄橙(10YR6/4)

浅黄(5Y7/3)

lllun以 下の自・

黒色砂粒を少

量含む

弥・甕 包含層 底部1/4存

底径6 2cm

外:ヘ ラミガキ.ナデ

内:ナ デ.指頭痕

浅黄橙(7 5YR8/4)橙 (5YR
6/6)

31nal以 下の自色

砂粒と茶色粒

子を少量含む

弥・甕 包含層 底部1/2存

底径6.Oall

外

内

ヘラミガキ
ヘラ削り

外:灰 オリープ(5Y6/2)

内:黒 (75Y2/1)

5111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

弥・裂 包含層 底部1/5存

底径7.0011

外:ヘ ラミガキ.ナ デ

内:ヘ ラ削り,ナ デ

橙 (5YR6/6) 31111n以 下の自色

砂粒と茶色粒

子を少量含む

弥 壺 包含層 底部1/3存

底径7.Oc田

外:ヘ ラミガキ

内:ナ デ.指頭痕

灰白(5Y7/1)黒 (N2/) 2111111以 下の自色

砂粒をやや多

量含む

焼成不良

弥・高杯 包含層 口縁部1/16存

口径40 8cm

外内:ナ デ 浅黄(25Y7/3) 2111111以 下の自色
砂粒を少量含
む

須 杯蓋 包含層 ほぼ完形

口径 9.4cEl

器高 3.4011

外:ヘ ラ切 り後ナデ回

転ナデ

内:ナ デ.回転ナデ

明青灰(5PB7/1) 3EEll以 下の自色

砂粒を少量含

む

須・杯蓋 包含層 つまみ部存 外内 :ナ デ 明青灰(5PB6/1) inllll以 下の自色

砂粒を少量含

む

須・壷 包含層 口縁部1/8存

口径17.Ocln

外 :ヨ コナデ.櫛目

内:回転ナデ 青海波

明青灰(5PB7/1) lllull以 下の自色

砂粒を少量含

む

須・高台付杯 包含層 口縁部1/8存

口径H.8clll

外

　

内

ナデ.貼 り付け高

回転ナデ

灰白(N8/) lllllll以 下の自色

砂粒を少量含

む

焼成やや

不良

黒・(A類 )椀 包含層 口縁部破片 外 :ナ デ

内:ミ ガキ

にぶい黄橙(lllYR7/3)黒 (25
Y2/1)

lllllll以 下の自色

砂粒を多量含

む

焼成やや

不良

土・羽釜 包含層 口縁部1/8存

口径23 4cIIl

外 :ナ デ.指頭痕

内:ナ デ

黒褐(10YR3/2)に ぶい黄橙

(10YR6/4)

5tlull以 下の自色

砂粒を少量含

む

焼成やや

不良

須・杯蓋 包含層 口縁部1/5存

口径17.4m

器高 3.lm

外内:回転ナデ 青灰 (5PB6/1) 2m以下の自色

砂粒をやや多

量含む

弥・甕 包含層 口縁部1/8存

口径16.Ocm

外 :凹線2条 .ヨ コナデ

内:ヨ コナデ

明赤褐(2.5YR5/8)黒 (2.5

Y2/1)

211ull以 下の自色

粒子を少量含

む

土・小皿 包含層 口縁部1/6存

口径7 2cIIl

器高1 lcln

底径4.9cm

外 :回転ナデ.ヘ ラ切

り

内:回転ナデ

浅黄橙 (7.5YR8/6) lllllll以 下の自色

粒子をやや多

量含む
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須・杯蓋 包含層 口縁部1/6存

口径9.Oclll

外:回転ナデ.ゴ マ付

着

内:回転ナデ

明青灰 (5PB7/1) llllll以 下の自色

砂粒を少量含

む

須・高台付杯 包含層 底部完存

口径H5cnl

器高 6.5cln

底径 7.4cln

外 :ヨ コナデ.貼 り付

け高台

内:ヨ コナデ

青灰(5PB6/1) lllllll以 下の白色

砂粒を少量含

む

弥・器台 包含層 脚部1/10存

底径23 6cln

外:凹線1条 .ナ デ

内:ナ デ.指頭痕

外:に ぶい橙(7 5YR7/4)

黒褐(7 5YR3/2)

2111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

土・羽釜 包含層 口縁部1/14存

口径26.9oll

外:ナ デ 指頭痕

内:ナ デ.指頭痕後ナ

デ

浅黄橙(10YR8/3) 2111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

土・羽釜 包含層 口縁部1/8存

口径23 6cal

外

内

ナデ.指頭痕
ヨコナデ.ハ ケロ6

条/clll

浅黄橙(10YR8/4) 311ull以 下の自色

砂粒と茶色粒

子を少量含む

土・甕 包含層 底部1/10存

底径24 6all

外:ナ デ

内:ハ ケロ7条 /all

明赤褐(2 5YR5/6) 2111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

須・杯蓋 包含層 破 片 外内:ナ デ 青灰(5PB5/1) l llllll以下の自色

砂粒を少量含

む

須・杯蓋 包含層 口縁部1/10存

口径19 3cln

外

　

内

ヘラ削り.回転ナ

回転ナデ

灰黄(25Y7/2)灰 (10Y4/1) 2EEll以 下の白色

砂粒を少量含

む

焼成不良

須・杯 包含層 口縁部1/8存

口径15.2clll

外内:回転ナデ 青灰(5PB6/1) inllll以 下の自色

砂粒を少量含

む

須・高台付杯 包含層 口縁部1/3存

口径16 4cDl

器高 4 8oll

底径H.Om

外 ヨコナデ.貼 り付

け高台.回転ヘラ

切り後ナデ

ヨヨナデ内

灰白(2.5GY8/1) lllllll以 下の自・

黒色砂粒をや

や多量含む

須・高台付杯 包含層 底部1/5存

底径11.Oclll

外内:回転ナデ 青灰(5PB5/1) lllllll以 下の自色

砂粒を少量含

む

土・把手付鉢 包含層 把手存 外内:ナ デ にぶい橙(7.5YR7/4) 4111111以 下の自・

黒色砂粒を多

量含む

土・甕 包含層 口縁部1/4存

口径210011

外:摩滅のため調整不

明

内:ヨ コナデ.ナ デ

橙(5YR7/8) 5111al以 下の白色

砂粒を多量含

む

焼成不 良

土・甕 包含層 口縁部1/8存

口径29.6m
外 :摩 滅のため調整不

明

内 :ヨ コナデ

明赤褐(5YR5/8) 31nlll以 下の自色

砂粒を少量含

む

土・橋鉢 包含層 口縁部1/6存

口径35.Ocm

外

内

ナデ.指頭痕
ナデ後卸目

にぶい黄橙(10YR7/4) 5111111以 下の自色

砂粒をやや多

量含む

焼成やや

不良
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土 土鍋 包含層 口縁部1/8存

口径224011

外:ナ デ.指頭痕

内:ナ デ
外断 :明赤褐(2.5YR5/6)

内:黒褐(10YR3/1)

5nlln以 下の自色

砂粒を少量含

む

土 土鍋 包含層 口縁部1/8存

口径22.7clll

外

　

内

ナデ.凹線1条 /cm.

指頭痕

ナデ.指頭痕

黄橙(10YR8/6)黒 褐(25Y
3/1)

3111111以 下の自色

砂粒と茶色粒

子を少量含む

土 羽釜 包含層 口縁部1/5存

口径29 1 clll

外

内

ヨコナデ.指頭痕
ナデ

橙(5YR6/8) 5111111以 下の自色

砂粒を少量含

む

焼成やや

不良

土 羽釜 包含層 口縁部1/10存

口径26 8cln

外:ナ デ 指頭痕

内:ナ デ
明赤褐(5YR5/6) 311ull以 下の自色

砂粒を少量含

む

土・土鍋 包含層 口縁部存

脚部存

外

内

ナデ
ハケロ6条 /cln

橙(7.5YR7/6) 3EEll以 下の自色

砂粒をやや多

量含む

焼成やや

不良

土・土鍋脚 包含層 脚部破片

厚さ3 5cm

ナデ.指頭痕 にぶい黄褐(10YR4/3) 3m以下の自色

砂粒を多量含
む

土・土鍋脚 包含層 脚部破片

厚さ31011

ナ テ 明赤褐(5YR5/6) 5111111以 下の自色

砂粒を多量含

む

焼成やや

不良

土 土鍋脚 包含層 脚部破片

厚さ2 4cm

ナ デ 浅黄橙(7 5YR8/3) 2null以 下の自色

砂粒を多量含

む

焼成やや

不良

土・土鍋 包含層 口縁部1/10存

口径322011

外内:ナ デ 赤(10R4/3)黒褐(7.5YR3/
2)

211ull以 下の自色

砂粒をやや多

量含む

焼成やや

不良

土 土鍋 包含層 口縁部1/8存

口径30.2cm

外:ナ デ 指頭痕

内:ヨ ヨナデ

外

内

黒褐(10YR3/2)

橙(7 5YR6/6)

2mEl以下の自色

砂粒を少量含

む

須 壷 包含層 ほ部1/6存

底径16.Ocロ

外:回転ナデ 自然釉

付着

内:回転ナデ

外:暗紫灰(5RP3/1)青 灰(5

PB6/1)

2111ul以 下の自色

砂粒を少量含

む
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第16表 西碑殿遺跡石器観察表

遺物番号 図番番号 器 種 出土地点 石 質 長さ(m) 幅 (cIIl) 厚さ(co) 重量(g) 備   考

石鏃 S B19 サ ヌカイ ト 4.95 2.40 0.60 7.83 平基

石鏃 S B32 サ ヌカイ ト 2.80 1.50 0.25 1.20 木葉形

石鏃 S B36 サ ヌカイ ト 3.70 2.00 0.50 2.69 平 基

スクレイ′く― S B36 サ ヌカイ ト 5.05 5.05 0.90 29.77

石鏃 S P383 サ ヌカイ ト 2.40 1.55 0.20 1.08 凹基

石鏃 S P395 サ ヌカイ ト 2.00 1.40 0.30 1.29 凹基

石鏃 S P395 サ ヌカイ ト 2.20 1.60 0.40 1.22 凹基

打製石斧 S P538 サ ヌカイ ト 9.00 5.05 0.95 57.75 有茎

石鏃 S P601 サ ヌカイ ト 3.50 1.60 0.60 2.87 凸基

石鏃 S P605 サ ヌカイ ト 1.85 1.25 0.30 0.51 平 基

ス クレイパー S P627 サ ヌカイ ト 6.80 3.90 0.70 22.00 刃部は凹線状

石錐 S P629 サヌカイ ト 4.20 3.20 0.80 8.80

砥石 S P470 砂岩 19.80 11.80 6.60 2362.94 3面使用

石 皿 S P692 砂岩 19.50 16.90 5.50 2375.39

ス クレイ′く― S P881 サ ヌカイ ト 4.30 3.70 0.60 14.00

打製石斧? S P 1012 サ ヌカイ ト 4.30 2.10 0.40 9.22

石鏃 S P 1075 サ ヌカイ ト 1.70 1.40 0.30 0.47 凹基

石鏃 包含層 サ ヌカイ ト 2.50 2.40 0.30

楔状石器 包含層 サ ヌカイ ト 4.30 2.60 1.00 14.05

楔状石器 包含層 サ ヌカイ ト 3.20 1.50 0.90 6.31

石匙 包含層 サ ヌカイ ト 2.90 2.20 0.60 3.57 縦型

打製包庖丁 包含層 サ ヌカイ ト 5.70 4.10 0,90 24.62

ス クレイパー 包含層 サ ヌカイ ト 3.50 3.60 1.10 12.73

スクレイパー 包含層 サ ヌカイ ト 6.00 4.30 0.90 24.63 刃部は直線状

スクレイ′く― 包含層 サヌカイ ト 7.30 4.30 1.10 26.35 刃部は直線状

砥石 包含層 讃岐岩質安山岩 11.00 2.70 5.25 314.67 削痕あり

石鏃 包含層 サ ヌカイ ト 2.55 2.60 4.50 2.11 凹基

石鏃 包含層 サ ヌ カ イ ト 4.30 3.70 0.90 11.97

不 明 包含層 サ ヌカイ ト 3.90 3.90 1.20 25.16

打製石斧 包含層 サ ヌカイ ト 5 00 4.60 1.30 35.15

205 スクレイパー 包含層 サ ヌカイ ト 5.05 3.95 9.50 25.20 刃部は直線状

ス ク レ イ 包含層 サ ヌカイ ト 3.60 3.40 0.90 14.92
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土器観察表凡例

器 種  器種名は以下のように省略した

。縄/縄文土器 ・弥/弥生土器 ・土/土師器 ・須/須恵器

・黒/黒色土器 ・瓦/瓦器 ・陶/陶磁器

残存率  その個体の径を測定した部位と径に対する残存率を記載した

法 量  口径・底径は最大幅を測定した

色 調  『新版標準土色帳』小山正忠。竹原秀雄編著を基準とし,色名を記

載した

JIS該当記号を記載した
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遺 跡 名 金蔵寺下所遺跡 (こ んぞうじげしょいせき)

西碑殿遺跡  (に しひどのいせき)

遺 跡 略 号 金蔵寺下所遺跡 OKG
西碑殿遺跡   ONH

所 在 地 金蔵寺下所遺跡 香川県善通寺市金蔵寺町
(かがわけんぜんつうじしこんぞうじちょ

西碑殿遺跡   香川県善通寺市碑殿町
(かがわけんぜんつうじしひどのちょう)

りゝ

頁 数

目次等 22アミ

総数
347頁

挿図枚数

付図枚数

184 枚
　
枚本文 150頁

観察表 59アコ 写真枚数

枚図 版 116頁

金 蔵 寺 下 所 遺 跡

時 代 遺 構 遺 物

縄 文 時 代 土坑  1 縄文土器,石器 (石斧・スクレイパー)

弥 生 時 代 溝状遺構  1
自然河川 1

弥生土器,石器 (石斧・スクレイパー・石庖丁・石鏃)

歴 史 時 代 掘立柱建物遺構
溝状遺構
ピ ッ ト

土坑
自然河川 1

土師器・須恵器。木製模造品。斎串。金属器 (壷鐙・釘)・ 黒
色土器・瓦器。陶磁器

包 含 層 ナイフ型石器・縄文土器。弥生土器。陶磁器ほか

西 碑 殿 遺 跡

時 代 遺 構 遺 物

弥 生 時 代 掘立柱建物遺構
溝状遺構

弥生土器,石器 (石斧・スクレイパー・石庖丁・石鏃)

歴 史 時 代 掘立柱建物遺構
ピット

土師器・須恵器・陶磁器

包 含 層 弥生土器。土師器・須恵器・陶磁器ほか
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